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　あとがき









　プロローグ［デスマーチからはじまる天変地異］




　星が流れる。

　幾つも、幾つも。

　流れ星を見た事があるだろうか？

　その儚さに目を奪われる者、願いを唱える者、人それぞれだと思う。

　だが、空を割って隕いん石せきが落ちるのを、その目で見た事は無いのではないか？

　轟ごう音おんと共に空を切り裂き、その質量と圧倒的な速度で大地を打ちつける様さまを。




　中にはテレビやインターネットの動画サイトで見た事がある者も居るかもしれない。それでも、それが間近に降り注ぐのを見たいと思った者は居ないはずだ。

　そう今、目の前の大地に一〇〇を超える隕石が次々に落下している。

　否！　他ひ人と事ごとのように言うべきではないだろう。その天変地異を起こしたのは、紛れもなくオレ自身なのだから。




　一〇分ほど前の考え無しの選択が今、流星となり大地を抉えぐっていく。

　流星は、ほんの数キロ先から遥はるか彼方の大峡谷までの広範囲の大地に突き刺さり、そこに居るであろう「敵」を蹂じゆう躙りんしている。

　視界の片隅にあるレーダーの点ドツトが、汚れを拭ぬぐい去るように消えていく。ここからは窺うかがい知れないが、落下地点では無数の命が消えているのだろう。

　そして殆ほとんどの流星が大地に消えた頃、ようやく落下音が届き、少し遅れて地響きが振動となって伝わってくる。

　大地を這はうような土つち埃ぼこりの津波が届く寸前──。

　突然、天罰のような激痛が襲ってきた。

　脳天を割るように。

　体をバラバラに引き裂くように。

　その痛みに意識を手放した直後、オレの体は土埃の津波にさらわれた。




　　　　◆




　時は少し遡さかのぼる。

　オレは遅れに遅れているプロジェクトを納期に間に合わせるために休日出勤していた。スマートフォン用のゲームアプリやＰＣ用のブラウザゲームなどを大手から依頼されて作成する下請け外注会社のプログラマーをしている。

　いかにブラックな会社とはいえ、普段は一人に二プロジェクト以上割り振られる事は無い。しかし仕様変更とバグの多さに、後輩の若いプログラマーが納品間際に失しつ踪そうしてしまったのだ！　実に嘆かわしい！

　離職率の高い職場故、この会社に居たプログラマーは、後輩氏とオレの二人のみ。急な補充など見込めるはずも無く、オレは自分のプロジェクトに加えて、後輩氏の炎上プロジェクトの後始末までする羽目になっていた。

「よし、全クラスの入出力とコメントの記入完了っと、後はオートドキュメンタでソースコードからドキュメントと相関図を作成してから本格的なバグの洗い出しだな～」

　少し伸びをして首をコキコキと鳴らす。

　周りを見回すと、休日とは思えないほど全員出勤している。残念ながら、いつもの職場の光景だ。

　隣の席でデバッグ外注の責任者が、ブツブツと独り言を言いながら作業を進めているが、誰も奇異の目を向けない。そんな余裕など無いのだろう。

　周りのデザイナーやプランナーも死んだような虚うつろな目で黙々と自分の作業を進めている。

　コーヒーを入れて戻ってくると、すでにＰＣは作業を終えておりデバッグに必要な資料が完成していた。

　それにしても資料も無く作業して炎上しないわけが無い。

　ＯＪＴするヒマも無く実戦に投入された後輩氏に文句を言っても仕方ないか。半年前に後輩氏が入社した時には四人居たプログラマーが、今やオレ一人というのは、会社としてどうかとは思うが。

「さ……、鈴木さん、ＷＷの方の難易度が初心者には難しすぎるから直せってクライアントからクレームが来たんですがどうしましょっか」

　振り返るとディレクター兼プランナーのメタボ氏が、いつものように困った顔で聞いてくる。

　佐藤って言いかけたなコノヤロウ。半年もチームを組んでるのに間違えかけるな！

　しかも、厄介事が発生してるのに、どこか嬉うれしそうだ。どうして、こう開発者にはＭなのが多いのか。

　ＷＷは現在鋭意開発中のＰＣ用ブラウザゲーム「ＷＡＲ　ＷＯＲＬＤ」の略称。ちょっとソーシャルな交流機能を追加した、ファンタジー世界を舞台にした戦争系ストラテジーゲームだ。

「あれ以上、難易度を下げたらメインターゲットが遊んでくれないからイヤだって言ってなかったっけ？」

　そう、現在の難易度は、クライアントと何度も会議を重ねて決めたものだ。あの無駄な時間は本当に無駄だったのか。やるせない。

「前にボツってたキャラ初回作成時のみ、マップ全索敵と三回分くらいのマップ殲せん滅めつボムをボーナスに付けてやるのでいいんじゃない？　使わずにクリアしたらレア称号プレゼントとかにして、得意な連中には自分から使わない方向へ持っていっとけば？」

「もう時間も無いし、それでいっておきますか～。じゃ、鈴木さんそれで実装よろしく」

　メタボ氏は相変わらず気楽に言ってくれる。

「ちょい待ち。今はスマホのＭＭＯＲＰＧの方のデバッグが押してるから、先にクライアントにＯＫ貰もらっておいてよ。下手へたに組み込んで拒否られたら、直す時間も無いしさ」

「おｋ。すぐ確認の電話いれま～」

　メタボ氏は巨体を揺らしながら携帯片手に喫煙エリアに消えた。

　そこからは、独り言を呟つぶやきつつ黙々と作業を進める。

　途中メタボ氏からのＧＯサインを受けたり、ジャンクフードで空腹を誤魔化しつつ夜は更けていく。

　後輩氏の残した無数のケアレスミスを深夜まで修正し、デバッグチームに後を任せる。

　そういや名前なんだっけ？

　いつもＭＭＯとかロープレとか呼んでたから正式な名前が出てこない。

　……そうだ「ＦＲＥＥＤＯＭ　ＦＡＮＴＡＳＹ　ＷＯＲＬＤ」だ。ＷＷの旧名「ＦＡＮＴＡＳＹ　ＷＡＲ　ＷＯＲＬＤ」と紛らわしいから誰も呼ばなくなったんだっけ。

　思い出してみれば古い仕様書にはＦＦＷとか略号が入ってた。

　後日、ＷＷの方から「ＦＡＮＴＡＳＹ」が取れ、ロープレの方も仮称だったらしく今では「ＦＲＥＥＤＯＭ　ＦＡＮＴＡＳＹ　ＬＩＦＥ」に変わり、略称もＦＦＬとなっている。なので、今では紛らわしいというほどではないのだが、今さらだ。

「鈴木さん、ストレージのチェック班からバグ報告です！」

「今度はなんだ？　無課金でのアイテム収納容量無限バグなら、さっき対処したぞ？」

「それはＦＦＬのインベントリの方でしょ。今度のはＷＷの方で、アイテム複製バグらしいです。詳細はメッセンジャーの添付ファイルを見てください」

「おっけー。くそっ、複製バグは根強いな」

　ああ、二つ同時進行だとややこしい。ちなみにストレージとは外部記憶装置の事ではなく、ＷＷのアイテム収納庫の名称だ。

　ＷＷの修正作業をしつつ、デバッグチームからのバグ発見報告に順次対応していく。

　いつの間にか、メタボ氏から、ＷＷのβベータテストの時はストレージの容量制限を外してくれとメールが来ていた。

　ヤツめ、怒鳴られるのが怖くてメールで済ましやがったな。後でメシでも奢おごらせてやる。

　ＦＦＬのデバッグ班からも上限チェックをするので、一時的にレベル制限を外してくれと依頼が来ていた。それはサーバー班の仕事だろうがっ。

　オレは悪態をつきつつも修正作業を続ける。ああ、今夜も徹夜か。

　翌朝までチェックは続き、奇跡的にＦＦＬのクライアント側のアプリは納品された。

　もちろんまだバグは残っているだろうが、ネット配信には「アップデートパッチ」という伝家の宝刀があるので心配はいらないだろう。

　ユーザーからの罵ば声せいが聞こえてきそうだがオレは眠い。

　デバッグチームの作業中に修正しておいたＷＷの実行パッケージをメタボ氏に社内メールで転送して、机の下の安住の地で三〇時間ぶりの安眠についた。

　ああ、至福。社畜と笑わば笑え。今は睡眠こそジャスティス！




　　　　◆




「明めい晰せき夢む」という言葉をご存知だろうか？

　自分で夢だと自覚しながら見ている夢の事だ。

　オレは今、荒野にいる。

　そう荒野だ。アメリカのグランドキャニオンあたりを想像して貰うのがいいか。

　なぜ夢だとわかるのか？

　先ほど机の下で眠りについたのを覚えているのが一つ。もう一つは視界の右下にある四つの『アイコン』と右上にある『メニュー』と書いたガジェットや周辺警戒用のレーダー表示が見えるところだ。

　それは先ほどまで作業していたＷＷのものと同じものだ。

　だがしかし！　デスマーチ中の睡眠時に、夢の中でデバッグするのはこれが初めてじゃない。さすがに仕事部屋や自室じゃなく荒野なのは謎だが、部屋が乾燥でもしていたとか、そんな感じの理由だろう。

　乾いた土の匂いが、鼻び腔こうをくすぐる。匂い付きとは、珍しい夢だ。

　試行錯誤してみたところ、メニューは考えるだけで開けるらしいとわかった。手で操作しようとして、表示優先が逆で触れないバグがあったのはご愛あい敬きようだ。開く時と同様に、考えるだけで操作できるから問題は無い。

　メニューの項目は若干ＦＦＬとＷＷが混ざった感じだったが、夢の中で整合性を求めても仕方ないだろう。

　キャラ名は、いつも通り「サトゥー」になっていた。よく佐藤と間違えて呼ばれるので、テストキャラは大体この名前にしてる。

　ステータスとかがレベル一の初期状態なのはいいとして、装備品が寝る前に持っていたカロリーバーや財布、携帯とかになっていた。

　いやはや、実に夢らしいいい加減さだね。




　周囲を見渡してみると、視界の一角で、地面がすっぱりと切れている。崖がけか何かだとあたりを付けて、歩み寄ってみた。

　どうやら、ここは高台のようだ。一〇〇メートルほどの切り立った崖の上といった場所だ。周囲には同じような柱状の高台が、幾つも地面から生えている。崖の下は、ここと同じような赤茶けた荒野が広がっていた。

　地平の彼方に、ひび割れのような地面の裂け目のようなものが見える。マップを開いて確認したが、オレが今いる周辺以外は空白だった。ＷＷの仕様だと、探索済みの場所以外は空白になる。

　左上のマップ名に「竜の谷」と出ているから、あの亀き裂れつが竜の谷なのだろうか？　目を凝らしてみても、竜らしき姿は見えない。

　代わりに別のモノが見えた。




　　　　◆




　一番近くにある崖の陰から、砂煙を上げて何かが近付いてくる。ファンタジーの映画で見た騎馬の軍隊のような感じだ。

　視界の右下にある四つのアイコンを何気無く見つめる。「全マップ探査」が一つと「流星雨」が三つ。メタボ氏との打ち合わせで、適当にでっち上げた初心者救済策だ。

　不思議な焦燥感に駆られて「全マップ探査」を選択する。

　レーダーが全て索敵済みになり、接近する集団が敵を示す赤い点ドツトで表示される。

　レーダーでは範囲が狭いので、マップを開いて敵の配置を確認した。

　どうやら接近する集団は敵の極々一部らしい。敵が多すぎてマップの上半分が赤く染まっている。

　……敵、多すぎじゃん？




　接近する敵集団は、「蜥蜴とかげ人ひと族ぞくの精鋭」と表示されている。レベルは五〇前後で三〇〇名ほど。レベル一のプレーヤーが素手で勝てる相手には見えない。

　彼らは崖際から五〇〇メートルほど離れた場所で行軍を停止した。

　一応、見つからないように岩陰に隠れてその姿を観察する。

　騎馬軍団らしき事はわかるが、肉眼だと良く見えない。シルエットから、騎獣は馬では無いようにも見えるが、それ以上は判然としない。

　そのうちの一騎が、こちらに向かって騎獣を進めてきた。

　接近してくれたおかげで、その姿がようやく明確になる。彼らが乗っているのは馬では無くヴェロキラプトルのような恐竜で、乗っている鎧よろい武む者しやも人では無くリザードマンだった。

「●●●●●●●！　●●●●●●●●●●！　●●●●●●●●！」

　リザードマンが、知らない言葉で何かを叫んでいる。明らかにオレがココに居る事を確信しているかのような振る舞いだ。夢らしい不条理さといえるだろう。

　ヤツは、オレからの返答をしばらく待っていたが、答えないのに痺しびれをきらしたのか、行動に移った。

　手にしていた大弓をこちらに向けて構え、力強く弦つるを引き絞る。ヤツの体の輪郭が赤く光った気がしたが、そんな事を気にする余裕は直ぐに無くなった。

　ヤツの放った矢は、鏑かぶら矢やのような風切り音を曳ひきながら真っ直ぐに飛んでくる。

　そう、真っ直ぐにだ。

　重力によって軌道が落ちる事も無く、ひたすら直線で飛んできた。一瞬、夢の中で死を覚悟したが、矢はオレの頰を掠かすめて通り過ぎていった。

　頰が、焼けるように熱い。

　無意識に手を頰に運ぶ。ぬるりとした感触が手に伝わってきた。視線を掌てのひらに落とすと、案の定、赤い色に染まっている。

　手に付いた血を舐なめると、鉄臭い味がした──本当にここは夢の中なのか──そんな疑問が脳裏に浮かんだ。




　ザアという土砂降りの豪雨のような音が、耳じ朶だを打った。

　軍団の兵士達から放たれた弓矢が、弧を描いて飛んでくる。

　オレは、咄とつ嗟さに岩陰の窪くぼみに滑り込んだ。もっとも、実際には無様に転がり込んだという方が正確だろう。

　一息入れるヒマも無く、さっきまでオレが居た場所に無数の矢が突き立つ。

　先に刺さっていた矢が、後から刺さった矢に弾はじかれて転がってきた。その鋭く尖とがった鏃やじりを見て、背中に冷水を掛けられたかのように体が震える。

　矢はオレの居る岩を中心に半径一〇メートル以内に集弾している。凄すご腕うで揃ぞろいといっても過言では無いのだが、この時のオレには、そんな事を賞賛する余裕が無かった。

　オレの脳裏にあったのは、恐怖だ。

　夢の中でバケモノに追いかけられた事のあるヤツなら、この恐怖を理解してくれるだろう。

　オレにある選択肢は多くない。このまま座して死ぬか、矢の雨の合間を狙って逃げるか──反撃するかだ。




　視界の端に表示されたままだった、三つある流星雨のアイコンの一つを選択する。

　消滅パターンを残してアイコンが消えた。

　だが、それだけだ。

「おいおい、未実装でしたってオチかよ……」

　焦るオレを更に煽あおるように、矢の雨が降り注ぐ。徐々にだが、オレが隠れている岩が削られている。

「どんな威力の弓なんだよ。ヤツラは与よ一いちの団体さんなのか？」

　オレは悪態をつきながら、残りの二つの流星雨のアイコンを続けて選択する。だが、アイコンが消えるばかりで何も起きない。

　矢の一本が、ついに岩を削ってオレの肩を掠めた。

「くそっ、バグで敗北とか、バッドエンドにもほどがあるだろ──」

　不安を紛らわせる罵声が尻しりすぼみに消えた。なぜなら、雲を蹴け散ちらして飛来する無数の流星が見えたからだ。

　オレは惚ほうけたように、その光景に目を奪われる。




　おまたせ。

　ようやく冒頭のシーンに戻るわけだ。

　本名、鈴木一郎。キャラ名、サトゥーの異世界生活はこんな感じで始まった。







　レベルアップ





〝サトゥーです。働きアリといわれる日本人らしく、仕し事ごと漬づけの日々を送っていましたが、「ここでは無い何処か」に逃げたいと思うほどは追い詰められてはいないはずです。忙しい分、やりがいも感じていたのです。本当ですよ？〟






　土つち埃ぼこりの波にさらわれる直前の激痛で二時間ほど気絶していたらしい。あの土埃は、たぶん流星群が地上を抉えぐった余波だと思う。

　時間は表示しっぱなしのメニューに表示されていた。地味に便利だ。

　半ば土に埋もれていた体を起こそうと力を籠こめる。

　あれ？　起き上がれない……。

　冬の朝、ベッドから起き上がれない感じに似ている。手は動くようだが、だるくて指を動かすのも億おつ劫くうだ。

　かしゃん──。

　混濁していた意識が、その金属音を耳にして覚かく醒せいする。

「まさか、ね」

　そう呟つぶやきながらも、内心では確信していた。さっき最初の矢を射たアイツだ。

　その予想を裏付けるように、レーダーの赤い光点が目に入る。

　開いたままだったマップに映る敵の影は、もうその一体分しか残っていない。あの無茶な威力の流星雨三発分を喰くらって、生き延びる相手が居るとは思わなかった。

　距離が近すぎて、有効打にならなかったのか。

「これはオレの負けだな」

　僅わずかな悔しさを感じるが、体のだるさに引っ張られたような諦てい念ねんが心を染める。

　かしゃん──。

　そんな対戦ゲームで負けた時のような感想は、崖の上に姿を現したヤツを目にした瞬間に消し飛んだ。

　ヤツは全身から血を流し、辛うじて分解せずに済んでいるようなボロボロの青い鎧を赤く染めている。咥くわえていた槍やりを崖の上に吐き出して、鈍い動きで這はい上がってきた。

　その間、ヤツの視線はオレを捕らえて離さない。情け無い事に手足が震える。逃げたくても動けない夢は多いが、こんなに震える夢は初めてだ。

　ヤツは槍を杖つえのように使い、折れた足を引き摺ずって近寄ってくる。まさに満身創そう痍いだ。

　案外、さっきのタイミングで体当たりをしていたら、崖から突き落として勝てたのかもしれない。

　……だが、もう遅い。

　ここまでボロボロなのにその目は戦意に満ちている。あれは、絶対にオレを殺す気だ。

　ヤツは腰に差していた剣を鞘さやごと抜くと、オレの足元に投げつけてきた。先ほどからグラついていたヤツの甲かつ冑ちゆうの一部が、急な動きに追従できずにゴトリと地面に落ちた。

　ここまで近づかれると、むせ返るような血臭がする。

　そんな現実を感じる姿に水を差すのが、ヤツの頭の左上に表示される体力ゲージの存在だ。

　ゲージの下には、「リザードマン、レベル：五〇」というタグが空中に表示されている。スマホのアプリとかであるＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）表示みたいだ。

「ゲームかよ」

　震える体を誤魔化すようにそう呟きを漏らすと、なぜか少し体が軽くなってきた気がする。

「●●●●！　●●●！」

　何を言っているかわからないが、言わんとしている意図は通じた。

「この剣を取って戦えって事か？」

　ほんの少しだけ回復した体に鞭むち打って、剣に手を伸ばす。夢の中でバカバカしいと思うかもしれないが、この恐怖は本物だ。

　藁わらにも縋すがる気持ちで剣を摑つかむ。

　なぜか、この時のオレは、命いのち乞ごいをするという選択肢を思いつかなかった。

「●●●●！」

　オレは、剣を抜いて構える。

　これまでの人生で剣道や剣術を習った事は無い。重量物を振り回した経験さえ、子供の頃に爺じいさんの農場で鍬くわを振ったり、正月の餅もちつきをした程度しか無い。

　だから、オレの剣は、マンガやアニメで見たような、どこか現実感の無い構えだ。

　震える手を握り締め、足を必死に踏ん張った。

「●●●●！」

　ヤツは、嘲ちよう笑しようを浮かべ槍を構える。オレのなんちゃって剣術の構えとは違い、実に堂に入った構えだ。

　さっきからヤツが繰り返している言葉は、「モケゥグァ」とか「マクェウガ」のように文字にしにくい単語だ。もちろん、意味はわからない。

「●●●●！」

　叫びと同時に突き出された赤く光る槍が、肩に突き刺さる──痛い。すっげぇ痛い。よく刺された傷は痛みよりも熱を感じると聞くが、普通に痛い。痛すぎる。思考が「痛い」でループしてしまって、行動に繫つながらない。

　槍を引いたヤツが、嬲なぶるように今度はオレの足を突く。槍が太ももに刺さる新しい痛みを受けて、無様に尻餅をついてしまった。

　ヘタレなオレなら、恐怖と痛みで気絶してもおかしくないのに、なぜか痛みを感じなくなってきている。気のせいか恐怖も薄れてきている。

　あまりの恐怖にリミッターが切れたのだろうか？

　手足の震えも収まり、ようやくオレの思考は前に進むようになった。

　さっきから見えているヤツの体力ゲージはゼロになる寸前だが、戦って勝てる気がしない。きっと剣で斬りつけても、簡単に避けられてカウンターで喉のどを突かれて終わるだろう。

　幸い、ヤツは移動するのも辛つらそうだ。

　ヤツがオレをいたぶって楽しんでいる間に、隙を作って逃げよう。

　オレは立ち上がる時に、乾いた土を握り込んだ。目潰つぶしは卑ひ怯きようだが、この際贅ぜい沢たくは言えない。

　ヤツの動きをよく見て、突き出された槍にタイミングよく剣をぶつける。思ったよりも勢いが付いていたのか、ヤツのバランスを崩せた。




　チャンスだ！

　乾いた土をヤツの顔に投げつける。

　途中で拡散したが、ちゃんと顔に飛んでいく。だが、残念ながら相手の方が一枚上手だった。

　なんと腕で土埃を防いでしまったのだ。

　くそっ、満身創痍のクセに。

　それでも土埃をガードする手で視界が隠れたのを幸い、ヤツの足を目掛けて剣を振る勢いのまま投げつけてやる。投げる時に力みすぎたのか、胴体の方に逸それてしまった。

　投げた瞬間に逃げ出すつもりだったが、目の前の光景がそれを制止した。

「えっ?!」

　投げた剣が異常なほどの速度で飛んでいき、リザードマンの体を上下に分断してしまったのだ。二つに分かれた体から血が噴き出す。

　うげっ、スプラッタには耐性が無いんだよ。

　もっとも、それ以上の残酷映像を見せつけられる事は無かった。

「消えていく……」

　まるでゲームで倒された敵のように、リザードマンの死体が消える。だが、ヤツが居た場所に残った血の跡が、先ほどの戦いが幻ではなかった事を主張していた。

　地面にへたり込んで空を見上げ、ようやく一息吐く。

　ふぅ、疲れる夢だ。

　どうせ見るなら、南国のビーチでビキニの巨乳美女とイチャイチャする夢をリクエストしたいね。




　　　　◆




　オレは、傷の手当てをするために上着を脱ぐ。ちょっと肌寒いが、風邪をひくほどじゃない。

　脱いだポロシャツはストレージに収納して、Ｔシャツで体の血を拭ぬぐう。

　不思議な事に血が止まっていた。槍で突かれたとは思えない早さだ。

　固まっていた血を指で擦こすると、凝固した血がパラパラと落ち、その下からは瘡かさ蓋ぶたどころか傷跡一つ無い綺き麗れいな肌が出てきた。

　そういえばいつの間にか痛みが消えている。ミッションクリアで全回復とかだったら、まさにゲームちっくだ。



















　確認のために開いたステータス画面の体力値は、最大値まで回復していた。というか、体力の最大値が増えている。体力だけじゃない、レベルも一から三一〇まで上がっていた。

　先ほどのリザードマンを倒した異常な投とう擲てき速度は、このレベルのせいだろう。筋力ＳＴＲを含む全ての能力値が最大値まで上がってカンストしていた。

　恐らく流星雨での大量撃破で、レベルアップしたに違いない。

　流星雨の結果を見ようと、崖がけから見下ろした光景は、凄すさまじいの一ひと言ことだった。

　荒野は未だに晴れない土煙で覆われていたが、その隙すき間まから幾つものクレーターが覗のぞいている。

　リザードマンの軍団が居たあたりにもクレーターができていた。

　見た感じ、さっき戦ったリザードマンは、集団から離れていたので隕いん石せきの直撃を免れたのだろう。もっとも余波だけで瀕ひん死しになっていたようだから、相当な威力だったみたいだ。

　遠くの方に見えていた亀き裂れつのような竜の谷は、広い範囲で陥没していた。

　ゲームの攻撃魔法が使われた跡というよりは、月面のクレーターみたいに穴ぼこだらけだ。まあ、一〇〇個近い隕石を三連打されたんだから、そりゃこうなるだろう。映画みたいな光景のせいか、どうにも現実感が伴わない。

　ああ、そうだ、これは夢だったっけ。

　夢にしてはリアルすぎるけど、現実と考えるにはヘンすぎる。むしろ、ゲームの中に紛れ込んだとか言われた方が納得しそうだ。

　ゲームならゲームで、敵を全滅させた後はイベントでも発生させて欲しいものだ。




　オレは情報を求めて、ログ画面を調べた。

　ログには「ようこそ我らの世界へ」と出ている。意味深な内容だが、ＦＦＬのスタートメッセージがこの文面だったので読み流した。

　アイコンの使用ログやリザードマンなどの撃破ログに続いて竜の谷の本来の支配者らしき竜達の撃破記録が載っていた。それに混じってレベルアップや称号獲得のログが並んでいて、最後のリザードマンを倒したログに続いていた。

　その後に「源泉：竜の谷を支配しました」と出ているが、謎ワードなのでスルーする。

　その後に戦利品の獲得ログが並んでいた。最後にリザードマンが消えたのも死体が戦利品扱いだったかららしい。

　ネクロマンサーにでもなれと言うのだろうか？

　あのリザードマンの生々しい姿を思い出したので、ストレージに墓場フォルダを作って、そこに死体を全て集める。少し考えた後、墓場フォルダを見つめ、仏壇でそうするように手を合わせて冥めい福ふくを祈った。




　ステータスのチェックをしていて、先ほど使った初心者救済アイコンの技が魔法欄に登録されているのに気が付いた。最初は無効になっていたのだが、スキル欄に増えていた魔法系のスキルを有効にする事で使えるようになった。

　夢のくせに小こ賢ざかしい仕様を入れるのは止めて欲しいものだ。

「全マップ探査」の魔法を使用しても効果が実感できなかったので、流星雨の魔法を使ってみる事にした。

　マップを再確認したが、オレ以外は誰も居ないままだから大丈夫だろう。

　試せる時に確認しておかないと、窮地になってから使おうとして「魔力マジツクポイントが足りません」とか言われたら泣くに泣けない。

　魔法欄で流星雨を選択して「使用」する。

　マップ内に敵が居ないせいか、ポップアップで「目標を選択してください」と表示されてしまった。

　ＷＷで施設破壊系の大魔法を使う時の要領で、マップに目標地点をマーキングしてやる。先ほどの竜の谷までの距離の三倍くらい遠い場所を選んだ。

　どうやら、その手順で良かったらしく、魔力ゲージがグググ～ッと減っていく。

　さっきの「全マップ探査」とは比べものにならない勢いで、体から何かが抜けていく感覚がする。初回の時はこんな感覚が無かったから、あれは自前の魔力を使わないのだろう。

　魔力の減少は、全体の三分の一ほど、丁度一〇〇〇ポイント減ったところで止まった。




　空を見上げる。

　まだ隕石は降ってこない。前の時から考えると、もうそろそろのはずだ。

　そして前の時と同じように、雲を裂いて隕石群が降ってきた。




　デカイ──何これ?!

　降ってくる隕石は、先ほどの一〇〇倍近い大きさがある。いや、距離が遠い事を考えると、もっとデカイのか。

　理由を追求する前に、本能的に駆け出す。

　もちろん、隕石の落ちる方と逆側にだ！

　隕石というにはあまりに大きな塊が、大気を引き裂いて落ちてくる。

　皮ひ膚ふがビリビリと震えるような音の波が襲ってきた。

　轟ごう音おんに負けじと、大声で叫びながら懸命に足を動かす。なんと叫んだのかは覚えていない。

　ただ、水の中を走るように、空気の抵抗が強かったのだけを覚えている。

　途中で勢いを付けすぎたのに気が付いたが、ブレーキをかけるのが遅すぎた。

　全力で足を踏ん張るが、止まれない。応力を一身に受けたスニーカーが、紙切れのように千切れ飛んだ。

　踵かかとが岩を砕き、地面に付けた両手の指が岩肌に一〇本の溝を刻む。

　それでも崖際で止まりきれず、空中に飛び出してしまった。ほとんど勢いを殺せていたので、なんとか五メートルほど下にあった出っ張りに着地する事ができた。

　ふぅ、フリーフォールの三倍くらい怖かったよ。




　立っていられないほどの揺れが、断続的に襲ってきた。岩の出っ張りに抱きついて、崖から転落しないように耐える。

　濁流のような土つち埃ぼこりの津波が、大地を覆っていく。時折、土煙の中を軽自動車くらいの大きさの岩が転がっていくのを見て、ちょっと背筋が寒くなった。

　地面の揺れが収まったところで、流星雨の結果を確認するために崖の上に戻る事にした。

　埃が多いので、マスク代わりにＴシャツを顔の周りに巻いておこう。ちょっと血臭がするが、埃を吸い込んで咳せき込むよりはマシだ。

　岩壁に指を立てて押し込むと、指の形に穴が開く。特に脆もろい岩質というわけでは無いようなので、楽に崖を登ることができた。

　崖の上で裸足だったのを思い出して、ストレージを探る。

　サンダルがあったので取り出してみたが、そのサンダルは血まみれだったので、すぐにストレージに戻した。

　とりあえず、同じ血まみれなら自分の血の方がマシだ。

　血まみれのポロシャツを取り出して、二つに裂いて左右の足に巻きつける。簡単なものだが、とりあえずはこれでいいだろう。

　顔を上げると、遠くの方にキノコ雲のようなものが映った。

　崖際まで行くと、地表に赤い光が見える。

　あれは地中から噴出した溶岩だろうか？

　単なる火事かもしれないが、遠すぎて様子がわからないのでマップで確認する事にした。

　表示を２Ｄから、３Ｄに切り替える。落下地点のマーカーが空中にあるところを見ると、大地がかなり陥没したのだろう。落下地点周辺の地形が、かなり歪いびつに変形していた。

　オレはキノコ雲を見つめながら、無言でメニューの魔法欄を開き「流星雨」の魔法の使用設定を「許可」から「不許可」に変更して安易に使えないようにした。

　この魔法は危険だ。

　こんな魔法を連発していたら魔王ルート一直線だ。「君子危うきに近寄らず」と言うし、封印しておくのがいいだろう。

　最初の流星雨に比べて威力が増していたのは、レベル補正か知力ＩＮＴなどの能力値補正あたりが原因じゃないかと思う。

　他にも能力値補正は色々とありそうだ。崖に指で穴を穿うがったのも筋力ＳＴＲ補正っぽいし、その反動に耐える頑健さは耐久力ＶＩＴっぽい。空気抵抗を感じるほどのダッシュができたのも、俊敏性ＤＥＸあたりの補正だろう。

　小石を掌てのひらで色々と弄いじってわかったが、幸いな事に力の制御は完璧なようだ。

　普通に持ったり弄ったりする分には、以前と変わらない感触と力しか出ない。

　だが、一いつ旦たん壊そうと力を籠こめると、簡単に破壊できてしまう。

　一度、小石を持ったままくしゃみをしたが、掌の中で小石が砕けるという事は無かった。ちょっと安心だ。




　大量の粉ふん塵じんが舞い上がったせいか雲行きが怪しくなってきたので、戦利品の中にあった天幕で簡易テントを張って休憩する事にした。

　カロリーバーを齧かじりながら、戦利品の中にあった「奈落の水袋ウエル・バツグ」で喉のどを潤うるおす。これは無限に水が出るマジックアイテムらしい。とても便利だが、仕組みを考えると夜も眠れなくなりそうなので、深く考えないようにした。

　いつの間にか降り出していた雨が止むまでする事も無くてヒマだったので、戦利品をチェックしてみる。

　隕石に押し潰つぶされたのか、ほとんどが破損した品々のようだ。装備品や道具類、日用品など雑多にあるが、大多数が壊れていたので専用のフォルダを作って除外しておく。

　金貨や銀貨、それに宝石なんかはタップリあった。

　光モノが好きなドラゴンらしいね。

　金貨とか貨幣は国別に何種類もあったので整理する気が失うせた。一番多かったフルー帝国金貨というのは一千万枚以上あり、重量換算で三〇三トンというバカげた量だった。

　ドラゴン達に定期的に貢がされていたんだろうか？

　夢かゲームかはわからないが、人里に出られれば金に困る事は無さそうだ。物々交換じゃないことを祈りたい。

　マジックアイテムの中に、聖剣や神剣、魔法銃なんていう品を見つけた。

　失われたはずの中ちゆう二に心ごころが刺激されるね。

　聖剣の名前がエクスカリバーやデュランダルとかだったのが、オレの夢らしいチープさを醸し出している。

　聖剣や神剣は防犯の仕組みでもある設定なのか、抜いたら静電気みたいな痛みと共にダメージを受けたので、ストレージに再収納しておいた。

　ちょっとしか使えなかったが、聖剣は振り回すと青い光の軌跡を残すので綺き麗れいだった。途中で青い光が消えたので蓄光タイプなのかもしれない。

　続いて、ストレージから魔法銃を取り出して近くの岩に向かって試射してみる。トリガーから発射までに僅かなタイムラグがあるのが気になるが、威力はなかなかのものだ。

　さて、遊ぶのはほどほどにして仕分け作業に戻ろう。




　　　　◆




　いつの間にか、雨が止んでいる。

　ストレージの整理中に、寝落ちしていたようだ。久々に充分眠れたので、頭がすっきりとしている。こんなに硬い岩の上なのに熟睡するとは、なかなか疲れが溜たまっていたみたいだ。

　ストレージから取り出した桶おけに水を溜めて顔を洗う。

　おや？　今何かヘンなものが見えた。もう一度覗のぞく。やはり見間違いじゃないようだ。

　ポケットに入っていたガラケーで、自分撮りをしてみる。

「げっ、高一くらいのオレの顔だ」

　気のせいか声まで若返っている気がする。まあ、学生の頃に戻る夢なんて珍しくも無いか。

　休憩もできたし、いつまでもココに居たって退屈なので移動しよう。

　マップを眺めていて見つけたのだが、ここから西方に一〇〇キロほど進んだところに「戦士の砦とりで」という施設がある。誰も居ない上にマップ端なので、その先の状況は不明だ。

　他にめぼしい人工物も無いので、そこに向かおうと思う。




　出発前にメニューのスキル欄を開いて少し弄る。

　昨日はスルーしていたが、スキル欄に色々なスキルが増えていた。「片手剣」「投とう擲てき」「回避」「受け流し」「術理魔法：異界」「召喚魔法：異界」「恐怖耐性」「苦痛耐性」「自己治癒」「監視」「古こ鱗りん族ぞく語ご」の一一種類だ。

　レベルが上がったから覚えたと考えるには、少ない気がする。

　なんらかの行動で増えるのかな？

　スキルレベルは一から一〇まであり、スキルポイントを割り振る事で強化できるようだ。一ポイント一レベルというイージーな仕様だし、残スキルポイントが三一〇〇まで増えていたので、適当に割り当てておく事にする。

　特に昨日のリザードマンみたいなのに遭遇したらイヤなので、戦闘に使えそうなスキルと耐性系のスキルは最大まで上げておく。スキルはポイント割り振り後もオン／オフを切り替えられるみたいだ。




　崖がけを降り、大地を駆ける。

　新しい靴はストレージの整理中に見つけた「羽の具足」という品で、特殊効果は「悪路踏破に小補正」という微妙なものだったが、とても頑丈だ。

　服の方も戦利品の中にあったユリハ繊維という聞いたことの無い素材で作られた魔法のローブに着替えた。

　能力値が高いおかげか、時速六〇キロ近い速度で走っているのに、疲労感を感じないし息も乱れない。ヘタに悩むと足を縺もつれさせそうなので、走る事に集中しよう。

　朝日を背にして、オレは無心で走り続けた。




　ん？　なんだ？

　戦士の砦へ向けて跳ぶように駆けている途中で、何か膜のようなものを突き抜ける感触があった。気になったので引き返してみたら、戦士の砦まで一キロほどのところに、見えない膜のような壁があるのがわかった。

　しばらく見えない壁の方を眺めていたら、ＡＲ表示がポップアップして「竜の谷の結界壁」と出る。なんていうか結界とはまたファンタジーなモノが出てきたな。

　抵抗はあるが、出入り自体は自在なようだ。

　この膜が空気の流れを阻害しているらしく、足元の土を蹴けって作った土埃が、結界壁のあたりで止まった。植生もこの結界壁を境に変わっているようで、赤茶けた荒野だったのが、雑草が疎まばらに生える薄茶色の荒野に変わっている。

　まあ、荒野なのは変わらないんだけどさ。

　マスク代わりに口元に巻いていた布を取り去って、久々に深呼吸をする。

　はあ、空気が美味うまい。

　ちょっと湿度が低いが、まあ冬の空気ならこんなもんだろう。




　結界壁を越えたすぐ後に、当面の目的地にしていた戦士の砦に辿たどり着いた。

　そこは、すり鉢状の闘技場らしき広場が付随した石造りのこじんまりとした砦だった。

　外壁が何箇所か崩れていて、思ったより廃はい墟きよっぽい。

　誰も居ないのは、マップで既にわかっていた事だが、永ながらく誰も暮らしていないようで、蜘く蛛もの巣と埃が幅を利かせていた。

　砦の中や周辺を探索したが、闘技場の陰に墓石が並んでいるのを見つけたくらいしか発見は無かった。

　ここが竜の谷の最果てだったらしく、砦を少し離れるとレーダーの表示が自分の周辺数十メートルまで下がってしまった。

　マップを開くと、左上に表示されているマップ名が「竜の谷」から「シガ王国セーリュー伯爵領」に変わっていた。

　ふむ、王政の国か。

　物語なら、美人の王女様とかに会って恋が芽生えそうだけど、オレの性格だとそれを横で応援する脇わき役やくＡって感じになりそうだ。

　夢が何処まで続くのかわからないけど、背伸びしすぎずに、健けな気げな巨乳メイドさんと仲良くなれるくらいを目指そうかな。

「全マップ探査」の魔法を使って「セーリュー伯爵領」を調べたんだが、その前に二、三の実験をしてみた。どうやら、ＡＲ表示自体はメニューの基本機能で、全マップ探査の魔法が詳細な情報を提供しているみたいだった。

　そんな実験を挟みつつ、マップを開いて一番近い人里を探す。

　マップはＷＷ仕様に近いもので、全マップ探査の後だと、地形の確認だけでなく人や獲物の検索や絞り込みなんかも自由自在だ。

　どうやら、ここから二〇キロほど離れた場所にあるセーリュー市という都市が一番近いようだ。

　他にも都市があったが、そちらは五〇キロほど離れた山中なので候補から外した。村は沢山あるが、セーリュー市より遠いので、わざわざ足を運ぶ必要は無いだろう。

　シガ王国セーリュー伯爵領は、東西に六〇キロ、南北に七〇キロほどの広さがある。

　東京より広いが千葉より狭いくらいかな？　中学の授業で模型を作った時の知識なので、あまり自信は無い。

　セーリュー市の手前、ここから五キロほどの場所に、一〇〇名ほどの軍隊らしき集団がいる。レベルは最高で三一、平均が七ほどだ。

　意外と低いな……。

　そう思って、もう少しマップを調べてみた。

　マップ全体で見てもレベル四〇以上は一〇人も居ないし、レベル五〇以上は皆無だ。どうやらレベル三一〇というのは、かなり高いと考えていいだろう。

　それでも、トラブルが怖いので軍隊と遭遇しないコースを選ぼうと思う。

　夢の中で慎重すぎる気もするけど、この前みたいな怖い思いはゴメンだからね。




　セーリュー市に向かう途中に、急接近する赤い光点がレーダーに映った。起伏の激しい岩場を走っていたので、そちらに視線をやっても何も見えない。

　マップを参照したらレベル三〇ほどのワイバーンだった。

　姿を見ようと、近くの岩の上に飛び上がる。

「げっ?!」

　出会い頭にワイバーンと激突し、跳ね飛ばされた。

　うぉ、目が回る。

　一〇メートル以上も岩場を転がった末に、岩壁に激突して止まった。

　苦痛耐性スキルがあって良かった。耐久力ＶＩＴが高いからか、アレだけ勢い良く岩に当たったのに怪我一つ無い。

　ずいぶん頑丈になったものだ。

　再び空に舞い上がったワイバーンが、空を旋回してこちらを襲うタイミングを見計らっている。さっき衝突したワイバーンの頭の大きさから見て、翼長三〇メートル以上はありそうだ。

　竜というよりは、プテラノドンとかに近い体型じゃないだろうか？

　長い尻しつ尾ぽの先に毒針らしきものがあるのは、ファンタジーのワイバーンらしいといえるかもしれない。

　旋回するワイバーンに、近くに落ちていた小石を投げつけて牽けん制せいする。

　あれ？　牽制したつもりだったんだが、小石はワイバーンの翼を突き破って空の彼方に消えてしまった。マンガだったら、遠くでキランと効果音付きで光りそうな勢いだ。

　翼を突き破ったといっても、小さな石だったのでワイバーンを撃墜するほどでは無かったが、追い払うのには成功したようだ。ワイバーンが遠くに見える崖の向こうに、ふらふらと頼りない軌道を描いて飛び去った。

　マズイな。確か、あっちには軍隊が居たはずだ。

　もっとも、ワイバーンよりも、軍隊を率いる騎士の方がレベルが高いからなんとかしてくれる気がする。

　それでも、微妙に厄介事を押しつけた気分になったので、ちょっとだけ様子を見に行く事にした。




　　　　◆




　高さ二〇メートルほどの断だん崖がい絶壁を、三回ほどの跳躍で登る。二回でも届きそうな高さなのだが、断崖の間から生える木の枝がジャマだったのだ。

　獲物を見つけたワイバーンが、上空を旋回しているのが見える。

　断崖の上で幾つかの大岩をジャンプで飛び越えると、ワイバーンが狙いを付けている軍隊が見渡せた。

　軍隊が居るところまで二、三〇〇メートルくらいかな？

　指揮官の声がココまで聞こえるが、耳を澄ませても何を言っているかわからない。日本語とカタコト英語くらいしか話せないが、それでも何語かくらいはだいたい予想が付く。だけど、まったく聞いた事の無い言語みたいだ。

　夢で良くある「なんとなく知らない言語」ではなく、凝りすぎたアニメであるような「ちゃんと法則性のある言語」だった。

　そういえば、この前のリザードマンの言葉もそうだったっけ。

　本当に夢なのか自信が無くなってきたが、夢じゃなかったら何なのかを考えるのが怖いので、このまま夢という事で押し通そう。

　逃避が完了したところでメニューのスキル欄を確認したら、案の定「シガ国語」というスキルが増えていたので、スキルポイントを割り振ってみよう。

　とりあえず、一ポイント割り振る。

『みんな、ならべ、はやく』

　おお、カタコトだが、指揮官の言葉の意味がわかる。

　徐々にポイントを振っていく。先ほどの言葉の意味が「総員、円陣を組め！　急げ！」だった事がわかる。

　大体五ポイントくらいから安定して意味が通るようになった。一応ＭＡＸまでポイントを割り振ってみたが、六ポイント以上割り振っても余り差異は無いようだ。

　言葉の他にも「格闘」「疾走」「立体機動」「遠見」「望遠」「聞き耳」「読唇術」の七つのスキルが、いつの間にか増えていた。

　ＦＦＬやＷＷの仕様だとスキルを獲得するのは、結構大変なクエストやミッションをクリアするのが条件だったんだが、この夢はベリーイージーなお手軽仕様のようだ。

　移動中にジャマだったのでログを非表示にしていたのだが、スキルがどんな契機で増えるか知りたいので、視界の片隅にログが数行だけ見えるように配置を工夫してみた。

　とりあえず観戦──もとい、状況把握するのに便利そうな「遠見」「望遠」「聞き耳」「監視」の四つにも、ポイントを割り振ってスキルを有効にしておく。




　領軍の皆さんは、ワイバーンを迎え撃つために円陣を組んでいる。

　目を凝らして見てみると、遠見と望遠のスキルの効果なのか、双眼鏡を覗のぞいたかのように円陣の様子がはっきりとわかる。

　視界自体はそのままなのに、焦点の合っている場所だけがズームしたように鮮明に見えるのは、どういう原理なんだろうか？

　気になるが、考察はそのうちにやろう。

　オレは些さ末まつ事ごとに逸それた思考を、軌道修正する。

　円陣の外側に、大きな盾を持った重装備の兵士が配置され、その内側には長い槍やりを構えた軽装の兵士が二重に列を作っている。長槍が空を舞うワイバーンの動きに合わせてザワザワと蠢うごめく様さまは何かの生き物みたいだ。

　その槍そう兵へいの内側には、弩いしゆみを持った兵士が膝ひざ立だちの姿勢で待機している。

「兵士達よ、恐れるな！　訓練を思い出せ」

「セーリュー魂を見せてやれ！」

　円陣の中から、怯おびえる兵士達を激励する声が上がる。

　うん、そりゃ、あんな怪獣相手じゃ怖いよね。

　そして円陣の中央では、ローブを着た魔法使いっぽい人が杖つえを構えている。

　その左右には指揮棒みたいなものを持った軽装の女兵士がいる。銃かと思ったが、ＡＲ表示がポップアップして、その指揮棒みたいなものが「短たん杖じよう」というものだとわかった。彼女達は魔法兵という職種らしい。

　あの二人も魔法使いみたいだが、どうしてローブじゃないんだろう？

　三人の魔法使いの傍には、彼らの護衛らしき兵士達が控えているようだ。

　円陣の外側を、八人ほどの騎士達が[image: ]だく足あしで馬を走らせている。

　四人ずつの隊列を組んで、ワイバーンと円陣の延長線上を移動しているように見える。銀色に輝く全身甲冑フルプレートメイルに身を固めている癖に、円陣を盾にしているのだろうか？

「来たぞ！　槍兵よ、石突きを浮かすな！　地に付け、足で踏みつけて固定しろ。浮かせるとワイバーンの勢いに負けて跳ね飛ばされるぞ！」

「弓兵は、もっと引きつけろ、ヤツが槍を恐れて速度を落とすのを待て！」

　平兵士達が怯えつつも浮き足立たないのは、指揮官の的確な指示があるからこそなのだろう。

　そのおかげか、ワイバーンが幾度も陣を襲うが、槍に阻まれてしまってなかなか攻めきれずに空中に押し戻されている。

　弓兵達はなかなか優秀で、九割以上もの矢が命中している。それにも拘かかわらず、ほとんどの矢はワイバーンの外皮に阻まれてダメージを与えられないでいるようだ。単純に外皮が硬いのか、もしくはレベル差ってヤツなのかな？

　でも、ゲームみたいにクリティカルヒットというものもあるようで、魔法使いの護衛らしき少女の放った矢が一本だけワイバーンに刺さっていた。

　今頃気が付いたが、円陣から少し離れたところにある林の中にも兵士達がいる。見た感じ軽装っぽいので、戦闘向きじゃない工兵とか輜し重ちよう兵へいなんかが避難しているみたいだ。

　……という事は、あの軍隊は勝算があってワイバーンに挑んでいる事になる。

　いざとなったら石を投げてワイバーンを追い払う手伝いをしようと思っていたけど、余計なお世話になりそうだ。

　ストレージに石を収納して、彼らの戦いぶりを見物する事にした。




　それからも、ワイバーンが何度も兵士達に襲いかかっていたが、クロスボウの短矢と槍やり衾ぶすまに阻まれて空に追い返されるのを繰り返している。

　変化があったのは、ワイバーンが四度目の突撃を仕掛けた時だ。

　ワイバーンが攻撃に失敗して空に戻ろうとする時に、急に翼が揚力を失ったようにバランスを崩し、見えない大おお鎚づちに打たれたように不自然な感じで地面に叩たたき落とされた。

　恐らく魔法だろう。

　ワイバーンがバランスを崩す時に、中央に居た魔法使いの一人が合成音のような呪じゆ文もんを詠唱した後に「乱気流タービユランス」と叫んだのが聞こえた。

　最後のトリガーになる単語だが、オレには二つの単語がステレオで聞こえた。

　同じ意味を持つ現代語と古語の単語を同時に発音していたみたいだ。オレの脳は「乱気流」と「タービュランス」と受け取っていた。古語はカタカナ言葉として翻訳してくれるみたいだ。なかなか面白い。

　ワイバーンを地面に叩き落とした追い討ちの魔法は、「気鎚エア・ハンマー」というようだ。

　初めて魔法の詠唱を聞いたけど、この世界の魔法の呪文って、どうやって発音しているんだろう？

　最後のトリガーになる単語はまだわかったけど、呪文本文は言葉というよりは不規則な音の連なりに聞こえた。ＰＣの音楽制作ＤＴＭソフトで適当な音符を並べて再生したような感じが近いと思う。




　オレが、そんな些末な事に意識を割いている間にも、戦いは進行していた。

　無様な悲鳴を上げながら地を這はうワイバーンだが、体力ゲージを見る限りは大してダメージを受けていない。

　だが、魔法使いは立派に役目を果たしたようだ。

　飛び上がろうと翼を広げたワイバーンに、勢いを付けた騎士達の馬上槍ランスが次々と突き立つ。それでもワイバーンの体力ゲージは二割も減っていない。

　一ひと際きわレベルの高い騎士が、馬上槍を巧みに操って片翼を地面に縫いとめ、ワイバーンを仰あお向むけに固定してみせた。

　他の騎士達も、協力してもう片方の翼を縫いとめようとするが、翼の一振りで跳ね飛ばされて馬ごと何メートルも転がされてしまう。

　ワイバーンが落とされた場所は、オレが隠れている岩場から一〇〇メートルも離れていない。

　ちょっと近いかな？

「……■■■　■■　稲妻ライトニング・ボルト！」

　円陣の中央に居た魔法使いが、ワイバーンに稲妻を落とす。

　落雷ほどでは無いが、白い閃せん光こうと轟ごう音おんが目と耳に痛い。聞き耳と遠見のスキルも良し悪しだ。

　耳が麻ま痺ひしている間に、陣形を組み替える指示が出たのか、兵士達が三方に分かれて槍を構えてワイバーンを囲んでいる。中央にいた魔法使い達も、護衛達と一緒に三方に散っていた。

　地に縫いとめられたワイバーンは、稲妻でしびれつつも暴れるのをやめない。

　尾の毒針で貫かれたり、大きなクチバシで啄ついばまれたりと、兵士達の被害も出ているようだ。槍はなかなか外皮を貫けず、至近距離で放たれた矢さえ弾はじかれているが、少しずつ着実にダメージを与えている。

　そのまま倒されるかに見えたワイバーンだが、機会を狙っていたらしい。

　迂う闊かつに近寄った兵士達を、長い尻尾を振り回してなぎ払う。

　その勢いで翼の固定がはずれたのか、ワイバーンが崖がけに向かって翼を広げながら突進を始めた。

　つまり、コッチだ。

「止めろ！　ゼナ」

「はいっ！」

　隊長らしき人から、進路上の魔法兵に無茶な指示が出た。

　魔法兵の前に布陣する兵士達は、突進してくるワイバーンに怯えながらも、果敢に槍を突き出して妨害する。腰が引けているが、大した士気だ。

　オレなら一目散に逃げるね。

「……■　■■■　気壁エア・クツシヨン」

　短距離走者並みの速度で助走していたワイバーンが、魔法兵の手前数メートルのところで見えない壁に激突した。

　壁自体は見えないが、ワイバーンが巻き上げた土や草がその壁の大きさを教えてくれる。サッカーゴールを縦に重ねたくらいの大きさだ。

　オレは他ひ人と事ごとなので暢のん気きな感想を抱いたが、当事者はなかなかシャレにならないようだ。魔法があっても物理法則までは変わらないのか、作用反作用がワイバーンと魔法の壁を出した魔法兵に襲い掛かる。

　ワイバーンが地面につんのめるように停止し、小柄な魔法兵は勢いよく宙に跳ね飛ばされた。

　おそらく魔法の壁がクッションの役割を果たしていたのだろう。魔法兵は空高く跳ね上げられたが、スプラッタな事にはなっていない。せいぜい打撲くらいだろう。

　そこに二つの魔法が放たれた。

「……■■■　■■　稲妻ライトニング・ボルト！」

「……■　■■■　落下速度軽減レジスト・フオール」

　一つはワイバーンに止とどめを刺す、稲妻の魔法。

　もう一つは宙に舞う魔法兵の落下速度を遅くする魔法だ。

　はじめは何の魔法かわからなかったが、目に見えて落下速度が落ちたので間違いないだろう。

　問題は、水平方向の速度が落ちなかった事だ。

　彼女は二〇メートル近くも宙を飛び、このまま放置すれば、オレの頭上を越えて崖の向こうに飛び出すだろう。

　彼らの戦いが余りにリアルだったせいか、夢の中とか考える余裕も無く踵きびすを返して崖の向こうに伸びる太い枯れ枝の上を駆けた。

　かなり怖いが、この高さからなら落ちても大丈夫だ。不本意ながら、ここに到着するまでの間に実地で体験済みだ。

　枝の先端付近で足を止め、手を伸ばす。

　ちょいと足りない。

　眼下に、もう少し長い枝をした樹が見えたので、そちらに飛び移り必死に手を伸ばす。

　今度こそ届いた！

　オレがマントを摑つかむのを待っていたように、落下速度軽減の魔法が効果を失い魔法兵が重さを取り戻す。

　やばっ。ちょっと手を伸ばしすぎた。

　彼女の重さに体が引き摺ずられる。枝に抱きつくようにして体を支え、なんとか落下を免れた。

　体勢を立て直しながら、彼女の胸元を摑むようにして持ち上げる。

　ラノベやマンガなら、ラッキースケベが発動しそうな状況だが、残念ながら硬い胸むね鎧よろいの感触があるだけだった。少し惜しいが、スケベ心に身を委ゆだねている状況でもないので、彼女を抱えなおして枝の根元の方へ移動した。
















　彼女はワイバーンに衝突した時に気絶したらしく、意識が無い。

　汗で濡ぬれた前髪をかき上げてやると可愛らしい顔が目に入る。ＡＲ表示では、ゼナ・マリエンテールという名前で、一七歳。士爵家の令嬢らしい。士爵というのは貴族の一種だろうか？　聞いた事の無い爵位だ。

　彼女の容姿を一ひと言ことで纏まとめると、瘦やせ型の地味系美人。本人の知らない間にモテているタイプだ。

　細く色の薄い金色の髪を編み込んでいて、その小さな頭をヘッドギアのような兜かぶとで守っている。

　閉じた瞼まぶたを飾る睫まつげは長く、前髪の陰に隠れる眉まゆは剃そって形を整えていないのか、力強いラインを描いている。化粧っ気の無い顔は血色が良く、厚くも薄くもない小さな唇は柔らかそうなピンク色だ。

　香水は付けていないようだが、汗の匂いに混じって女性特有の甘い香りがするような気がする。

　彼女は、長なが袖そでのシャツとズボンの上に革製の鎧を身に纏い、底の厚いブーツと、彼女の命を救った丈夫なマントを身に付けている。さっき持っていた短い杖は落としたらしく、手には何も持っていなかった。

　さっきまで、必死で気が付かなかったが、ログに称号獲得のメッセージが増えていた。




[image: ]称号「救命者」を得た。

[image: ]「運搬」スキルを得た。




　どうやら簡単に手に入るのはスキルだけではなく称号も同様みたいだ。

「んっ……ここは？」

「気が付きましたか？」

　ほどなくして目覚めた彼女に、忠告をする。

「下に目をやる時は気を確かに持ってくださいね」

「えっ？　キャッ」

　兵士だけあって、崖の上の細い枝の上という状況でも短い悲鳴を上げるだけで堪こらえたようだ。

「どこか怪我はありませんか？」

「はい、体が少し痺しびれてますけど、特に痛いところは無いみたいです」

　彼女は男慣れしていないのか、オレに抱えられているのが恥ずかしそうだったので、根元の方の枝の上に下ろしてやる。

「うっ、くぅっ」

「大丈夫ですか？」

　彼女が足を付いた途端に痛みを訴えたので、すばやく支えてやる。ワイバーンに跳ね飛ばされた時に足首を痛めたみたいだ。折れていないみたいだし、捻ねん挫ざだろう。

「ありがとうございます。ここは？　確かワイバーンと戦っていて……」

「私が崖を登っていた時に、あなたが空から降ってきたんですよ」

「あの崖の上からですか？」

　彼女は呆ぼう然ぜんと崖上を見上げる。五メートルほどかな？　三階の窓より少し低いくらいの段差だ。

「何か魔法のようなものが掛かっていて、落下速度が遅かったから受け止められたんですよ」

「そうだったんですか、命の恩人さんですね」

　彼女は、そう言って、はにかみながら礼を言ってくる。

　彼女の方がやや背が高いのに、顎あごを引いているせいか上目遣いに見える。なかなか破壊力のある笑顔だ。

　オレが高校生の頃だったら、一ひと目め惚ぼれしていた自信がある。

　もっとも、一〇歳以上も年の離れた少女に恋するほどロリコンでも無いので、今では対象外だけどね。

「大げさですよ。私は旅の行商人でサトゥーと申します」

　旅の行商人という職種は、道すがら考えていた設定だ。

　時代背景によっては住民の移動が制限されているかもしれないし、普通の旅人だと盗賊あつかいをされるかもしれないからね。

　夢の中まで用心するのはバカバカしいけど、さっきまでのリアルさを考えたら夢の中でも平気で投獄とかされそうなんだよね。

　作り話の信しん憑ぴよう性せいを増すために、彼女の目を見つめながらそう言った。

「わ、わわ、私は、セーリュー伯爵様の家臣で、魔法兵のゼナです。領軍に勤務して二年になります。一七歳独身、こ、恋人は居ませんっ」

　いや、誰も、そこまで聞いていません。

　どこかテンパった様子のゼナさんが、まじめな顔で家族構成とか諸もろ々もろを教えてくれる。それに適当な相あい槌づちを打ちながら、崖の上に登る足場の見当を付けていく。

「ちょっと失礼。少し跳ねます」

　彼女をお姫様だっこして、軽くその場で跳ねる。驚いているようだが、痛がってはいない。

「上に登りますから、首に摑つかまってください」

「えっ?!　この崖をですか？」

「はい、意外と足場が多いので、登っちゃいましょう」

　しっかり摑まるようにと彼女に告げて、軽く足場から足場へと跳躍する。なるべく彼女の負担とならないように、膝ひざだけでなく全身のバネを使って着地の衝撃を殺す。

「到着しましたよ」

「はぁ、はぁ、ずいぶん身軽なんですね」

　しっかりとオレの首に抱きついていたゼナさんの心臓が、バクバクと脈打つのを鎧越しに感じる。

　彼女は、上気した顔を上向けて、声を震わせながら感想を漏らした。

　どこか独特の感想だ。

　怖かったのか、お姫様だっこのまま降りようとする気配が無いので、そのまま崖上の岩々の間を通って、彼女を仲間のところに連れていく。




「止まれ！　何者だ。仲間を放せ！」

　岩の上から小柄な少女が誰すい何かしてきた。

　ゼナさんの同僚だろう。クロスボウを油断なく構えながら、こちらを睨にらみつけている。

「ちょ、ちょっとリリオ。この人は大丈夫よ」

「ゼナっちは、黙ってて」

　ゼナさんが取り成してくれるが、向こうは警戒を解かない。まあ、普通の反応だ。

　オレは、ゼナさんをゆっくりと地面に降ろして座らせる。

「そのまま後ろに下がれ」

「リリオったら！　この人は命の恩人なのよ?!」

　オレが充分下がったあたりで、岩陰から素早く駆け寄った重装備の女兵士が、ゼナさんを抱えて岩場の向こうに下がる。それと入れ替わりに出てきた別の重装備の女兵士さんが、大剣を向けてきた。

　岩陰の向こうで、ゼナさんが仲間の兵士に抗議している声が聞こえてくるが、今のところ剣が下がる様子は無い。

　……人助けしたんだけどな。

「何者か名乗りなさい」

　面防で隠れていて見えないが、大剣を持つ重装兵はなかなか色っぽい声をしている。鎧でも隠しきれない色っぽいプロポーションからして、美人に違いない。勝手な思い込みだが、そうだと嬉うれしい。

「黙っていないで名乗りなさい」

「はじめまして、兵士の方。私は行商人のサトゥーと申します」

「行商人というわりに、手ぶらのようだけど？」

　オレが肩掛けにしているペッタンコの鞄かばんはスルーされてしまった。

　これは、昨日戦利品の整理をしていた時に見つけたモノで、テーブルトークＲＰＧ定番の底なしの鞄だ。名前を「格納鞄ガレージ・バツグ」という。

　ストレージがあるので不要なんだけど、見た目も小こ洒じや落れた黒い革製の鞄だったのでファッションの一部として装備している。

　こういう格納鞄で商品を運ぶ商人は珍しいのかな？

「お恥ずかしい話ですが、昨日の隕いん石せきに驚いて荷馬が逃げてしまいまして」

「隕石？　昨日の『星降り』の事ね」

　流星雨は、遠くから見えただろうから、理由の一つに使わせて貰もらった。もう「星降り」とか名前が付いているのか。なかなかファンタジーっぽい。




[image: ]「詐術」スキルを得た。

[image: ]「弁明」スキルを得た。




　いや、確かに即興の作り話だが、なかなか不本意なスキルだ。とはいうものの役に立ちそうなのでスキルポイントを割り振っておく。

「語るに落ちたわね。荷馬が逃げたと言うけれど、街道を旅していて星降りを見たのなら馬が逃げる方向が逆よ」

　彼女の表情が見られないのが、残念。きっとサドッ気のある良い表情をしているに違いない。

　剣を突きつけられながら尋問されているのに、オレがどこか余裕なのは、視界に常時表示されているメニューのアイコンやレーダー表示が現実感を失わせているからだろう。どこかゲーム中のような、気楽さを払ふつ拭しよくできない。

　詐術スキルを有効にしたおかげか、適当な作り話が色々と脳裏に浮かぶ。

「失礼ですが『戦士の砦とりで』という場所をご存知でしょうか？」

「ええ、知ってるわ。自殺志願者が向かう場所ね」

　自殺の名所なのかな？　でも、立ち入り禁止の場所じゃなくて良かった。

「祖父の恩人のお墓があるそうで、墓参りに寄った時に、あの『星降り』があったのですよ。慌てて逃げ出した荷馬を追いかけたのですが、恐怖に駆られた馬の足に追いつけるわけも無く……」

「そう、災難だったわね」

　お、信じて貰えたのかな。さすが、ポイントＭＡＸの詐術＆弁明スキル。効果は抜群だ！

「身分証があるなら出しなさい」

　身分証明書？　財布の中に車の免許証があるが、出した方が問題になりそうだ。

「それが、荷馬に被かぶせていたマントの隠しに身分証を入れていたので、手元に無いのです」

「いいでしょう。セーリュー市で発行して貰えばいいわ」

　彼女はそう告げて、突きつけていた大剣を背中の鞘さやに戻して留め金を掛ける。

「ちょっとイオナ、そんなに簡単に信じていいの？　盗賊だったら、どうすんのよ」

「綺き麗れいな指をしていたし、高価な魔法のローブを着ているもの。きっと、北の小国のどこかの貴族でしょう」

「どこかの間者かもしんないじゃん」

「明らかにシガ王国の出身じゃない顔の人間を、間者に使うわけ無いでしょう？」

　岩の上から降りてきた少女が、小声で重装兵の女性に耳打ちする。聞き耳スキルのおかげで丸聞こえだ。

「どうしたのリリオ。あなたの好きそうな年下の黒髪の子なのに」

「今は、一身上の都合でキライなの」

「ああ、彼氏に振られたのね。今度、豊胸に効く食べ物でも奢おごってあげるわ」

「胸で振られたわけじゃないもん。でも奢りは嬉しいかな。ついでに愚痴も聞いてよね」

　ガールズトークを聞き流している間に、護衛の兵士を説得したゼナさんが戻ってきて仲間の非礼を詫わびてくれた。




　彼女達と一緒に、本陣の方に向かう。本陣の向こうに街道があるのでついていくしかなかった。

　あの場で別れて、林道を行くとか怪しいにもほどがあるからね。

　戦場には血の臭いが充満していて、吐きそうだ。でも、苦痛耐性が効いているのか、そういう気分になるだけで本当に吐いたりはしない。

　戦場には、布を被せた幾人かの遺体と、応急処置中の負傷者、それから巨大なワイバーンの屍し骸がいがある。

　……死人が出ていたか。

　不思議と泣いている兵士はほとんど居ない。自分の作業に没頭して悲しみを意識しないようにしているのかもしれない。

　工兵らしき男達が、ワイバーンに取りついて肉厚の鋸のこぎりのようなもので解体している。あの巨体では血抜きも満足にできないらしく、鋸を引くたびに男達が血に染まっていく。

　護衛の兵士に背負われたゼナさんを見つけて、指揮官らしき騎士さんが馬を寄せてきた。

　馬を間近に見るのは初めてだ。荒い鼻息が獣臭い。

　円つぶらな瞳ひとみで顔を寄せてくるのは止めてくれ。そういうのは美女だけにして欲しい。

「ゼナ！　無事だったか！」

「はい、この方に助けていただいたんです。身軽な行商人のサトゥーさんです」

　そう言ってゼナさんがオレを紹介してくれる。ちょっと紹介文に余計な装飾があるが、細かい突っ込みは止めておこう。

「恩に着る。おかげで貴重な魔法兵を失わずに済んだ」

　魔法兵じゃ無かったらどうでもいいみたいに聞こえるが、周りの人達が笑っているところを見ると、本心では無くジョークのようなモノなのだろう。

　オレを尋問していた重装兵の女性が、隊長さんに耳打ちして先ほどの尋問結果を伝えている。

　オレも「戦士の砦」周辺で見聞きした事を尋ねられた。

　彼らは、昨日の「星降り」で何か異変が起きていないかを調べるために、セーリュー市から出発した調査隊だったらしい。







　セーリュー市





〝サトゥーです。女性との会話は心浮き立つモノがありますね。恋人に振られてからは、メタボ氏と一緒に通う「綺き麗れいなお姉さんとお酒を飲む店」への投資が日々増えているのが悩みどころです。〟






　ゼナさんを含めて行軍不能な負傷者を、荷車でセーリュー市まで送るとの事で、オレも彼女の口利きで、その一団に同行させて貰える事になった。

　セーリュー市へと向かう荷馬車には、オレとゼナさん、それからイオナと呼ばれていた重装兵の女性──面防に隠れていたのは、想像以上に色っぽいお姉さんだった──の他に、五人ほどの若い兵士が乗っている。

　リリオと呼ばれていた少女と、もう一人の護衛兵の女性は本隊と一緒に残っていた。彼女達は、兵士の遺体やワイバーンの屍骸を回収する馬車を待って、予定の領土巡回に戻るそうだ。

　瀕ひん死しの重症者は先に出た荷馬車に乗っており、こちらの荷馬車には命に別状の無い怪我人だけしか乗っていない。御者は、非戦闘員の下男がしてくれている。

　御者をしろとか言われなくて良かった。

　荷馬車は怪我人の傷に響かないように配慮してか、ジョギングくらいの速さで走らせているので、なかなか遅い。直線だと、たった二〇キロほどの距離なのに、セーリュー市に辿たどり着くのは三、四時間は先の事だろう。

　兵士の遺体やワイバーンの屍骸を持ち帰るための荷馬車数台とすれ違った。

「屍骸を何かに使うんですか？」

「はい、ワイバーンの外皮を加工したマントや革かわ鎧よろいは、頑丈なので高値で売れるそうなんです。牙きばや骨なんかも商人達が買い取ってくれるんですよ」

「当分の間は、軍の食事に肉が入っていたらワイバーンのじゃないかと疑わないといけませんけどね」

「美味おいしくないのですか？」

　オレの質問に、二人は顔を見合わせて苦笑するだけで答えてくれない。代わりに答えてくれたのは御者の男だった。

「マズイですぜ。ネズミといい勝負でさぁ。狼おおかみのスジ肉並みに硬くて、縞しま狸だぬき並みに臭いがキツイんで、一度喰くったら二度とゴメンって感じで誰も食わねぇです」

「そんなに酷ひどいんですか」

「若わか旦だん那な、あっしのような下男に敬語は不要でさぁ。そんな肉でも、西街の住人や奴隷達にはご馳ち走そうらしくて、ワイバーンの屍骸が町に持ち込まれたら、解体屋の前はお祭り騒ぎですぜ」

　奴隷制度とかがあるのか？

　街に着いたら奴隷コースとか無いよね？




　ちょっと気になって、会話の合間にマップを検索してみる。セーリュー市の人口割合は、八割ほどが市民で、残り二割近くが奴隷のようだ。貴族や商人などの富裕層や神官や巫女みこなどは少ないようで、全体の数％ほどしか居ない。

　検索して初めてわかったが、住人は人間だけでは無い。

　所謂いわゆる普通の人間は、人族と呼ばれていて住人の九割以上を占めている。残り一割弱が、ドワーフやノームなどの妖よう精せい族ぞくや犬人や猫人などの獣人族だ。

　意外な事にファンタジーで一番有名なエルフは、たった一人しか居なかった。

　レアな種族も多く、白翼族や豹ひよう頭とう族ぞくなどの聞いた事の無い名前も見受けられた。

　中でも蜥蜴とかげ人ひと族ぞくを見つけた時は驚いた。蜥蜴人族といったら、昨日見たリザードマンの事のはずだ。

　洋ゲーのエアーリムみたいに、普通に共存しているのかと思ったが、妖精族以外の亜あ人じんは、殆ほとんどが奴隷のようだ。

　他にも魔族なんてヤツも一人、普通に町の中に住んでいた。

　なかなか多種族国家みたいだ。

「あ、見えてきましたよ！」

「ほう、あれが都市の外壁ですか」

「はい！　ワイバーンが襲ってきてもビクともしないほど頑丈なんです！」

　確かに立派な城壁だ。都市を丸ごと囲んでいるみたいだから市壁というべきかな。

　大きな石を組んで作られた市壁は、周囲の木々と比較して一〇メートルほどの高さがある。マップ情報では三メートルほどの厚みがあり、中には通路が作られているようだ。五〇メートルごとにある壁塔には、歩ほ哨しようの兵士の姿が見える。

「サトゥーさんは、セーリュー市に着いたら、誰か知り合いの方でもいらっしゃるんですか？」

　都市が見えてきたからか、ゼナさんがそんな話題を振ってきた。

「いえ、残念ながら居ません。とりあえず、宿でもとろうと思ってます」

「それなら、門前宿がいいですわね。正門を入ってすぐのところにある宿で、少し高めですけど清潔で食事も美味しいと評判です」

「それはいいですね」

　イオナ嬢がお勧めの宿を教えてくれた。清潔なのは必ひつ須すだ。大学時代に海外へ貧乏旅行した時に、虫の跳ねる部屋とかがあったからな。それに、旅行先の楽しみといえば食事だ。きっと黒パンとか塩味のスープとかが出るに違いない。

　それにしても、ゼナさんやイオナ嬢と会話していると、比較的軽傷の二人の男性兵士からの視線が痛い。

　揺れで骨折が痛むのか、こちらに絡んできたりはしないが、嫉しつ妬とまみれの視線を飛ばしてくるのは止めて欲しい。視線で人が殺せたら、二～三回は死んでそうだ。




「では、サトゥーさん、後でお礼に伺うのでちゃんと門前宿に泊まってくださいね」

「お礼なんていいですよ」

「いいえ！　マリエンテール家の名に賭かけて、必ずお礼させていただきます」

　奥ゆかしい雰囲気の少女だったのに、やけに押しが強い。

　いや、必死なのか？

　オレが彼女くらいの年齢だったら、惚ほれられていると勘違いしそうだ。

　結局、怪我をしている兵士達に悪いので、「門前宿に泊まりますから」と約束して正門前で別れた。

「サトゥーさん、こちらに来てください。騎士ソーンは奥かしら？」

　イオナ嬢に連れられて、正門に隣接する衛兵達の詰め所に向かう。

　彼女の言葉の後半は、詰め所の前で歩哨をしている若い衛兵に向けられたものだ。美人に話しかけられた衛兵は、顔を赤らめながら大声で詰め所の奥にいる騎士ソーンを呼んでくれた。

　イオナ嬢は、余裕の表情で若い衛兵に「ありがとう」と告げて、自分の家に入るような気楽さで屋内へ入っていく。オレも、その後ろを親おや鴨がもの後を追いかけるヒナ鳥のように、おっかなびっくり付いていった。

　明かり取りの窓が小さいせいか、詰め所の中は少し薄暗い。

「お久しぶりです、騎士ソーン」

「おう、イオナの嬢ちゃんか。おやっさんは、相変わらず薔ば薇ら三ざん昧まいなのか？」

「そんな事言うソーン様は嫌いです」

　どうやらイオナ嬢の知り合いらしい。ソーンと呼ばれた騎士は、二メートル近い巨きよ軀くをした半巨人みたいな大男だ。

「ほう、年下か。良い服を着ているが、ちょっと細いな。もっと沢山喰って、イオナ嬢ちゃんを守れるくらいの良い男になれよ！」

　いやいや、何を勘違いしているんだ。背中をバンバン叩たたかれて激励されても、応こたえようが無い。

　確かに色っぽい美人だし、わりと好みなんだけど、こういう有能秘書タイプはちょっと苦手なんだよね。そもそも相手にされないから関係ないけどさ。

「違いますわよ。この方は、ゼナさんの恩人なのですけど、身分証を無くしたそうなので、再発行して欲しいのです」

「ヤマト石は使うか？」

「ええ、お願いします」

　身内だけで通じる謎ワードは止めて欲しい。騎士ソーンに案内された部屋には、二〇インチワイド液晶くらいの石板が置いてあった。

「ボウズ、こっち来な！」

　石板の横で手招きする巨漢の傍に向かう。

「一応聞いておくが、指名手配されてたり盗みを働いてたりしないな？」

「はい、もちろん」

　犯罪とは無縁の一般人ですから。

「じゃあ、このヤマト石の上に両手を置いて名前を言いな」

　犯罪歴を調べる魔法の道具なんだろうか？

　言われるままに石板に手を乗せる。それにしても、ヤマト石のヤマトは何処から来た。宇宙にでも行くのか？

　名前か……。鈴木一郎というよりは、キャラ名の方がいいか。

「サトゥー」

　どうやら、キャラ名であってたらしい。石板からぼんやりした白い光が出始め、何か文字が表示されていく。

　見たことの無い文字だが、シガ国語スキルのせいかちゃんと読める。

　げっ、ステータス情報が表示されるのか。レベル三一〇とかバレたら騒ぎになりそう──おや？　この値はヘンだ。

「ボウズ、もう手を離していいぞ」

　石板に表示されたステータスは、メニューのステータス画面の値と食い違っていた。そこには、「種族：人族」「年齢：一五」「レベル：一」「所属：なし」「職種：なし」「階級：平民」「称号：なし」「スキル：なし」「賞罰：なし」と出ている。

　まるで、レベルアップ前の時のような情報だな。

　ちょっと思いついて、メニューの交流欄を開いて確認する。どうやら正解のようだ。このページの設定がヤマト石の表示に反映されている。

　元々は、ユーザー同士で交流する時のプロフィールを書いたり、付ふ箋せん機能付きのメモ帳があるだけのページだったのに、ゲームと比べて色々と項目が増えていた。

　この交流欄のプロフィールの項目は変更できるみたいで、各値はドロップダウンボックスから選べる。どうやら本来の値が上限みたいだ。名前や称号、スキルは「なし」も選べる。

　他はともかく、名前に「なし」が選べるのは、どうなんだ？　交流したくないという意思表示なんだろうか？

「ふむ、成人年齢だったのか。もっと若いのかと思ったぞ。それにしても、成人でレベル一とは、また箱入りだったんだな」

　ん？　成人年齢より、もっと若い？

　そうか、そういえば、今朝顔を洗った時に高一くらいに若返ってたっけ。この国は一五歳で成人なのか。

　彼の言葉に適当に返事をしながらマップで検索してみた。

　確かにレベル一の殆ほとんどは一〇歳以下だ。一五歳で検索してみたら過半数はレベル三だった。要は一〇歳児並みの経験しか積んでないって思われたのか。

　オレがそんな風に思考を脱線させている間に、彼は羽根ペンで紙にスラスラと石板の表示を書き込んでいく。外見に似合わない繊細な文字だ。

　最後に「証明者：セーリュー伯爵家家臣、騎士ソーン」と記入して印章が付いた指輪を外して彼の名前の上に判を押した。

「ほれ今度は無くすなよ。発行料は、銀貨一枚だ」

　証書は和紙っぽい紙でできていた。羊皮紙じゃないのが、ちょっと残念だ。

　彼が差し出す証書を受け取るのと交換に、ポケット経由でストレージから出したシガ王国銀貨を一枚渡す。シガ王国の貨幣は、どのコインも一〇〇枚以上あるので両替で困る事も無いだろう。

「なんだ、ちゃんと金はポケットに入れてたのか。なかなか用心深いな！　これからは身分証も肌身離さず持てよ」

　彼は、イオナ嬢の方を振り向いて「入市税は？」と尋ねる。市内に入るのに税金がいるのかな？

　平民の場合、大銅貨一枚の税がかかるらしいのだが、イオナ嬢によると、ゼナさんを助けた恩賞代わりに入市税は免除して貰もらえるそうだ。

「これも持って行け、滞在許可札だ。滞在許可期間は一〇日間。それ以上滞在したい時は、この詰め所か中央区の役場まで行って延長申請しろ。どっちでも銅貨三枚で手続きしてくれる」

　彼が差し出してきたのは木札に焼印を押したものだ。幾つかの数字と、城門にも描かれていた紋章が押してある。

　数字は、滞在許可期限の日付らしい。もちろん、見慣れた数字ではなく記号のような字だ。一文字で数を表すので、普通の算用数字と同じ扱いで考えればいいみたいだ。

「期限切れで街に居て、衛兵に見つかると銀貨一枚の罰金だ。払えなかったら一般奴隷に落とされるから注意しろ」

　いつもしているのか、「立板に水」の如ごとく流りゆう暢ちような説明をしてくれる。忘れないように気を付けよう。

　それにしても、滞在期限切れで奴隷落ちとは厳しいな！

　江戸時代の無宿人狩りと同じような感じだろうか？

　滞在許可札と身分証を鞄かばんにしまう。もちろん、鞄に入れて見えなくなったらストレージに移動しておく。

「ありがとうございました」

「おう、何か困ったら詰め所の横にあるなんでも屋に相談しな。金は取られるが、邪険にはされないはずだ」

　用事も済んだので、愛想よく退出の挨あい拶さつをして詰め所を出る。

「サトゥーさん、申し訳ありませんが、私はまだ騎士ソーンに用事があるので、ここでお別れです。あそこの黄色い看板の宿が、先ほど話していた門前宿ですから迷う事も無いでしょう」

　イオナ嬢が指差す方を見る。

　日本でよく見るような大きな板状の看板を探したが、それらしきモノは見つからない。

　よく見ると、お店らしき家屋の入り口に鍋なべ敷しきくらいの板が飾ってあった。

　もしかして、あれが看板か？

　イオナ嬢に礼を言って、宿に向かう。

　詰め所の中から騎士ソーンとイオナ嬢が話す声が聞こえたが、オレとは関係無い話のようだったので聞き耳を立てるのを止めた。







　市内散策





〝サトゥーです。学生の頃はバイト代が貯たまると彼女やサークルの仲間と旅行に行ったものです。たまに海外へ行くと、日本の良いところが再認識できます。衛生面とサービス関係で、日本を超える国には行った事がありません。〟






　大きく伸びをして、異国情緒溢あふれる街並みを眺める。

　さっきは直すぐに詰め所に連れていかれたので気が付かなかったが、門から町並みまでは半径二〇メートルほどの半円状の空間ができている。入出場の混乱を防ぐためか、戦争のためかはよくわからない。

　映画や洋モノの３Ｄゲームで見るような石造りの都市だ。

　街行く人もゲームのデザイン仕様書で見かけたようなチュニックを着た男性や、時代がかったワンピース姿が多い。

　貧富の差は大きいようで、継つぎの当たった丈の短いワンピース姿の女性や、汚れたシャツに膝ひざ丈たけのズボン姿の男性なども見受けられる。

　今度は建物に注意を向けてみた。

　見える範囲の殆ほとんどが、二階建ての石造りの建物だ。とはいっても石材だけでは無く木材や煉れん瓦がらしきものも使われているようだ。

　家々の屋根の向こうに、塔のような建物も顔を覗のぞかせている。

　塔の先端に風車が付いているところを見ると製粉所か何かなのだろうか？　ゲームや小説程度の知識しか無いから、正確なところはわからない。しばらく、この都市に滞在する予定だし、後で見物に行ってみよう。

　目の前の通りは、遠くの方に霞かすんで見える内壁まで真っ直ぐ続いている。幅六メートルほどの広い通りだ。内壁の向こうに見えるのは、領主の城だろう。

　セーリュー市は、思ったよりも大きな城じよう砦さい都市らしい。




　それにしても、なんて心躍る光景だろう！　だって、ゲームクリエーターとしては、このファンタジーな光景にワクワクしないのは無理な話だ。

　だけど、これは本当にオレの夢の中の光景なんだろうか？

　そんな疑念が頭から離れない。オレには、これだけリアルな町並みを描き出すだけのデザインセンスは無い。オレが見る夢なら、もっとチープになるか細部がスカスカになるはずだ。

　もし、夢だったのなら、それはオレ以外の誰かの夢だろう。

　その夢見る誰かは、ゲームが好きに違いない。ＳＡＮ値が減らない世界なのを祈りたいね。

　だが、そんな考察は、腕を襲撃した柔らかな感触に中断を余儀なくされてしまった。

「そこのキミ！　今、門の方から来たよね？　ね？　キョロキョロしてたし、宿がまだならウチにおいでよ！　サービスしちゃうよ～」

「な、なんだっ……」

「いいから、いいから、他より安く～はできないけど、真心こもった美味おいしい料理と清潔なベッドもあるから！」

　マップを素早く閉じると、目の前に鳶とび色いろの瞳ひとみの可愛い少女が居た。

　細いリボンを茶色い髪と一緒に編み込んだ変形サイドポニーをしている。距離が近すぎて服装なんかはわからないが、中学生くらいの子だ。ＡＲ表示では一三歳と表示されている。

　それにしても、腕に押しつけられる感触からして、年齢からは不相応なほど立派なモノを持っているようだ。

　やたらハイテンションな女の子に、腕を抱え込まれるようにして引っ張られる。客引きなんだろうが、現代日本なら大学の学園祭あたりでしか見られない光景だ。

　腕を包む幸せな感触を堪たん能のうしている間に、酒場っぽい店に引っ張り込まれた。表通りから入ったせいか薄暗く感じる。店に入る時にちらりと目に入った看板からすると、ここは、さっき向かおうとしていた門前宿のようだ。

「お母さんっ！　お母さんっ！　お客さんを連れてきたよっ！」

「もう、お前は強引だね。お客さんを困らすんじゃないよ」

　娘にそんな注意をしながら、奥の厨ちゆう房ぼうからカウンターらしき場所に恰かつ幅ぷくのいいオバチャンが出てくる。

　腕に伝わる柔らかさに免じて、強引な客引きに文句を言う気は無い。

　うんポヨポヨは正義！

　オバチャンは、貫かん禄ろくのあるスタイルに反して顔がはんぱなく美形だ。三〇歳ちょいくらいか？　オバチャン呼ばわりは失礼だな。女将おかみさんと呼ぼう。

　女将さんの顔の横に、オレの見立てを肯定する情報がＡＲ表示される。本当にゲームちっくな夢だな。表示される情報は、先ほどのヤマト石に似ているが項目が少し違った。こちらの方が詳細な情報が表示されているみたいだ。

　しかし、この娘の親だとすると不自然じゃない美び貌ぼうだが、なぜ太った！　あと一〇、いや二〇キロ軽かったらストライクゾーンだったのに。

　もっとも、人妻ってところでアウトだけど。不倫はみんなが不幸になるから論外だ！

「うん？　荷物も持ってないようだけど本当にお客かい？」

「荷物は、先日の星降り騒ぎで荷馬が逃げちゃって……。幸い財布は持ってたんでなんとか街中に入れたんですよ」

「そいつは災難だったね。ウチは一日素泊まりで大銅貨一枚だよ。大部屋の雑ざ魚こ寝ねでいいなら銅貨二枚だ。食事はこの酒場で食べてくれたら一品サービスで付けたげるよ。宿泊客限定のサービスだ」

　ふむ。相場がわからないけど、大銅貨と銀貨の変換レートを調べるなら一〇日分先払いした方がいいかな。

　女将さんは算術スキル持ちらしいので、計算をミスする事も無いだろう。

「では一〇日分でお願いします」

「あいよ、ならちょうど銀貨二枚だね」

　ポケットから銀貨を二枚取り出して女将さんに渡す。

　大銅貨五枚で銀貨一枚みたいだ。偏見かもしれないが、誤差があるなら「銅貨一枚分は負けるよ」とか恩に着せる感じで言うはずだろう。

　さて、宿も無事取れた事だし、何か食べたいな。昨日カロリーバーを食べたきりなので、ちょっとお腹が空いてるんだよね。

「女将さん、もう食事はできますか？　可能なら何か軽いモノが摂とりたいのですが？」

「もう二時間ほど早いか遅いかすれば温かい食事が出せたんだけどね。厨房の火を落としたから、作り置きのキッシュと付け合わせくらいだね」

　キッシュか、先月ファミレスで喰くって以来だな。こういう欧州ファンタジー風の街なら、黒パンと塩味のスープが出るかと思ったんだけど、偏見だったみたいだ。

「では、それをお願いします」

「あいよ、すぐ持ってくるから、そこに座って待ってな。マーサ、お客さんに宿やど帳ちよう書いて貰もらいな」

　女将さんが厨房らしきところに入っていくのと入れ替わりに、時代劇の番頭さんが持ってるような紐ひもで束ねた帳面を持ったマーサちゃんがパタパタとやってくる。

　さっきは見えなかったけど、マーサちゃんは、白いシャツに薄いオレンジ色のスカート、それにコルセット風の胸の下を支えるような茶色いベストを身に付けている。靴は上履きのような柔らかそうな見た目の革靴だった。

「は～い、お客さん、代筆するのでお名前をお願いします」

「サトゥーです」

「サトゥーさんね。職業と年齢をお願いしま～す」

　二九歳プログラマーと言いかけて修正する。ステータス画面では一五歳と記載されているし、さっき作った証明書でもその年齢だったはず。

「行商人、一五歳です」

「えっ?!　年上？　同い年くらいだと思ってたよ」

　マーサちゃんは驚きながらも、スラスラと帳面に記入していく。藁わら半ばん紙しのような紙を使っているようだ。

　なお、記帳の際に、身分証の提出は求められなかった。

　宿帳を記入し終わったマーサちゃんが何か雑談をしようとするタイミングで、料理を皿に盛ってきた女将さんが厨房から出てきた。

「おまたせ、小鉢はサービスだよ」

　オレの気のせいだと思うが、マーサちゃんへの視線を遮るように、女将さんが料理をテーブルに並べていく。

　皿には扇型に切ったキッシュが二切れ、付け合わせに小鉢に入った白菜の酢す漬づけが出てきた。キッシュは厚みがあるので、けっこうボリュームがある。食器は木製のフォークだ。

　オレは食事代に銅貨一枚を渡す。どうも銅貨だと一〇円玉で支払っている気分になる。

　さて、それよりも丸一日ぶりのまともな食事だ。ゆっくりと味わおう。

　メインは、ジャガイモをたっぷりと使ったどっしりとしたキッシュだ。

　具は、ホウレン草っぽい葉野菜とキノコ、それから、この赤いのはタマネギかな？

　冷めているのに、思った以上に美味おいしい。

　干し肉がもうちょいと入っていたら良いのだが、無理言って出して貰った食事に文句を付けるのは間違っているよね。

「お母さんのキッシュは、焼きたてだったらもっと美味しいんだよ！」

「マーサ、今朝出立した腰抜け商人達の部屋は掃除したのかい？」

「ゴメン、まだ」

「なら、さっさとしておいで！」

「は～い！　またね、お客さん」

　マーサちゃんは、掃除を言いつけられて二階に上がっていった。

　腰抜け商人っていうのは何だろう？

「ああ、昨日の星降りを見て、『魔王が竜の谷の竜達に喧けん嘩かを売ったんだ！』とか一晩騒いだ挙あげ句くに今朝方出ていった連中の事さ」

　商売のジャマしちゃったのか、悪い事をしたな。

　いや、それよりも、もっと気になるワードが。

「魔王って居るんですか？」

「ああ、居たともさ。勇者様に討伐されてから六、七〇年になるけど、今のところはどこかの国で復活したって話は聞かないよ」

　居たんだ魔王。それから勇者も。

　でも退治済みで良かった。これがゲームなら、主人公がイベントを進めると復活するんだよね。

　あまり突っ込んで情報収集とかしない方がいいかな。

「でも、シガ王国ができて六〇〇年以上経たつけど、このセーリュー市や近隣の伯爵領に魔王が現れた事は無いよ。魔王が襲ってくるとしても、最初は迷宮都市あたりさね。こことは国の反対側だから大丈夫だよ」

　なんというか、ゲームだったら魔王襲撃のフラグが立つところだよ。

「むしろ、この都市ならワイバーンの方が怖いね。子供どころか、畑仕事をしている若い衆や荷馬まで咥くわえて飛んでいっちまうんだよ。領軍が強いからセーリュー市は大丈夫だけど、都市の外の連中はワイバーンが飛んでこないか戦々恐々としながら畑仕事なんだとさ」

　思ったより、怖いところだな。

「でも、竜は襲ってこないんですか？」

「神話でもあるだろう？　竜は寝ね坊ぼ助すけなんだよ。竜の谷で眠ってるから、めったに出てこないよ。最後に来たのは二年前だけど、その前はあたしが生まれるよりも昔の話さ。その時は黒竜が襲ってきたとかで、山羊やぎや羊が全部喰われて大変だったらしいよ」

　家畜の話しか出てこないって事は、人的被害は少なかったのかな？

　もう少し話をしたかったが、女将さんは厨房から呼ばれて行ってしまった。

　キッシュの残りを片付ける前に、小鉢の方も食べてみよう。

　付け合わせの小鉢に入っていた酢漬けは、白菜では無くキャベツのようだった。

　白っぽい色だったので誤解したが、前にドイツビールの専門店で食べたザワークラウトに近い味だ。

　上にトッピングされていたのは、パセリのみじん切りっぽいかな。

　混ぜて食べるとすっぱさが和らぐと、二階から降りてきたマーサちゃんが教えてくれた。

　というか、もう掃除が終わったのか？　まだ一〇分も経ってないぞ？

　食事を続けながら、ヒマそうにしていたマーサちゃんに日用雑貨を売っている場所を尋ねた。

　マップがあるから店の場所はわかるけど、コミュニケーションは大切だよね。

「へ？　雑貨？　それなら東街に露店が出てるから、そこで買えるよ。簡単なものなら、ウチの小間使いに買ってこさせるけど？」

「それはありがたいけど、着替えや下着なんかも買うつもりだから自分で行くよ」

　小間使いに買ってきて貰もらうとかセレブっぽくて憧あこがれるけど、他人に下着とかを買ってきて貰うのってなんか抵抗あるんだよね。

「ふ～ん、古着なら東通りの露店で買えるよ」

「古着はちょっと」

「新品が欲しいなら、中央通りで仕立てて貰うのが一番だけど、高いんだよね」

「仕立てじゃなく、既製服で新品は無いのかな？」

「きせーふく？　ああ、仕立て済みの服か。キミって若いのに難しい言葉使うね。テプタ通りで買えるけど、わりと高いよ」

　テプタ通りか、マップを開いて探す。ここから結構離れたところにある通りのようだ。とりあえずマップにマーキング用のピンを刺しておく。

「ありがとう、露店を回ってから、テプタ通りに行ってみるよ」

「そうだ！　案内してあげよっか。お母さん！　今日はお客も少ないし、いいよね」

　おお、案内してくれるのか、それは嬉うれしいな。

　地元の人のガイドで露店巡りとか、ワクワクするよ。

　女将さんから、夕飯の支度を始めるまでに戻るように釘くぎを刺されたようだが、案内自体は許可して貰えた。

　しかし、客とはいえ身元のわからない男と娘を二人で出かけさせるとか、危機感が足りない気がする──いや、不本意だが、オレが人畜無害と評価されたのかも。うん、そっちの方がありそうだ。

　高校時代に仲の良かった女の子に「鈴木君ってイイヒトだよね」と言われ続けただけある。

　いや、過去のトラウマを思い起こすのは止めよう。




　マーサちゃんに案内されてやってきた東通りは、五〇〇メートルほどの区間に雑多な露店が並んでいる。各露店のスペースは半畳ほどの狭さだ。気のせいか、醬しよう油ゆの香りが微かすかにする。

「閉まっている店が多いね」

「あ～、あの辺は食べ物屋さんとか、近隣の村からの農作物を売りに来る場所だから、昼過ぎには閉まっちゃうんだよね」

　食べ物系の屋台は、夕暮れ時に幾つかある広場に軒を連ねるそうだ。

　衣類を売る店は通りの奥の方らしいので、そちらに向かいながらマーサちゃんと露店を冷やかして回る。食材を売る店も、全部が閉まっているわけではないようだ。

　木彫りの髪細工に目を奪われたマーサちゃんの横で、オバチャンと隣の露店のオッチャンの会話に興味深く聞き耳を立てる。

「このガボの実三つでいくら？」

「三つで賤せん貨か二枚だよ」

「高い、賤貨一枚ってところだろ？」

「お姉さん、それじゃこっちが干上がっちまうよ、四つで賤貨二枚でどうだい」

「五つで賤貨二枚」

「しかたない、お姉さん美人だから、その値段でいいよ」

　値切るのが基本か。正札通り買うのに慣れてるから値切るのが面倒だよ。ちなみにガボの実は、拳こぶしサイズのカボチャを赤く塗ったような根菜だった。

　賤貨という珍しい名前に惹ひかれてストレージから該当する硬貨を取り出してみたのだが、緑ろく青しようの浮いた一グラムくらいの四角い黄銅貨だった。

　マーサちゃんが、水鳥を模した小さな髪飾りを髪に当てて見せてくる。

「どう？　似合う？」

「うん、似合うよ」

「こっちと、どっちがいいかな？」

　ふふふ、その問いが来るのは予想済みだ！

　大学時代に鍛えられたからね。こういう時は、感想を素直に言うだけじゃダメだ。女の子が選んでいた時の様子から、本人が気に入っていそうな方を選んであげるのが良い。

　そうじゃないと買い物が長引くからね。

「こっちの水色のがいいと思うよ。きっとマーサちゃんの髪に映えるよ」

「やっぱり、そう思う？」

「それなら銅貨三枚でいいよ」

　買いそうな客と思われたのか、店主が素早く値段を告げる。

「ゴメンね、今度の収穫祭にでも買いにくるね。今は、お小遣いが足りないんだ」

　おや？　買って欲しいとねだるのかと思ったけど、マーサちゃんは慎つつましい子みたいだ。大学時代の彼女に鍛えられたせいか、すっかり買ってあげるつもりでいたよ。

　値切りもやってみたいし、案内料代わりに買ってあげようか。

「銅貨一枚くらいにならない？」

「それじゃ、工賃にもならないさ。せめて銅貨二枚」

　オレが値段交渉を始めると、無駄遣いさせたら悪いと思ったのかマーサちゃんがオレの袖そでを引いて「ちょ、別にいいよ」と遠慮してくるが、それを手で制する。これまで見聞きしていたレートだと賤貨五枚で銅貨一枚のはずだ。ちなみに銅貨四枚で大銅貨一枚らしい。

「銅貨一枚と賤貨二枚」

「せめて、銅貨一枚と賤貨四枚」

「銅貨一枚と賤貨三枚で、どう？」

「よし、売った」

　ぴったりの貨幣を、ポケットから取り出して支払う。受け取った髪飾りは、そのままマーサちゃんの髪に付けてあげた。親しん戚せきの子供と夏祭りの夜店を回った時みたいだ。
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　値切りに成功したおかげか、色々とスキルが手に入った。便利そうなので、どちらもスキルポイントを割り振って有効化アクテイベートしておく。

「えへへ、ありがとう、サトゥーさん」

「いえいえ、案内して貰っている御礼だよ」

　照れるマーサちゃんに、当たり障りの無い答えを返しておく。口説きたいなら、ここで誉め言葉を連発するべきなんだけど、残念ながらロリコンでは無いのでこれ以上は自重しておいた。

　相場スキルを有効にしたおかげか、品物を見つめるとＡＲ表示の中に、相場価格が表示されるようになった。白い文字で銅貨二～四枚みたいな範囲で表示される。恐らく、その範囲が相場なのだろう。

　それにしても、働いている子供が多いな。

「どうしたの、サトゥーさん」

「いや、子供が多いと思って」

「奉公人やお駄賃稼ぎの小間使いの子達だよ」

「へ～、小さいのに偉いね」

「へ？　普通だよ？」

　感心したオレを、マーサちゃんは、心底不思議そうな顔で覗のぞき込んできた。就業年齢が低いのか。




　おおっ！　あれは！

　雑踏の合間に、ピコピコと動く猫耳が見えた。あれは獣人に違いない！

　獣人は西街に集中しているらしくて、まだ実物を見られてなかったんだよね。

　そんなオレのウキウキ感に水を差す罵ば声せいが聞こえてきた。

「きったねぇ獣けもの風ふ情ぜいが、東街まで来てんじゃねぇよ」

　チュニックを着た金髪の若者が、フラフラと大きな荷物を運ぶ犬耳族の子供を蹴けり飛ばす。

　犬耳族の子はべちゃっとコケて、抱えていた薪まきの束を地面にぶちまけた。

　耳がペタンとなって、蹴飛ばした男の人を怖こわ々ごわと見上げている。一緒に居た猫耳族の子供が、すぐに駆け寄ってきて、蹴飛ばした若者にペコペコと必死に謝っている。

「この子達が何か？」

「はん?!　アンタの奴隷か?!　ちゃんと縄付けて西街の奥に突っ込んどけ！」

　オレらしくなく思わず割って入ってしまった。猫の子の謝る様子を見て、どうしても放置できなかったんだ。

　正直どうしようかと途方にくれたのだが、相手が早々に引き上げてくれて助かった。

　オレは犬耳族の子が撒まき散らした薪を、拾い集めてやる。

「まきぃ」

「か、かえ、かえ」

　オレが薪を取り上げるとでも思ったのか、犬耳族と猫耳族の子が下から見上げてくる。犬耳族の子は、怖くて「返して」と言えないのか言葉をループさせている。

　オレは、薪を鞄かばんから取り出した紐ひもで縛りなおしてから返してやる。

「怪我は無いかい？」

「あい」

「大丈夫、なのです」

「そうか、表通りは人が多いから、気を付けてね」

　しきりに礼を言う二人を見送ってから振り向くと、マーサちゃんが微妙な顔をして立っていた。

「どうかした？」

「だって、獣人に親切にするなんて……」

　ん？　だって可愛いじゃないか。

　トリミングがイマイチだったけど、シャンプーしてやったら、かなりの美人さんになると思うよ。

「この都市だと獣人は嫌われているの？」

「うん、昔は良く猟師さんや農作物を売りに来る村人が、獣人に殺されたりしていたんだって」

　盗賊とか蛮族みたいなモノなのかな？

「あ、ほら、アレ見て」

　切り替えが早いのか、マーサちゃんは、興味のあるものを見つけて、俺をそっちに引っ張っていく。思考を中断してそちらに目を向ける。籠かごに入れた小動物を売っていた。

　売っているのは、毛皮のベストを着た猟師っぽい男だ。腰に鉈なたのようなものを下げている。

　そういえば、通りを歩く人で剣を持っている人は少なかった。護衛のような人や、ちんぴらっぽい人だけだ。それ以外の人は、短剣くらいの長さの得え物ものをベルトに挟んでいるくらいだった。

　剣って意外に重いし、腰に下げると服が引っ張られて肩が凝りそうなんだよね。

「なかなか、可愛いね」

「美味しそうよね」

　籠の中の小動物に対するオレとマーサちゃんの感想は、なかなか食い違ったものだった。

　マーサちゃんは、食欲を優先した己が恥ずかしかったのか、こほん、と咳せき払ばらいしてオレの腕を取って次の屋台に引っ張っていく。

　どうやら、無かった事にするらしい。

　衣類エリアに着くまでに、マグカップに櫛くし、石せつ鹼けん、歯磨き棒なんかを買っておいた。歯磨き棒は、何かの茎を乾燥させたもので、これを嚙しがんで水でゆすぐらしい。歯ブラシやフロスのようなものは無かった。

　ガラス製品も見当たらず、希まれに見かけたそれっぽい品は水晶や宝石などの加工品だった。

　ここの買い物の仕方に、大分馴染んできた。

　どうも、いきなり相場で買おうとすると、嫌われるらしい。三店舗めくらいで、コツが摑つかめた。相場の半分くらいで交渉を始めて三、四回の値切りで相場に持っていくのが、いいみたいだ。たまにならいいけど、毎回だと面倒で仕方ない。




　東通りの中央付近にある広場に、人だかりができていた。

「セーリュー市の善男善女よ！　魔王復活の日は近い！　皆も見たはずだ！　あの星降りは、凶事の前触れに違いない！　さあ、善男善女よ、今こそ徳高きザイクーオン神殿に帰依するのだ」

　そこでは、神官服を着た偉そうな三〇前後の太った男が、口角泡を飛ばす勢いで演説している。途中まで話を聞いていた人々も、帰依云々のあたりで興味を失って散っていった。

「なんだ、ありゃ？」

「ザイクーオンの神官長さんだよ。信者が減ってるから必死なんだと思う」

「ふ～ん、何かしたの？」

「違うよ、何もできないから減ってるの」

　今一つ意味がわからない。オレの表情からそれを察したマーサちゃんが、補足してくれた。

「だって、ザイクーオン神殿には、神聖魔法が使える人が居ないんだよ。どうせお布施するなら、怪我した時に治してくれるパリオンやガルレオンなんかの神殿の方がいいもんね」

　なるほど、世せ知ち辛がらいというか、実利的というか。信仰とはちょっと違う気がするが、現世利益のある方の宗教に信者が集まるのは必然だよね。

　デブ神官長が必死になりすぎて、立ち去る市民に摑みかかっている。それを周りに居た平の神官達が止めているのが見えたが、係かかわり合いになりたくないのでスルーしてその場を立ち去った。




　衣類エリアは、古着を売る店だけでなく、寸法直しや修繕の店が沢山あった。古着の店が並ぶ中から、ようやく新品を売る露店を見つけたので、下着を多めに購入する。

　ついでに、タオルも売っていたので肌触りの良さそうなものを選ぶ。タオルは、単に布を二枚重ねて縫っただけのものなのが、ちょっと不満だ。

　それでも無いと困るので、色々なサイズのタオルを数枚ほど買っておく。

　食費や宿泊費に比べて、衣類の値段は高めだった。

「ほらほら、サトゥーさん。竜面だよ」

　マーサちゃんが、露店に並べられているお面を一つ取って顔に被かぶっている。木彫りのお面だ。他にも銀色ののっぺりとしたお面とか白いお面とか色々と売っている。

「これはね、収穫祭のお祭りに被るんだよ。去年は、この銀色のが流行はやったの」

　へ～。銀色のを一枚手に取る。紐で固定するタイプみたいだ。

「どうだい、お兄さん。無病息災家内安全の竜面さ」

　露店のお姉さんがお面を勧めてくる。二〇過ぎくらいの女性店主だ。胸元がＶ字カットになっているので、目のやり場に困る。決して好みのタイプでも、美人さんでもないのだが、本能的に視線が行ってしまうのだ。

　視線をごまかすように、お面の横で売っていたカツラについて聞いてみた。

「これも竜面と一緒に付けるのですか？」

「竜面は竜役の人だけさ。こっちの黒髪のカツラは勇者役の人が付けて、こっちの金髪のカツラはお供役の人とかお姫様役の人が被るんだよ」

　なるほど、色々な役割がある祭りのようだ。

　結局、勧められるままに銀色のお面と金髪のカツラを買ってしまった。



















　テプタ通りには、幾つもの服飾関係のお店があった。

　まず、旅人用のお店で、雨天に雨具として使えるフード付きの防水マントを買う。他にも、丈夫そうなシャツとズボンを何セットか購入した。

　靴は旅で使うような防水の頑丈そうなヤツとローブに合うような靴、あとサンダルを各一足選んだ。

　サンダルは、古代ギリシャっぽい紐で括くくるタイプが主流だったが、部屋履き用のつっかけタイプが欲しかったので、お店の奥にいた靴職人さんに注文して作って貰もらった。

　靴ができるのを待っている間に、格納鞄ガレージ・バツグとそっくりな鞄を見つけた。

　掘り出しものかと勢い込んで相場をチェックしたが、ごくごく普通の革製の鞄のようでガッカリした。

　でも、格納鞄のダミーになりそうなので、購入しておく。少し色や縫製が違うけど、横に置いて比べない限り大丈夫だろう。

　ちょっと買いすぎた。結構かさばるかな。

「すみません、買い物の間、預かって貰えないでしょうか」

「はい、いいですよ。良かったら、お宅まで配達いたしますが、いかがしますか？」

「あ、お願いします。門前宿のサトゥー宛あてで」

　沢山買ったおかげか配達代を取られなかった。

　なかなか、サービスがいいね。

　店の人の子供なのか、一〇歳くらいの男の子が、店員さんから受け取った服を配達に行ってくれた。

　次の店では、街中で着るための服を選ぶ。

　今着ている服は上等の魔法の品なんだけど、既製服や街の人を見て回った感じだと、どこか古臭いデザインみたいなんだよね。

「こっちのローブとかどうですか？　威厳が出ますよ」

「ちょっと、ダボダボしすぎですね」

「でしたら、こちらのダブレットは如何でしょう？」

　さっきから、アラサー店員さんが二人がかりで、似合う品というよりは高い品を売りつけようとセールストークをしてくる。色仕掛けなのか、やたらと体を押しつけてくるのはいいが、香水がキツイので嬉しさ半減だ。

「ねぇねぇ、サトゥーさん、こっちのダブレットの方が似合うんじゃない？」

「ああ、いいですね。ちょっと内側のオレンジがキツイですけど」

「二～三年もすれば、色落ちするから大丈夫だよ」

　二～三年って、とか思ったけど、この国では普通なのかもしれない。

　オレは基本的に、コートやスーツを除けば、一シーズン乗り切ったら買い換えていた。

　ダブレットは、大おお雑ざつ把ぱにいうと身体にぴったりとした腰丈の胴衣だ。

　セーリュー市のダブレットは、肘ひじから肩にかけて切れ込みスラツシユが入っていて、そこから内側の布が見える。服によって、袖そでだけか胴体まで切れ込みが入っているかが違うらしい。

　ここに来るまでに見かけた感じだと、チャライ感じのお兄さんが良く着る服のようだ。

「こっちの方が、今年の流行の色なんですよ」

「そうそう、絶対、こっちの色がお勧めです！」

　店員さんたちが勧める服は、マーサちゃんが見つけてくれた服の約三倍の価格だ。値札が付いていないので、相場スキル頼りになるが、間違いないだろう。

　変な肩飾りが付いている上に、緑色とピンクとか、色合いもエグイので強い意思を持って断った。

　うん、この店で買うのは止めよう。

　ぶつくさと文句を言う店員をスルーして、次の店に向かった。

　さっきの店の二軒ほど隣に、洒落しやれた感じのローブを置いている店があったので、寄ってみた。

　紳士服屋というか、商人向けの落ち着いた服が多い。

「へ～、高そうだけど、素敵だね」

「うん、縫製もしっかりしてるし、これなんか良さそうだ」

「ありがとうございます。さすがにお客様が着ておられるユリハ繊維のローブに比べると格段に落ちますが、既製服の中では最高の品質を保証しますよ」

　若い男性店長さんが、自信ありげに製品をプッシュしてくれた。まあ、プッシュされなくても買うんだけどさ。

「もし、お仕立てをご希望なら、中央通りに私の両親が経営する紳士服店が御座いますので、一度寄っていただければ、きっとご満足いただける品をお出しできると思います」

　ふ～ん、親子二代で同じ商売をしているのに別の店なのか。才能があるからか、修行のために別のお店で働いてるとかかな。

　この店では白地に銀糸っぽい糸で刺し繡しゆうがしてある洒落たローブと、商人っぽい焦げ茶色のローブを買った。この店も送料無料だった。なんとなくネットショップの密林を連想しちゃったよ。

　予定の買い物が終わったけど、さっきのお店で紹介して貰った中央通りの仕立て屋さんが気になったので、マーサちゃんと一緒に向かう事にする。




　その店に入ると、人の良さそうな中年夫婦が出迎えてくれた。

　この店は既製服の店と違って、陳列された商品は少ない。五着ほどの見本と幾つかの台に布の見本が飾ってあり、店の半分は商談用の応接セットが二つあるだけだ。

「すみません、堅実な商人っぽい落ち着いた色合いのローブが欲しいのですが」

「いらっしゃいませ。こちらにお掛けください、布の見本を持ってまいります。仕立てはそちらの仕立て台の五種類が、最近の売れ筋になっております」

　旦だん那なさんが応接セットに案内してくれ、見本を取りに奥に入る。

　阿あ吽うんの呼吸で奥さんが紅茶っぽいものを出してくれた。

　オレの隣に浅く腰掛けたマーサちゃんが、借りてきた猫のような大人しさで紅茶に口をつけている。

「これから寒さが増していくので、こちらの厚手の生地にされた方がよろしいかと。旅をされるならローブに合わせた防水外がい套とうもご用意できますが、いかがでしょう？」

　なかなかの品だ。たぶん。

　オレは、衣料品最大手のウニシロなんかで色違いの服を大量に買うタイプなので、売れ筋五種類を全種とそれぞれに合わせた外套も纏まとめて注文した。仕立て終わるまで五日ほどかかるそうだ。

　金貨八枚となかなかのお値段だが、泡あぶく銭ぜにがたっぷりあるので、気にせず購入した。

「凄すごいね、サトゥーさん。商人さんってお金持ちなんだね」

「商人にとっての服は、騎士の剣や甲かつ冑ちゆうみたいなものだからね。お金を惜しんじゃいけないんだよ」

　なんか、合コン命のＯＬみたいな事を言ってしまった。

　実際、内壁の向こうの富裕層エリアを見物に行く時に、それなりの服を着ていないとＴＰＯをわきまえてない気がする。

　ちなみに、今着ている魔法のローブの相場は金貨一〇〇枚前後だった。凄い値段だ。大抵のゲームでもそうだったけど、魔法の品は桁けた違ちがいに高価らしい。

　仕立てた服は、完成後に宿まで配達して貰えるが、三日後に、仮縫いが終わるので、微調整も兼ねてもう一度来店する必要があるそうだ。

　オレ達は、店長夫妻に見送られて店を後にした。




　先ほどの通りもそうだったが、オレのイメージする欧風ファンタジーの町並みより清潔な感じがする。

　動物のフンも落ちてないし、路地の間にホームレスも居ない。

　路肩には石いし蓋ぶたの付いた側溝まで付いているくらいだ。

　ゲームなら当たり前だが、もし夢じゃなく別の世界だとしたら、文明の度合いに比べて衛生観念が発達している気がする。

　中央通りは、東通りと違い露店が疎まばらで、代わりに普通の店舗が並んでいる。通りを歩く人も身なりの良い人が多いようだ。

　帰りの道すがらに、飴あめの歩き売りをしていた男が居たので、マーサちゃんと買い食いした。硬い飴では無く、細い棒の先に茶色い水飴が付いている。麦芽水飴というそうだ。

　食べ歩きながら、通りを行き来する人や荷車に目をやる。

　人力や馬力が主労働力って事は、魔法は機械の代わりをしてくれるほど便利じゃないのかな？

　そういえば荷車を引いている人は、だいたい首輪を付けている。

「首輪が流行はやってるの？」

「ほへ？　ああ、あれは奴隷だよ。隷属の首輪は、反抗的な奴隷とか犯罪奴隷にしか付けないはずだから、奴隷の目印に普通の首輪を付けてあるんじゃないかな？」

　飴を咥くわえていたマーサちゃんが、オレの質問に答えてくれた。

　なるほど、そういうモノだったのか。

　丁度、目の前を馬車が通りすぎる。街中のせいか馬車も人が早足で歩くくらいの速さまで速度を落としている。その馬車は首輪を付けた女奴隷を、一〇人ほど乗せていた。

　その中の一人に目が釘くぎ付づけになる。

　長旅でよれているが、黒髪黒目の大和やまと撫なで子しこ風ふうの日本人っぽい顔立ちの少女だ。北欧風の顔立ちが大多数を占める中で、アジア系は初めて見たかもしれない。

　その少女は目を伏せていたので、目が合ったりとかドラマちっくな展開にはならなかったが、その隣にいた薄紫色のゆるふわ髪の正統派北欧系幼女と目が合った。

　なぜかその幼女は酷ひどく驚いた顔でこちらを見つめてくる。

　いや、そんなに切実な目で真剣に見られても困っちゃう……ごめんなさい、ロリ属性は無いんですよ。

　幼女を長く見ていたせいか幼女の横に名前とレベルがポップアップされる。

　アリサ。レベル一〇。幼女の癖にレベル高っ。

　さらに情報が増えていく。

　一一歳。

　称号：「亡国の魔女」「乱心王女」。

　スキル：不明。

　このへんまで見たところで、馬車が角を曲がり西通りの方へ消えてしまった。

　あからさまにトラブルを呼びそうな称号だ……いやいや近づかないよ？

　絶対にだ！




　　　　◆




「おかえりなさい、マーサさん」

　門前宿に戻ると、小学生低学年くらいの女の子が出迎えてくれた。

　マーサちゃんの妹かと思ったけど、妹なら「マーサさん」とは呼ばないだろう。前に言っていた小間使いの子かな。

「ただいま、ユニ。こっちはサトゥーさん、今日からウチのお客さんだよ」

「おかえりなさいませ、サトゥーさま。お荷物はお部屋に運んでおきました」

「ああ、ありがとう。沢山あったから大変だったろう？」

　お礼を言いながら、ユニちゃんの頭を撫なでる。小さいのにマーサちゃんより、よっぽど言葉遣いがちゃんとしている。

　この国にチップの習慣があるのかはわからないけど、賤貨一枚をお駄賃に渡しておいた。マーサちゃんが、良かったねと言っていたので、問題ない額なんだろう。

「そうだ！　マーサさん、凄いんですよ！」

「どうしたの？」

「さっき、何台もの馬車がお肉を運んでたんです！」

「肉？　げっ、もしかしてワイバーン？」

　ユニちゃんが、鼻息荒く拳こぶしを握り締めてマーサちゃんに詰め寄るのに、マーサちゃんはイヤそうに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「そうです！　こ～んなに大きなのが、何台もの馬車に載せられて来たんです！」

　ユニちゃんが、「こ～んなに」で、爪つま先さき立だちになって手がぷるぷると震えるほど背伸びして必死に高さを表し、「大きな」で手を横に振って幅を表現する。

　何この子、可愛すぎだよ。

　領軍の人達が解体していたワイバーンが届いたのだろう。

「ワイバーンの肉って、そんなに嬉うれしいの？」

「はい！　だって、兵士さんたちがワイバーンを退治したら、領主さまが養護施設にお肉を振る舞ってくださるんです！　お肉ですよ！　お肉！　ああ、何ヶ月ぶりかな～」

　オレの質問に、昭和の子供達のようなリアクションでユニちゃんが答えを返す。

「でも、ワイバーンの肉ってマズイから嫌いなんだよね。それに西通りが凄い臭うから……」

　こんな城じよう砦さい都市じゃ、そうそう肉も回ってこないはずだ。マーサちゃんとの温度差は、普段から肉を食べられる層と食べられない層の違いだろう。

「それより、これ見てよ、ユニ。可愛いでしょ？」

「わ～、ちっちゃかわいい！」

　ワイバーンの話なんて無かったかのように、マーサちゃんが買って貰った髪飾りをユニちゃんに見せて姦かしましい会話を始めた。

　そろそろ部屋に戻ろうと思ったが、その前に風ふ呂ろが無いか尋ねてみよう。

　都市内の衛生観念の高さから、風呂やサウナなんかを期待できそうなんだよね。

「内壁の中に公衆浴場があるけど、あたしら平民には使えないよ。あそこは、貴族様か内壁の内側に屋敷があるような富豪しか使えないの」

　くぅ、ニアピンか。風呂に入るのに身分が必要とは！

　封建社会、許すまじ。

「残念だな。じゃあ、マーサちゃんとかは風呂に入りたい時はどうするの？」

「裏庭に井戸があるから、そこで水浴びだよ。冬は寒いから小月に一回くらいかな。真冬だと風邪をひくから、屋内で沸かしたお湯で体を拭ぬぐうけど、この季節にそんな贅ぜい沢たくな人は居ないよ」

　こんな城砦都市だと、燃料の確保とかも大変なんだろう。

　マップで見ても近くに細い川しか無かったから、水源も地下水頼りに違いない。

　小月は一〇日を指す単位で、一ヶ月は、上小月、中小月、下小月の三つで分割されるらしい。週という単位は無いようで、それに該当する表現が小月のようだった。曜日のようなモノは無いらしい。

　雑談の中でそんな知識を回収していたところに、新規客がやってきた。

「やあ、マーサ、部屋は空いているかね」

「いらっしゃいませ！　はい、空いてますよ」

　商人らしき身なりのアラフォー男性二人と、二〇代後半らしき金髪美女がやってきた。客に対応するマーサちゃんに、身振りで部屋に戻る旨を告げて階段に向かう。どの部屋か知らなかったので、ユニちゃんに案内して貰もらった。

　四畳半ほどの狭い部屋で、ベッドが一つに一人用のテーブルとイスが一セットあるだけのシンプルな部屋だ。

　ユニちゃんに部屋で行水していいか確認したら、部屋が湿気でカビ臭くなるから止めて欲しいと言われてしまった。

　そりゃ、そうだよね。

　購入した服は、全てベッドの上に置いてあったので、とりあえず着替えと水浴びセットを手にとって階下に向かう。

　部屋を出る時に、マーサちゃんに案内されたさっきの客が部屋に入るのが見えた。男性二人は同室だが、女性は別の部屋のようだ。夫婦とかじゃないのか。




　ユニちゃんに教えて貰った木戸を抜けて、裏庭に向かった。

　裏庭は八畳ほどの空間がある。井戸は裏口からそれほど離れていない、ポンプ式ではなく昔の釣つる瓶べを使うタイプのようだ。木製のたらいが二つほど壁に立て掛けてあったので、一つ借りて水を汲くんだ。

　苦労するかと思ったが筋力ＳＴＲのステータスが高いせいか軽々と汲み上げられた。

　それにしても、裏庭と細い裏通りを区切るものが低い生け垣しか無い。

　人通りが少ないけど誰も通らないわけじゃないので、こんなところで水浴びなんかしたら見世物なんじゃないだろうか？

　周りを見回すと、裏口のそばに衝つい立たてがあった。

　そうか、これを使うのか。

　衝立を路地から見えないように置き、水浴びを始める。腰の高さくらいしか無いけど、遮しや蔽へい物ぶつとしては事足りる。

　髪を濯すすいで砂や埃ほこりを落としてから、買ってきた石せつ鹼けんで体を洗う。意外に良い匂いで、肌にも優しいみたいだ。耐久力ＶＩＴが高いせいで、そう感じるだけかもしれない。

　シャンプーやリンスが欲しいところだが、我慢して石鹼で頭を洗う。あまり泡立たないが、汚れは良く落ちるみたいだ。普段はシャンプーだから、石鹼で頭を洗うなんて初めてかもしれない。

　乾いた音が聞こえたので、振り返る。

　裏口が開いて女の人が出てきた。さっきの女性客だ。

　なんとなく、視線が合った。

　彼女は軽く会釈して、井戸で水を汲み始める。

　あれ～？

　男がほぼ全裸で水浴びしてるのに、平然と釣瓶を手繰っている。照れ隠しとかではなく、普通にスルーされた。

　女の人はたらいに水を汲み終わると、おもむろに衝立を置いて服を脱ぎ去り、水浴びを始めた。

　へっ？

　マジですか？　フリーダム過ぎないか？

　オレとの間には衝立があるけど、あるけど！

　ちょっと動くたびに、上半身が！

　いや、推定Ｄカップのあれが、ぷるんぷるんと自己主張するんですよ！

　さすがに先端は手で覆ってるけど、たまに無防備にさらされて……。

　いかんいかんＤＴじゃあるまいし、ガン見してた視線を意思の力を振り絞って引き戻して体を洗うのを再開する。

　元気な下半身よ、自重しろ！

　ちらっと見えた女性の横顔が、してやったりな感じの余裕のある表情だったのが！

　やっぱ、大人な女の人っていいよね!!

　……ＡＲ表示で見る限りオレより年下だけどさ。

　さて、眼福だったけど、行水の終わったオレがいつまでも居たら犯罪臭がするので退散しよう。

　清潔になった体をささっとタオルで拭って……水はどこに捨てればいいんだろう。

　排水溝なんてないよね？

「水は植木にでもかけておけばいいですよ。植木の下に排水溝があるそうですから」

　キョドっていたのが哀れに思われたのか、女の人が教えてくれた。オレはお礼を言って水を始末して部屋に戻った。

　戻る時に、チラ見したのは大目に見て欲しい。男の本能なんだよ。




　部屋に戻り、さっき買ってきた茶色い落ち着いた色のローブに着替える。

　インナーは水浴びの時に着替えていたので、そのままだ。今頃気が付いたが、靴下を買うのを忘れていた。

　足が蒸れてもイヤだから、サンダルに履き替える。やっぱり楽だ。

　仕事中は基本スリッパだから、長時間靴を履いたままだとヘンな感じなんだよね。




　階下から良い匂いがしてきたので、そろそろ夕飯の時間かな。

　食事の前に、ちょっとトイレへ。各部屋には無く共同だった。

　ここのトイレは、汲み取り式というか、昔懐かしいボットン便所だ。流石さすがに、田舎の爺じいさんの家でも現物を見た事は無い。ある意味ファンタジーだ。

　まったく嬉しくないけどね。

　事後にトイレットペーパーを探すがもちろん無い。宿帳に使うくらい紙があるみたいだから期待してみたのだが、流石に贅沢だったか。

　見回すと手の届く範囲に細い藁わら束たばが積んである。

　まさか、これを使うのか?!

　お尻しりが荒れそうなので、さっき買ってきたタオルの一つを裂いて使う事にした。少々勿もつ体たい無ないが、ここは節約するべきではないだろう。

　ヘンなカルチャーギャップの洗礼を受けたが、きちんと清潔にしてあるので、使うのがイヤになるという事は無さそうだ。




　一階の酒場は旨うまそうな匂いと、楽しそうな喧けん騒そうに包まれていた。

　店内は少し暗いが、柱や天井から下げられた幾つかのランタンの光に照らされてファンタジー感をアップしてくれている。いいね！

「あ、サトゥーさん、呼びに行こうかと思ってたんだよ」

　お盆を持って座席間を忙しそうに移動していたマーサちゃんが、声を掛けてきて、空いている座席の一つに案内してくれた。

「ありがとう。夕飯は、お勧めのヤツで頼む」

「今日はね、猟師さんがおっきな猪いのししを持ってきてくれたから、猪肉のステーキがお勧めだよ。ちょっと高いけど、ぜったい食べた方がいいよ！」

「おう！　確かに絶品だぜ！　兄ちゃん、この肉は食べないと後悔するぜぇ？」

　客が多いのは、猪肉に釣られたかららしい。

　酔客達に勧められるまでもなく、オレの胃はステーキ肉を食べる気マンマンだ。

「じゃあ、その猪肉のステーキと何か野菜料理を頼むよ」

「何か飲む？」

「お茶か果汁、無ければミルクでも」

「ほへ？　水かお酒しか無いよ」

　そっか、酒場だもんね。生水でお腹を壊したらイヤだな。

「それじゃ、弱めの飲みやすいお酒を頼むよ」

「シードルを水で薄めたヤツにする？　高くていいならミードとかワインを薄めたのが美味おいしいけど」

　シードルはリンゴ酒だっけ、あれはワインと一緒で管理が甘いとすっぱくなるんだよね。

　ファンタジー物でよく見かけるミードは、蜂はち蜜みつ酒しゆだ。

　こっちは、そういえば飲んだ事、無いかも。

「ミードを頼む」

「はいは～い。それじゃ、しばらく待っててね。直ぐに用意するから～」

　マーサちゃんは、酔客達がお尻に伸ばす手をくるくると華麗に回避しながら、厨ちゆう房ぼうにオレの注文を伝えに行った。中学生くらいの少女のお尻に手を伸ばすとか、ロリコンが多いのか？

　料理を待つ間、何気なく酒場を見回す。

　商人風のローブの男達や小こ綺ぎ麗れいなチュニック姿の男達が楽しそうに肉をつつきつつビールのような発泡酒を飲んでいる。あれはエールかな？

　酔客達の姿に何か違和感を覚えた。

　はて？　なんだろう？　ぱっと見、ファンタジー映画の酒場のシーンみたいな感じなんだけど。

　そうか！　タバコだ。

　テーブルの上には灰皿も無く、紫煙をくゆらせる人が誰も居ない。精せい々ぜい、湯気が上がっているだけだ。

　そういえば買い物中も、タバコやキセルを吸っている人は居なかった。

　この国にはタバコが伝でん播ぱしていないのかな？

　嫌煙家のオレに優しい国だ。メタボ氏のような愛煙家は、三日で音を上げるに違いない。




　湯気の上がる熱々のステーキを、お盆に載せたマーサちゃんが戻ってきた。

「おまたせ～」

「美味おいしそうだね」

　お世辞ではなく、本当に美味しそうだ。一食で宿代三泊分もするだけはある。

　メインの皿には、サイコロ状にカットした猪肉のステーキに、マッシュポテトらしき白い塊が添えてある。

　ステーキ肉の上には、スライスして炒いためた大蒜にんにくとバジルっぽい緑色の粉が掛かっていて、食欲を刺激する脂の匂いを引き立ててくれている。

　その横には深皿にたっぷり入ったコンソメっぽい色合いのスープだ。

　スープの底には一センチ角くらいの四角くカットした橙だいだい、朱、緑、黄の四種類の野菜が沈んでいる。彩りまで凝っているとは、味も期待できそうだ。

　蜂蜜酒ミードは、素焼きのジョッキにたっぷりと注がれている。

　そして、その横には二センチの厚さにスライスされた黒パンが入った籠かご。やっとファンタジーの定番、黒パン様を食べられるよ！

「冷めないうちにどうぞ～」

　料理を目で楽しんでいたオレが面白かったのか、喜色の浮かんだ声でそう告げてマーサちゃんは仕事に戻っていった。

　さて、まずは野菜スープを飲むか。

　少し大きめのスプーンを深皿に入れると僅わずかな抵抗があった。トロミを付けてあるみたいだ。

　煮崩れしていない野菜をスプーンに掬すくい口に運ぶ。

　スープ自体の味は、見た目通りコンソメっぽい。具材には、よく火が通っていて、嚙かむと抵抗なく砕け野菜の旨うま味みが口に広がる。

　トロミが付いているせいか、飲み下すとお腹がほっこりと温かくなる。冬場は人気が出そうだ。

　さてさて、お次はメインディッシュのステーキだ。

　フォークで刺して口に運ぶ。前に食べた猪肉はもっと鼻につく癖のある味だったけど、この肉は違う。脂少な目で、ちょっと癖があるが、咀そ嚼しやくすると牛とは少し違った野趣溢あふれるパンチのある味が口いっぱいに広がる。

　ステーキが口の中で無くなる前に、黒パンを齧かじる。ちょっと硬いが、言われているほどの硬さは無い。ゴリゴリと音が出るのが楽しいくらいだ。

　ちょっと酸味があるけど、肉と一緒に食べると飲み込む頃には肉の旨味と混ざってたまらない美味うまさを発揮してくれる。思わず次の一口に手が出る美味さだ。

　どれも旨い。この国の食べ物は、美味いものが多いようで嬉しいね。シガ王国を巡るグルメ旅行とかも楽しそうだ。

　五〇〇グラムくらいあったステーキを食べつくし、すっかり忘れていた蜂蜜酒に口を付ける。蜂蜜っぽい黄色い色の酒だ。

　蜂蜜みたいな濃厚な口当たりを予想していたんだが、薄めてあるからかサラサラとした口当たりで飲みやすい。思ったほどキツイ酒ではないようだ。

　蜂蜜酒を舐なめるように味わっていると、マーサちゃんがやってきた。

「あら、もう食べちゃったの？」

「ああ、美味しかったよ」

「まだ余裕があるなら、酒の肴さかなに骨付き肉とか軟骨とかどう？」

　ふむ、まだお腹には余裕があるから注文してみるか。

「ああ、頼むよ。ついでに蜂蜜酒も、もう一杯お願い」

「はいは～い、ちょっと待っててね」

　マーサちゃんを見送り、蜂蜜酒を舐めながら酒場を見回すと、先ほど井戸で会った美女が所在なさげに酒場の入り口で困っている姿が見えた。

　いつの間にか酒場は満席になっていたようで、空席を探しているみたいだ。もしかしたら、一緒に来た商人さん達を探しているのかもしれない。

　彼女はオレと目が合うと、ニコリと微笑んでオレのテーブルの横までやってきた。

「相あい席せき、いいかしら？」

「はい、どうぞ」

　美女の相席を断るなんてオレにはできない。さっきの井戸の行水を思い出して、ちょっと居心地が悪かったが、頑張ってポーカーフェイスを決め込む。




[image: ]「無表情ポーカーフエイス」スキルを得た。




　視界の隅のログにそんなメッセージが出たので、最速記録をマークしそうな手際でポイントを割り振っておく。

　彼女が席に着いたのを見つけたマーサちゃんが注文を取りにやってきた。どうやら、彼女が席を探している時は、オレの注文を厨房に伝えに行っていて気が付いてなかったみたいだ。

「そうね、肉はちょっと。野菜スープと黒パンでいいわ。あとエールをお願い」

「はい、直ぐに持ってきますね」

　マーサちゃんの猪肉プッシュは、菜食主義者っぽい彼女には通じなかったようで、すごすごと厨房に戻っていった。

「泊まり客は少なそうなのに、酒場は凄すごく混んでいるんですね」

「そうですね。あれだけ料理が美味しかったら、これだけ混むのも納得ですよ」

「えへへ～、ありがとう。後でお父さんにも伝えておくね」

　美女の注文分の野菜スープと黒パン、それにエールを持ってきたマーサちゃんが、オレの賞賛に照れたような顔をしている。料理人は彼女の父親らしい。

「サトゥーさんの注文は、もうちょっとだから、これでも食べて待っててね」

　昼に食べたザワークラウトっぽい漬つけ物ものを、サービスだと言って置いていってくれた。

　彼女が「お先に」と言って食べ始める。黒パンをおもむろに野菜スープに浸して、スプーンで上からもスープをかけている。

　ああいう食べ方が普通なのかな？

「何か？」

「すみません、不ぶ躾しつけに見ちゃって。黒パンの食べ方を知らなかったものですから、つい」

　無表情スキルも視線までは誤魔化してくれないのか。

「まぁ。王都か公都のご出身ですか？」

「いえ、遠国の出です」

　地域によって食べ物が違うのかな？

　それに王都はわかるが、公都って何だろう？

「王都や公都だと黒パンを食べないのですか？」

「いえ、平民は黒パンを食べますけど、王都の貴族様や大商人は白パンを食べるそうです。公都ではコメという穀物が主食らしくて、パンは余り食べないそうなんです」

　ふ～ん、米食文化の都市もあるのか。

　そのうち食べたくなったら行ってみよう。普段からジャンクフードやカップメンが多かったから、あまり米が食べたいとか無いんだよね。

　そうだ公都についても聞いてみるか。

　スープでふやかした黒パンを口に運ぶ彼女に、公都について聞いてみた。

「南のオーユゴック公爵の都ですよ。シガ王国建国時に最初に王都があった都市って言われてますね」

「へ～、古都ですか。一度行ってみたいですね」

「そうですね。大河のほとりにある、それは美しい都だそうですよ」

　ほほう、それは良いね。運河に映る星空とか、絶対に綺麗に違いない。

「サトゥーさん、おまたせ～」

「おお、いい匂いだ」

　底が波状になっている皿の上に、五切れほどの骨付き肉が並んでいる。

　これはアバラのあたりかな？　周りの客を見る限りだと、骨を持って肉を喰くいちぎって食べるみたいだ。間違いなく手と口の周りが脂で汚れそうだ。服と一緒に買ったハンカチを取り出してテーブルに出しておく。

　美女の前だし、なるべく口がベトベトにならないように注意して一口齧る。

　圧あつ力りよく鍋なべで煮込んだわけでもないだろうに、骨から肉が簡単に離れる。他の客を見ると悪戦苦闘しているみたいなので、マーサちゃんが良い部分を選んでくれたのかもしれない。

　ハンカチで指を拭ふいて、蜂蜜酒を一口飲む。うん、至福だ。

　美女さんの喉のどがごくりと動くのが見えた。

　特に注意していたわけじゃないけど、視線が鎖骨の方に流れていたので目に入ったんだよね。

　もしかしたら、菜食主義じゃなくて、懐具合で肉を食べなかったのかな？

「お嫌いでなかったら一つ如いか何がですか？」

　そう勧めてみる。彼女は、嬉うれしそうに顔を輝かせた後に、ちょっと躊躇ためらって、結局、食欲が羞しゆう恥ち心しんに勝ったようで「では、お言葉に甘えて」と小さな声で言って一切れ摘つまんだ。

　色っぽいお姉さんなのに、骨付き肉を食べ始めると無言で齧りついている。口に合ったようで何よりだ。

　食べ終わって指の脂を舐め取る仕草が色っぽい。

　ハンカチを持っていない様子だったので、テーブルの上のハンカチを、そっと彼女の方に押し出してやる。彼女は礼を言って受け取り指を拭く。

　食べ足りなさそうだったので、さらに骨付き肉を勧めつつ雑談を楽しむ。

　彼女は、このセーリュー市の出身で、商人と結婚して最近まで王都で暮らしていたらしい。旦だん那なさんが亡くなって、王都から故郷に帰ってきたそうだ。

　一緒に宿に来た商人達は旦那さんの知り合いで、セーリュー市までの商隊に同行させて貰っていたという話だった。

　マーサちゃんに、追加の肴と酒を頼み、彼女の話す王都の話を楽しんだ。




　さて、どうしよう。

　酒を酌み交わしながら、王都や王都からセーリュー市までの道中の話を聞いていたのだが、誤算が二つあった。

　どうやら、レベルの上がったオレの体は酒に強いらしい。多少の酩めい酊てい感かんを感じるが、あっさりと酔いが醒さめるみたいだ。

　スキル欄にも、いつの間にか「酒精耐性」というのが増えていた。飲んでいたのが薄めた蜂蜜酒ミードだったせいか、酒飲み系の称号は手に入らなかったようだ。

　もう一つの誤算は、一緒に付き合って飲んでいた美女が、テーブルの上で酔いつぶれてしまった事だ。

　大学のコンパとかだったら、喜んでお持ちかえりするところだが、亭主が死んで間もない女性の隙に付け込むのは抵抗がある。

　マーサちゃんの手が空いたところで、彼女の部屋まで案内して貰もらってベッドまで運ぶ。お姫様だっこだと、狭い階段を上がれなかったので、背負っていった。

「サトゥーさんって、紳士なんだね」

「そうでもないよ」

　感心するマーサちゃんにお休みの挨あい拶さつをして部屋に戻る。

　背中の感触が幸せでした。




　脱いだローブをストレージに収納してベッドに飛び込む。

　ふう、この宿は当たりだったな。飯は美味うまいし、ベッドは清潔、従業員は可愛いし、隣室は美人。オレの夢らしからぬサービスの良さだ。

　ベッドの思わぬ快適さに眠りに落ちそうだったが、先ほどの美女との会話が楽しすぎたのかなかなか寝付けない。眠気がやってくるまで、なんとなく、この夢の中での出来事を思い返してみた。

　──流星雨で倒したリザードマンやドラゴンの事。

　ドラゴンは見られなかったけど、リザードマンは全米が泣きそうなくらいリアルだった。リザードマン語まで作成するとは、オレの夢も芸が細かい。

　──領軍とワイバーンの戦い。

　ゼナさん達とワイバーンの戦いも、ファンタジーＲＰＧのＰＶ映像に使えそうなくらい激しかった。

　当て逃げワイバーンも、今頃はユニちゃんのお腹の中だろう。

　──セーリュー市の町並みや人々。

　セーリュー市に着いてからは、町並みのリアルさや街行く人たちの衣装のバリエーションに驚かされた。

　何より、貧富の差とか職業別にちゃんと衣服の種類が違ったり、継つぎ当てや靴の汚れなどのディテールが夢とは思えないほど多種多彩だった。メタボ氏もあれくらい気合いを入れて設定資料を作って欲しいものだ。

　──それにさっきの食事。

　初めて飲んだ蜂蜜酒ミードも美味かったし、あの猪いのしし肉にくの美味さは異常だね。初めて食べた黒パンとの組み合わせは最強と言っても過言ではないはずだ。あんな肉は日本でも食べた事無いよ。

　オレの夢もやればできるじゃないか。

　知らない景色や言葉、それに未知の味まで合成するなんて──ん？




　……薄々気付いていたが、やはり、これは夢というにはおかしすぎる。




　最初に違和感を感じたのはどこからだったか。

　町並みのリアルさもそうだが、出会った人達の容姿や思考パターンがオレの知っている物語やゲームと一致するものが少ない。

　それにゼナさんの階級の士爵なんて聞いた事も無い。子爵とは違うようだし、知らない知識から作られた事柄が多すぎる気がする。

　古こ鱗りん族ぞく語ごやシガ国語なんて、その最たるものだ。

　かつて中二病を患っていたオレでも、言語までは創造した事は無い。精せい々ぜい、地球にある言語を適当にツギハギしたものくらいだ。

　それに加えてさっきの食事だ。

　昼間のキッシュは食べた事のあるモノだったし、味も想像の範はん疇ちゆうだったが、蜂蜜酒の味なんて知らなかったし、あの猪肉の鮮烈な美味うまさを想像で合成できるなら、このまま夢の住人になっても良いくらいだ。




　まず、どうしてこんな状況になっているかは、情報が少なすぎて答えが出そうにないので、保留する。夢という可能性も捨てきれないが、とりあえず、ゲームっぽい異世界という事でいいだろう。

　当面の行動方針としては、この世界を楽しみつつ帰還手段を探るスタンスで行こうと思う。

　あくまで主は観光で、帰還方法の探索は従だ。

　もちろん、いつもの日常に帰りたくないわけではないが、せっかくの非日常だ。たっぷりと楽しんで、ゲームクリエーターとしての糧かてにしたいと思う。

　仕事の方は、ＦＦＬのマスターアップは完了しているし、ＷＷも数値調整が残っているだけだ。ドキュメントも完璧に残っているから、メタボ氏ならなんとかしてくれるに違いない。

　無断欠勤で首になるかもしれないが、幸い退職した先輩達には、たっぷりと貸しがある。再就職先には困らないだろう。

　プライベートの方も、彼女に振られて久しいし、田舎の両親は元気で姉夫婦と仲良く同居している。暢のん気きな一家だから、オレが失しつ踪そうしたと聞いても、さほど気に病む事も無いはずだ。

　妹には怒られそうだが、オレが上京する時に部屋が独占できると喜んでいた薄情なアイツの事だ、帰ってから土産話をしてやれば機嫌を直すだろう。

　もし、万が一、元の世界に帰れないとなっても、普通に生活する分には困る事も無さそうだし、生命を脅かす存在も魔王や神様くらいのはずだ。

　大人しく生きている分には、向こうもちょっかいを出してくるほどヒマじゃないだろうし、ささやかに楽しく観光しよう。

　ヘタに対立して流星雨連打とか、大魔王になるフラグが立ちそうで怖い。というか、大量虐殺とかマジ勘弁って感じだ。

　やっぱり平和が一番だよね。







　デート





〝サトゥーです。昔から年下の女の子には懐かれるのですが、いつも友人止まりで恋人になった事はありません。なぜか惚ほれる相手は、必ず年上なんですよね。〟






　部屋の扉を無遠慮に叩たたく音で眼が覚める。

「サトゥーさん、起きてる？」

「ああ、今起きた」

　締め切った窓の隙すき間まから朝日が漏れている。部屋には窓があるが、顔が出せるくらいの狭さでガラスも嵌はまっていない。換気用なのか寝る時は防犯のために閉めるようにマーサちゃんに注意されたのを思い出した。

　簡単に身だしなみをチェックして、扉に向かう。

　一晩経たったのに、ヒゲが生えていない。

　そういえば一五歳の頃のオレにはヒゲが生えてなかった。大学入学後にヒゲが生え始めた時は、嬉うれしくて見せびらかして回ったのを覚えている。

　もっとも当時の彼女に、すぐに剃そられてしまったんだけどさ。

　寝癖も無さそうなので、昨日買った白い刺し繡しゆう付つきのローブを着て部屋を出る。

「おはよう」

「早くしないと、彼女さんが迎えに来てるよ」

　はて？　仕事が忙しくて彼女に振られたのは半年も前なんだが。

　それ以前に、この都市に知り合いなんて数えるほどしか居ない。マーサちゃんと一緒に階下に下りると、魔法兵のゼナさんが待っていた。

「おはようございます！　サトゥーさん」

「おはようございます。今日は可か憐れんな衣装ですね」

　今日のゼナさんは、非番なのか兵士の格好をしていない。

　白いブラウスに水色のスカートで、肩には少し大きな萌もえ黄ぎ色いろのショールを掛けている。少し野や暮ぼったい感じもするが、元がいいので清せい楚そな印象を受ける。

　美少女って得だね。

　確か捻ねん挫ざしてたはずだけど、歩き回っていいのかな？

「足の捻挫は、如何ですか？」

「はい、昨日、ガルレオン神殿の神官様に治療していただきました！」

　おうファンタジー！　神官が治してくれるのか。やっぱり神聖魔法とかなんだろうな。一度見てみたいね。

「き、今日は非番なのでっ。サトゥーさんを、いえ、サトゥーさんに市内を案内しようと思って」

　そんなに力まなくて良いのに。目を回しそうだ。

　小動物のような仕草を楽しんでいたせいか、彼女の顔が不安に曇る。

　おっと、まずい。

「ありがとうございます。ぜひ、案内してください」

「はいっ！」

　オレが案内を頼むと、ゼナさんは大輪の花のような笑顔で力強く応こたえてくれた。

　うん、若さが眩まぶしいね。




　オレは顔だけ洗って、ゼナさんと出かける。

　朝食は、東通りの朝市に出る屋台で食べるらしい。彼女は貴族のお嬢様のはずなのに、その辺は抵抗が無いみたいだ。

　風に乗って、焼ける醬油の匂いが鼻をくすぐる。

「この匂いは醬しよう油ゆですか？」

「そうですよ。王祖ヤマト様がお作りになった二大調味料の一つなんです。諸外国にも輸出しているはずなんですけど、サトゥーさんの故郷には無かったんですか？」

「いえ、久しぶりにかいだので」

「ああ、そうだったんですか！」

　やはり、ヤマトさんは大和と書きそうだ。あと一つの調味料は何だろう？　やっぱ味み噌そかな？

　ゼナさんが手招きする屋台に向かう。

　油で何かを揚げている。あれはコロッケかな？

「おじさん、セーリュー揚げを二つください」

「はいよ。すぐ揚がるから待ってな」

　獣脂から作った油で揚げているのか。臭いがキツイ。

「今日はリリオちゃんは一緒じゃないのかい？」

「昨日、遠征から帰ったばかりなので。リリオは、まだ部屋で寝ています」

　何かの葉っぱに巻かれたコロッケを受け取ったゼナさんが、一個をオレに手渡してくれる。一個銅貨一枚なので、ゼナさんの手が塞ふさがっている間に、コロッケ屋のオヤジさんに支払っておいた。

「もう、昨日のお礼にご馳ち走そうしようと思ったのに」

「いえいえ、セーリュー市まで送っていただいた上に、市内に入る時にお力添えいただきましたから、それで充分ですよ」

　屋台の直ぐ近くの石のベンチで食べる事にする。

　石のベンチは、ちょっと土が付いていたので、鞄かばんからタオルを出してゼナさんと自分の座る場所に敷いてから腰掛けた。

「えへへ、なんだか、お姫様みたいですね」

　恥ずかしそうに喜んで、両手で持ったコロッケを小さな口で啄ついばむように齧かじる。

　その様子を愛めでながら、オレもコロッケを齧った。

　肉無しのポテトコロッケは、わりと美味おいしかったが、油が悪いのか少しくどい感じだ。二つ以上食べたら、絶対に胸焼けすると思う。

「このセーリュー揚げは、リリオの彼氏さんが広めた料理なんですよ」

「へぇ、料理人の方なんですか？」

「いえ、それが料理はできないのに、色々な料理の作り方を知ってる変わった方だったんです」

　ふむ、短絡するのは危険だけど、日本人じゃないかな？

　例のヤマトさんといい、オレ以外にもこっちの世界に来た日本人が居るみたいだ。案外、タンスの奥を通り抜けるだけとか、簡単に行き来できるのかもね。




　先に食べ終わって手持ち無ぶ沙さ汰たのオレのところに、花が入った小さい手提げの編み籠かごを持った小さな女の子が寄ってきた。

「旦だん那な様さま、お花を買ってください」

　幼女は小さな花を差し出した姿勢で止まっている。

　さっきからチラチラと、こちらを見ていたから食べ終わるタイミングを見計らっていたのだろう。幼女なのに良く考えている。

「いいよ、幾らだい？」

「一束、賤貨一枚です」

　賤貨と交換に花を受け取る。

　幼女は嬉うれしそうにお礼を言って、次の客候補に駆けていった。

　花は、そのままゼナさんにプレゼントする。もちろん、コロッケを食べ終わって手を拭ふくのを待ってからだ。

　意外そうな顔をするゼナさん。

　いや、それ以外の選択肢無いでしょ？

「あの貰もらってもいいんですか？」

「はい、貰って貰わないと困ります」

　捨てるわけにもいかないしね。

　ゼナさんはニヨニヨと喜びを嚙かみ締めているような表情を浮かべていた。

　あれ？　そんなに嬉しいものなのか？　まぁ、喜んでくれる分にはいいか。




　口直しに、瓜うりのような果物を食べやすいサイズにカットして売っていたのを食し、醬油を掛けて焼いた茎のようなものに挑戦する。微妙な感じがするが、見た目に反してちゃんと美味しかった。

　だが、次にゼナさんが紹介してくれた屋台は、ゲテモノっぽい雰囲気がある。

「これは竜翼揚げっていうコウモリの翼を揚げて黒味噌を塗ったモノです。昔からあるセーリュー市の名物なんですよ」

　コウモリの翼をドラゴンの翼に見立てているのだろう。縁起がいいとされている食べ物らしい。

　見た目より美味しいというゼナさんの言葉を信じて、二本買う事にした。

「ゴメンよ、お姉ちゃん」

　二人分の代金を支払っている後ろで、ゼナさんの短い悲鳴が聞こえた。子供がゼナさんにぶつかったらしい。

　それはいいのだが、ゼナさんの白いブラウスに、味噌がべったりと付いて台無しになっている。「お母様に借りたブラウスが」とか呟つぶやいて涙目だ。

　昨日のテプタ通りのお店に行ったら、染み抜きとかしてくれないかな。

「あの～？　お困りのようですよね？　まじない士の御用は無いでしょ～か？」

「悪いけど、必要なのは染み抜きをしてくれる洗濯屋さんなんだよ」

　こんな時にオマジナイとか、もっと空気読んで欲しい。

「いえ、あたしは生活魔法が使えるので、その汚れを綺き麗れいにできますです」

　なんだ、そういう職業なのか。

　あまりにタイミングの良い登場が引っかかるが、服の汚れを落として貰う方を優先しよう。

「なら、頼む」

「はい、洗浄魔法と乾燥魔法のセットで大銅貨三枚です」

　値切るのも面倒だったので、言われるままに大銅貨三枚を支払って魔法を掛けて貰う。

「では、まず汚れを落としますね。■■■　■■■■　■■■■■　柔洗浄ソフト・ウオツシユ」

　生活魔法を掛けられたゼナさんが、びしょ濡ぬれになる。

　ブラウスが透けてブラ代わりらしい胸帯が見えるので、鞄から出した大き目のタオルを肩に掛けてあげる。周りの野郎共から落胆の声が聞こえたが、無視だ。

　さっきまで、ブラウスにべっとりと付いていた味噌の汚れが、綺麗に落ちている。

　まさに魔法だ。

「続いて乾かしますです。■■■　■■■■■　乾燥ドライ」

　乾燥機に掛けられたように、ゼナさんのブラウスが乾いていく。

　服が透けなくなったのを確認してタオルを肩から退のける。その時にオレの手も乾燥魔法の範囲に入ってしまったのか、ドライヤーを当てた時のような感触がした。




[image: ]「生活魔法」スキルを得た。




　おお、アレだけで手に入るのか。

　チョロイな、魔法スキル。その分、詠唱が無理ゲーっぽいからバランスは取れているのかもね。

　まじない士の娘さんは、魔法を掛け終わると、人ごみの中に消えていった。

　そうだ、せっかく魔法が使える人が居るんだから、教えを請おう。

　生活魔法とかが使えるようになったら洗濯機やドライヤー代わりになりそうだし、シャワー代わりの魔法もあるかもしれないもんね。

「ゼナさん、魔法の呪じゆ文もんってどうやって唱えているんですか？」

「呪文ですか？」

「はい、どうやって発音しているのか不思議に思って」

「そうですね～、風魔法だと大抵『■■■■』から始まるんですけど、無理に言葉にしようとすると『りゅ～リぁ（略）ラ～るれりら～オ』ってなるんです。でも、初めての人にはまず唱えられないんですよ。暗記までは大抵の人ができるんですけどね」

　ゼナさんは小首を傾かしげて、どう説明したらいいのか思案顔だ。

「……リズム。うん、さっきのゆっくりした詠唱を、リズムを刻みながら歌にするんです。そしてリズムを保ったまま拍子をどんどん早くしていくと『■■■■』になる！　はずです」

　試しに、ゼナさんに教えて貰った最初のフレーズを少し練習してみたが、練習次第で唱えられるようになる気がしない。

「なかなか、難しいですね」

「それは、そうですよ。詠唱は、何年も練習するのが普通ですから」

「ゼナさんは風魔法が使えるまで、どのくらい修行したんですか？」

「本格的に修行をしたのは三年ほどですけど、今になって思えば、日々の生活の様々な習慣が魔法使いになるための準備みたいな感じでしたね～」

　どんな事をしたんだろう？　ちょっとゼナさんの笑顔に陰りというか、苦味が混ざってる。

「魔法史の歴史を子供向けの絵本にしたものの朗読から始まって、音楽に詩吟、滑舌の練習に、腹式呼吸。魔法の流れを感じる遊び道具。習い事から遊びまで全部が、魔法使いとして成長するために組み込まれていたんです」

　なるほど、英才教育という感じか。小さい頃から習い事で、友達とも遊べない子って日本でも居たもんね。

　ちょっと話題の方向性をミスったかも。

「別にそんな風に育てた両親に他意は無いですよ？　魔法を使えるのは楽しいですし、いつか空を飛ぶっていう目標もありますしね」

　ゼナさんもダウン気味の雰囲気を感じ取って、あわててフォローを始める。

「サトゥーさん。サトゥーさんはどうして魔法を練習しようとしているんですか？　商売に役に立つからですか？」

「いえ、宿に風ふ呂ろが無いので、生活魔法があったら屋外で行水しなくて済むかなと思って」

　雰囲気を軽くするために、なるべくバカバカしく聞こえるように言ってみた。

　道化になった甲か斐いはあったようで、ちょっとジト目を向けられた後、ゼナさんが吹き出す。

「あははははっ！　そ、そんな理由で魔法使い目指す人、初めて見ました！」

　そんなに面白いだろうか？

　ゼナさんはツボに入ったのか笑いが止まらないようだ。

「そんなにヘンですか？」

　わりとまともな理由だと思うんだが？　不便なものは便利にしようとするもんだよね？

「ヘンですよ！」

　即答された。

「だって、生活魔法を覚える労力や資金があるなら、家に風呂を作った方が早いじゃないですか？　それに風呂を沸かす労力だって下働きを雇うなり奴隷を買うなりすれば問題無いですし」

　そういうモノなのか～。

　できる事は自分で！　とか思ってたけど、こっちでは労働力を雇うのもその範はん疇ちゆうなのか。人件費も安そうだしね。

　でも、せっかく色々と教えてくれたんだし、入門書を見つけて滑舌の練習から始めてみよう。

　なお、この会話の間に「韜とう晦かい」スキルと「道化師」「紳士」の称号を得ていた。

　ログを気にする余裕が無かったんだよね。




　微妙な雰囲気も払ふつ拭しよくできたので、食べ歩きを続ける。

　次に向かったのは、甘い香りのする甘味エリアだ。

「こっちは甘芋揚げって言って、ふかした甘芋を漉こして作った餡あんを小麦の生地に練り込んで揚げたモノなんです」

　サツマイモっぽい芋を練り込んだ菓子パンか。微妙に和な気配がする。

　甘芋揚げを齧りながら、薄い生しよう姜が湯ゆのような温かい飲み物を啜すする。

「こっちのお店は、リリオが教えてくれたとっておきなんです」

　そう言って紹介してくれたのは、昨日マーサちゃんと食べた水みず飴あめの露店だ。店主のオッチャンは、あの歩き売りの男と同じ前掛けを付けている。

　とりあえず、オッチャンに銅貨を二枚渡して二人分買う。彼は取り出した二本の棒を茶色の液体に差し込んでグリグリ回して取り出す。

　せっかく教えてくれたのに、昨日食べたとか言うのは悪いので、久々に食べた事にしよう。

「水飴ですか。懐かしいですね」

「ご存知でしたか」

　ちょっと残念そうだ。驚いてあげた方が良かったか──反省。

「私の知っている水飴は無色透明なものだったので、はじめは何かわかりませんでしたよ」

「貴族様、無色透明なのは米と砂糖を使った高級品でございますよ。これは庶民向けなんで芋とガボの実と麦芽を使ってるんで茶色なんでございます」

　オッチャンが超反応で割り込んできた。

　誰が貴族か。ゼナさんに言ったわけでもなさそうだし。

「オヤジさん、私は平民ですよ。昔知り合いに貰ったものが透明だったんです。高級品とは知りませんでした」

　だって縁日で二〇〇円だったしね。

　その後も、色々露店を冷やかしながら人ごみを楽しむ。

　今日も勤労に励んでいる門前宿の娘さん達へのお土産に、蜂はち蜜みつを練り込んだ焼き菓子を買っておいた。ゼナさんと一枚ずつ食べてみたがなかなか美味うまかった。きっと喜んでくれるだろう。




　充分飲み食いしたので、今度は雑貨なんかの露店を回る。

　可愛い貝殻や素焼きの瓶を売る店に興味を惹ひかれた。なぜか、貝殻の相場が高かったのだ。

　店主のお婆さんに聞いてみたら、この貝殻は薬の容器という話だった。

「若わか旦だん那な、この軟なん膏こうは良く効くよ」

「どんな効能があるんですか？」

「切り傷やアカギレなんかに良く効くんだ。使用人なんかに配ってやったら、馬車馬のように働くようになるよ」

　皺しわくちゃの老店主の手は、確かに門前宿の女将おかみさんよりもひび割れが少ない。

　美味おいしい料理を食べさせて貰ってるんだし、お土産に買ってみようかな。高いといっても銅貨数枚だしね。

「では、五つほど貰っていきますよ」

「なら、銅貨一五枚のところを一二枚にしてやるよ」

　おいおい、それじゃ、相場より安いだろう。

　そのまま買い取ろうとポケットからお金を取り出そうとしたオレの手を、ゼナさんの細い手が止めた。

「お婆様、それは少し高いです。前に来た時は一つ銅貨二枚だったじゃないですか。五つも買うんですから九枚にしてください」

　おお、ゼナさんがにっこり笑いながら無茶な値切りをし始めた。

「男連れだから気が付かなかったけど、あんたリリオと一緒に居た子だね。銅貨一〇枚以下にはできないよ」

「じゃあ、こっちの小さいのを三つ付けてください」

　値段を下げられないと判断したゼナさんが、買おうと思っている軟膏の横にあった小さめの貝殻を指差してオマケに付けさせようとしている。体積的に見て小三つで、大一つ分くらいの容量はありそうだ。

「まったく、リリオのマネなんかしてると婚期が遠のくよ。小さいのを一個付けてやる、それ以上は負けないよ」

「はい、それでいいです」

　婚期のところでゼナさんの頰がピクッと動いたが、にこやかな表情を保って値切りが完了した。まだ一七歳なんだから、婚期を気にするのは気が早いと思う。

　お婆さんは、手際よく貝殻を葉っぱで包んで、何かの細い植物の蔓つるで作った紐ひもで縛って固定してくれる。

　そのままだと、持って帰るまでに鞄かばんの中を汚しそうだもんね。

　値切ってくれたゼナさんにお礼を言って、軟膏の貝殻を一つプレゼントした。

　元々、プレゼントの予定だったんだよね。




　露店の端まで来たので、今度は別の場所を案内して貰もらう事になった。

「本当にこんな場所がいいんですか？」

「はい、風が気持ちいいですよ」

「うふふ、そうですね」

　ゼナさんが、くすくす笑いながら眼下の景色を眺める。

　ここは、市壁の塔の一つだ。露店通りの端から、近くに見えたので連れてきて貰った。一応、軍事施設なので、魔法兵のゼナさんが一緒じゃないと見学できない。

　ゼナさんは、わりと有名らしく、私服なのに問題なく入らせて貰えた。

「でも、頼んでおいてなんですが、軍事施設に部外者を入れて良かったんですか？」

「はい、セーリュー市のような田舎の都市を攻めてくるのはワイバーンくらいですから。近隣の小国が攻めてくるなんて、ここ数百年ありません。亜人との間に戦争があったのだって、一〇年以上も前の事ですから」

　ふ～ん、セーリュー市にいる亜人奴隷は、その頃の捕虜とかなのかな？

「ゼナさん、あの風車は何の施設なんですか？」

「あれですか？　粉挽ひき用です。ワイバーンが襲ってきたら、砲台に早変わりです」

　砲台って、街中だよ？

「あんな場所から大砲を撃ったら民家に被害が出ませんか？」

「砲弾もありますけど、ワイバーンに撃つのは網とか空砲ですから」

「なるほど、追い立てる用の施設なわけですか」

「はい、向こうの方に見える荘園の方に追い込んで、撃げき滅めつするんです」

　それはそれで畑が荒れそうだけどね。

　オレがよほど興味ありそうに見えたのか、風車と荘園にも案内して貰える事になった。

　後で頼もうと思ってたのでラッキーだったよ。




　最も寄よりの風車に行く途中に、パリオン神殿があるというので寄ってみた。昨日、怪しげな演説をしていたのはザイクーオンだっけ。ゼナさんが治療して貰ったのがガルレオンって言ってたし、神様は最後にオンが付くのかな？

「あ、見えてきましたよ！」

　露店通りから何本か離れた通りにパリオン神殿があった。

　結構大きい。九〇〇坪くらいだろうか？　だいたい、民家三〇軒分くらいの敷地だ。

　外側の塀が、そのまま建物の外壁になっているらしい。石のアーチで作られた入り口を入ると、駐車スペースと開け放たれた状態で固定されている入り口が見える。

　駐車スペースには、高そうな馬車が止まっていた。偏見だが、金満聖職者の香りがする。

　ゼナさんに手を引かれて神殿内に入る。

　建物の中は、奥行き一〇メートルほどの天井の高い部屋になっていた。部屋の奥には垂れ幕と、聖印らしきシンボルが置かれており、数人の神官と、子供連れの商人みたいな人が何やら洗礼の儀式っぽい事をしている。

　天井には、ステンドグラスこそ無いが明かり取りの窓があり、壁の上半分には、剣を持った騎士と角の生えた悪魔が戦う壁画が描かれている。デッサンが微妙だが、妙に迫力のある絵だ。

「あれは、魔王と初代勇者様の戦いの姿です」

「へぇ、てっきり騎士かと思いました」

「あの青く光を放っているのが聖剣なんです。騎士様の絵画だと魔法剣を持っていても赤く光る剣として描かれているので見分けは付き易いですよ」

　そういえば、オレが持っている聖剣も最初は青い光を出してたっけ。でも、それも最初だけで、途中から光らなくなったんだよね。

「聖剣は勇者以外が持っても青く光らないのですか？」

「聖剣に認められれば青い輝きを放つはずです。王祖ヤマト様が残された聖剣ジュルラホーンや護国の聖剣クラウソラスも、後世では勇者の称号を持たない方が帯剣していたはずです」

　ふ～ん、「聖剣に認められれば」か。

　勇敢さには自信が無いから認められる気がしないね。でも、クラウソラスは有名だから知ってるけど、ジュルラホーンは聞いた事が無いな。

　そういえば、称号も色々と手に入ってたっけ。竜を倒していたんだし、勇者の称号でもゲットしていないかな？

　そう思って称号欄を調べてみたら、意外な称号があった。




　──「神殺し」だと？




　オレは慌ててログを再チェックする。幸い、まだログが流れて消えたりしていないようだ。

　流星雨で敵を倒した通知の合間に、「称号～を得た」というメッセージも混じっていた。

　称号は「蜥蜴とかげ人ひと殺し」や「竜殺し［下級］」「竜殺し［成竜］」「竜殺し［古竜］」「竜殺し［天竜］」などが続いている。称号は「～殺し」だけでなく「～の災い」「～の天敵」のようなものもあった。

　そして、その最後に──
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　──と出ていた。

　アナタハカミヲシンジマスカ？

　そうか、流星雨って神をも殺すのか。そっか、殺すのか……。

　焦って三発撃っちゃったけど、一発で止めてたら、怒った神様に逆襲されていたかもしれなかったのか。結果オーライという事にしておこう。




　オレがそんな事実に愕がく然ぜんとして沈黙してしまったところに、後ろから涼やかな声をした少女が会話に割り込んできた。

「聖剣を使えればいいというものではありませんよ。魔王と戦えるのは、幼き女神パリオン様の呼びかけに答えた勇者様だけです。神より授けられた聖剣を振るう勇者様の前には、魔王といえど膝ひざを折るしかないのですよ」

　振り返ると、朱色を基調にした洋風の神官服を着た少女が立っていた。

　瞳ひとみの色素が薄いせいか、どこか存在感まで薄く感じてしまう。彼女は他の神官とは違う服装だ。偉い人なのかな？

　彼女の顔の横にＡＲ表示で、情報が羅列されていく。

　うん、便利。

「巫女みこオーナ様！」

「お久しぶりです。マリエンテール家のゼナ。弟君は息災ですか？」

「ええ、来年には家督を継ぐので、必死で勉強しております」

「そうですか、何か困った事があったら遠慮なく頼ってきなさい」

「はい、ありがとうございます」

　巫女さんと話していたゼナさんが振り返って、彼女の事をオレに紹介してくれた。

「オーナ様は、伯爵様のご令嬢で、私の母が乳母をしていた関係で弟の事を気に掛けてくださっているんです」

　なるほど。令嬢は、ゼナさんの弟君に好意があるんだろう。わざわざ近況を聞くためだけに、話しかけてきたみたいだしね。

「はじめまして、行商人のサトゥーと申します」

「パリオン神に仕える巫女オーナです。ゼナが言っていた出自は忘れてください。巫女に世俗の階級は無意味ですから」

　坊さんの出家みたいなものなのかな？

　彼女はゼナさんより年下なのだが、落ち着いているせいか娘を愛めでる母のような雰囲気がある。

「でも、安心しました。魔法の修行にしか興味の無かったゼナにも、ようやく春が訪れたようですね」

「ち、ちがっ、違うんです～。サトゥーさんとは、その、出会ったばかりで、あの」

　ゼナさんは、恋愛事に不慣れなのか、巫女さんの言葉に動揺してわたわたと言い訳を始めている。

　好意はあるけど、恋愛感情とまではいかなくて、でも、否定されるのはイヤ、という思春期らしい感情を持て余してそうだ。

　いや、初々しいというか、学生時代を思い出すねぇ～。




　巫女さんともう少し話したかったのだが、入り口の方で騒ぎが起こったので、中断を余儀なくされた。

「神官様、ボリルの大旦那が危篤なんです。後生ですから、往診してやってください」

「ボリル殿ですか、私達のような平ひら神しん官かんでは彼の病を抑える事はできません」

「なら、巫女様を！」

「ボリル殿の屋敷は西街ではないですか！　あんな娼しよう館かんが並ぶ場所に神託の巫女様をお連れするなど、できるはずもありません！」

「そこを曲げて！」

　神官と駆け込んできた男性が、言い争いをしている。

「ゼナ、急患のようなので、これで」

　巫女さんが、そう告げて、神官と男性の方へ向かった。

「行きます。馬車を用意なさい」

　さっき娼館がどうとか言っていた人が、憤慨しているが、巫女本人の意向の方が強いのか止める事ができないようだ。

　憤慨神官さんが、小声で巫女さんと会話するのが聞こえてきた。盗み聞きはマナー違反だけど、聞き耳スキルをオフにするのを忘れて聞き入ってしまった。

「オーナ様、先ほどの神託を伝えに伯爵様のところに行かなくて良いのですか？」

「それならば、神官長に任せてあります」

「ですが、神託が『ザイクーオン神殿に災いあり』となれば、彼らの神殿がある西街に赴くのは危険ではありませんか?!」

「ボリル殿の館は神殿から離れています。大丈夫でしょう」

　ザイクーオン神殿か。確か、東街で辻つじ説せつ法ぽうしていたデブ神官長のところだったはずだ。

　信徒集めのために何かやらかすのかね？

　まあ、暴動でも起こりそうなら近づかなければいいだろう。ゼナさん一人くらいなら、抱えて屋根の上にでも避難すればいいしね。




　ゼナさんと、神殿を出て町の散策に戻る。

　欧州の下町っぽい町並みを、地味可愛い娘さんと散策するのはなかなか楽しいもんだ。

　この都市には、一定間隔で公園や広場、共同の井戸なんかが配置されている。

　そんな公園の一つに隣接する通りを歩きながら敷地内を眺める。

　草が短く刈り込まれた広場では、幼児を連れた老夫婦がベンチで休憩していたり、一〇人ほどの若者が武道の練習をしていたりする。公園の草は、芝生かと思ったが雑草みたいだ。

　ゼナさんが何かを見つけたようで、公園に生える大きな木の根元に駆け寄っていった。

「どうかしましたか？」

「サトゥーさん、これ見つけちゃいました」

　彼女が両方の掌てのひらで掬すくうように持ち上げたのは鳥のヒナだった。

　ヒナを掲げる木漏れ日の下の美少女か、写メっておきたいくらい絵になるね。

「木の上に巣があるみたいですね」

　う～ん、枝まで二メートル半ってトコか。ジャンプできない事も無いけど、ちょっと人間離れしすぎるね。枝に摑つかまって懸垂で体を持ち上げればいいか。

「あの、サトゥーさん、お願いできますか？」

　おずおずとゼナさんが頼んできたので、快く了承する。

　もともと、その気だったしね。

　ヒナを受け取って、まずは枝に摑まる。そのまま片手懸垂で体を持ち上げ、足を枝に乗せて体を枝の上に上げた。ヒナを潰つぶさないようにしないといけないから大変だ。

　ヒナの巣は、二つほど上の枝の付け根だったが、さほど苦労する事無く返す事ができた。ヒナを巣に戻す時に親鳥に威嚇されてしまったので、クチバシを精一杯開けて餌をねだるヒナ達を堪能できなかったのが少々心残りだ。

　帰りは両手が使えたので、楽々と移動できた。最後の枝から降りる時は、一度、枝にぶら下がってから降りるのを忘れない。

　だって、そのまま飛び降りたら、ゼナさんを心配させちゃうからね。

「サトゥーさんは、本当に身軽ですね」

「いえ、それほどでもありませんよ」

　ゼナさんの賞賛を受け流しながら、雑談に戻る。雑談の中でわかった事だが、さっきの「お願い」は、ゼナさんが木に登るためにオレに持ち上げて欲しかったそうだ。

　勘違いして良かった。淑女がスカートのまま木登りは、ＮＧですよ？　ゼナさん。




　若者達の訓練風景を眺めながら、ゼナさんに話を振る。
















「ゼナさん、領軍の訓練ってどんな事をするんですか？」

「そうですね～、兵士の訓練なんてどこでも一緒ですが、魔法兵だと魔力を切らさないように配慮されてますね。魔法兵の過半数は、全力で魔法が使える状態を維持しています」

　訓練を分散しているのか。

　確かに魔力切れの魔法使いなんて役に立たないしね。

「魔法兵や魔法使いは属性ごとに求められる役割が違ったりします。軍以外の人に話すと意外な顔をされるんですが、火属性以外は直接攻撃する魔法をあまり使いません」

　確かに火責めとか火は攻撃向きだよね。

「私の風は、矢を防ぐ風防御ウインド・プロテクシヨンとか攻こう城じよう鎚ついを防ぐ気壁エア・クツシヨン、他にも指示伝達に使う風の囁きウイスパー・ウインドなんかが重宝されますね。飛行フライで上空からの偵察とかも良さそうですけど、伯爵領に飛行フライが使える人は居ないんですよね」

　そういえばゼナさんの目標は飛行フライで飛ぶ事だったか。

「飛べるようになったら、その時は空のデートとかしてみたいですね」

　冗談で言ったんだが、ゼナさんは首まで赤くして「き、期待しててください！」と嚙かみながら言ってくれた。

　可愛いんだけど、悪い男にだまされそうで心配だ。




　公園を抜けて直ぐのところに風車の塔があった。

　塔の上には上がれなかったが、一階の粉こな挽ひき場は見せて貰もらえた。

　金属で補強された太い柱が、豪快にごうんごうんと回る姿は、なかなか心沸き立つものがある。

　でも、普通に風車だな。ファンタジーなら、精霊が踊りながら粉を挽くくらいはして欲しいよね。

　ちょっと疑問に思ってゼナさんに聞いてみた。

「魔法で粉を挽いたりしないんですか？」

「できるでしょうけど、風車の方が楽ですよ？」

　何を言ってるの？　みたいな顔で返された。ですよね～。




　次の目的地の荘園は、歩いていくと少し遠いので、中央通りで辻馬車を拾った。市内なら距離に関係なく大銅貨一枚で乗せてくれるらしい。

　辻馬車は屋根が無く、腰の位置が歩く人の肩くらいの高さなので、観光という用途にとても向いていた。

　馬車は小走りの人くらいの速度でゆったりと市内を進む。

　美少女と一緒に異国情緒溢あふれる街をドライブとか、なかなかいい気分だ。これが色っぽい巨乳美女とかだったら最高だが、それは高望みが過ぎるだろう。

　馬車はメインストリートを抜け、北の職人街に進む。

　職人街に入ると、どことなく筋肉質な感じの頑固っぽい印象の人達が増えてきた。

　工房や工場みたいな建物の間を抜け、材木置き場を通りすぎると内壁の前に出た。しばらく西に進むと西端の外壁と内壁の間の狭い道があり、その先が領主の荘園みたいだ。

「ここを抜けると、荘園まですぐですよ」

「両側に壁が迫って来てて、見上げるとなかなか迫力がありますね」

「はい！　頼もしいですよね！」

　ゼナさんが、両手を握り締めて詰め寄ってくる。

　そのタイミングを狙っていたように、馬車が揺れた。恐らく小石に乗り上げたのだろう。

「キャッ」

　バランスを崩して、オレの胸元にぽふんと飛び込んできたゼナさんを受け止める。

　この前の鎧よろい姿すがたの時とは、柔らかさが違う。胸は悲しいほどストレートだが、女性らしい柔らかさは健在だ。

　できれば、もう五年ほど育ってから抱きしめたいね。

「大丈夫ですか？」

「は、はい！　すみません。すぐ、離れますからっ」

　ゼナさんが、慌ててオレから離れる。そんなに恐縮しなくていいのに。

　一瞬、御者さんが、ニヤリと笑った気がする。もしかして、ワザとか！　なかなかカップル思いの良い御者だな。




　しばらく進むと開けっ放しの門があり、門番の兵士が居る。御者は兵士に軽く会釈すると門を潜って荘園に入った。

　都市の食料を賄うには狭すぎる気がするが、領主専用の畑にしては広すぎる気がする。

　農道をゆったり馬車が進む。

　農作業している人達に目をやると、何かを収穫中のようだ。望遠スキルで詳細を眺めると昨日見かけたガボの実を収穫している事がわかった。

　市場でも見かけたが、手伝いをしている小学生くらいの子供がやけに多い。

「あの子達は、たぶん養護施設の子供達だと思います。今は収穫期なので街の子供達も働きに来ているかもしれませんね」

「あの子供達が収穫しているガボの実って、美味おいしいんですか？」

「美味しくないです。軍の食事でもたまに出ますけど、匂いがキツイし苦味やえぐみが強いので、とっても不評です」

　ゼナさんが、すっごくイヤそうな表情をしている。

　そんなに嫌いなのか。

「でも、そんなに美味しくないのに、どうしてあんなに沢山育ててるんですか？」

　一面のガボ畑に視線をやりながら、素朴な疑問をゼナさんにぶつけてみた。

　普通に芋とかを育てればいいのに。栄養豊富とかカロリー豊富とかなのかな？

「文官の方が言ってましたけど、通年での収穫量が違うそうです。畑一枚あたりの収穫は少ないくらいらしいですけど、一ヶ月ほどで収穫できる上にめったに不作にならないんですって。それに休耕地を肥やす性質があるそうなんです。ガボの実のおかげで飢える人が激減したそうです」

　なんて便利なファンタジー野菜。ご都合主義にもほどがある。

　たぶん、教えてくれた文官さんの受け売りなんだろうけど、なかなか詳しい解説ですよ、ゼナさん。

「もっとも塀で囲まれた荘園の中でしか育てられないので、農村部の食糧事情は酷ひどいらしいです」

　荘園側の外壁は街よりもだいぶ低い。二メートル半ってところか。

　塀の中しかダメなのはどうしてだろう？　外だと育ちにくいのか、害獣に弱いのか、領主が独占しているのか？　微妙に謎だ。

「何か理由があるんですか？」

「ゴブリンの大好物なんです。ここみたいに塀に囲まれた場所じゃないとゴブリンが寄ってきて瞬く間まに食い荒らされちゃうそうです。だから、市外への輸出もできないんですよ」

　おお、ゴブリンも居るのか！

　ぜひ、一度見てみたい。できれば、安全な場所から。

「勝手に持ち出す人とかも居そうですね」

「もし、見つかったら奴隷に落とされちゃいますよ」

　飢き饉きんとかになったら、奴隷にされてもいいから持ち出す人も居そうだ。




「あれが、抗竜塔です」

　ゼナさんが指差すのは、荘園の中に建てられた一二本の大きな塔の内のひとつだ。街中にある塔みたいに風車の付いているヤツは、見える範囲で二つだけのようだ。

「市内にある塔よりも重量感がありますね」

「はい、こちらは飛竜やドラゴンの襲撃があったときに撃退するための大型の魔力砲が設置されていますから、頑丈な塔なんですよ」

　残念ながら、抗竜塔は天辺に大砲があるので、軍人以外は中に入れないらしい。

　さっきも疑問に思ったけど、こんな所で使うくらいなら都市の外で戦えばいいのに。せっかくの畑が荒れたら、収穫も減るよね。

　そう思ってゼナさんに疑問をぶつけてみた。

「それはここが、元々ワイバーンを殲滅させる為に用意された平地だったからなんです」

　ワイバーンの襲来自体めったにないので遊ばせておくには勿体ないと、当時の伯爵が荘園兼牧場として活用する事にしたらしい。

　なるほど、順番が逆だったのか。

　馬車は、塔を結ぶように作られた道を進む。一本だけ黒く焦げて中ほどで崩れた塔があった。

　近くに測量している人が居るから補修中なのだろう。

「あの塔はワイバーンが壊したんですか？」

「ああ、あれは二年ほど前に、下級竜が襲ってきた時に壊された塔です。その時は、半分くらいの塔が倒されて城にも被害が出たそうです。それでもなんとか撃退できたんです」

「撃退なんですか？」

「さすがに下級でも本物の竜ですから。ワイバーンならともかく竜を倒すなんて無理ですよ。それこそ王祖ヤマト様のような大魔術師とかサガ帝国の勇者様でもないと」

　思わずストレージに目が行きそうになったが、自重する。

　ゼナさんの話は、まだ続いていた。

「下級竜の時はそれで済みましたけど、四〇年前に黒い成竜が襲ってきた時は、まったく歯が立たなかったそうです。信じられませんけど、外壁まで破壊されたそうですよ。荘園の外壁が低いのは、その後に増築したものだからなんですって」

「それで、どうやって撃退したんですか？　やはり勇者が退治してくれたんですか？」

「いえ、牧場に居た山羊やぎを食べ終わった黒竜は、それで満足したのか、悠々と飛び去ったそうです。竜から見た人間なんて、私達から見たアリと同じようなのかもしれませんね」

　そんなに実力差があるのか。

　それなら、竜を倒したオレだったら、世界征服とかできそうだよね。そんな情熱も野望も無いからしないけどさ。

　そうだ、さっきの神殿でも聞いたけど、勇者ってどういう存在なんだろう？

「勇者様ですか？　サガ帝国には勇者召喚という大魔術があるそうなんです。召喚に必要な代償が莫ばく大だいらしくて、六六年周期の魔王襲来以外ではまず行われない秘術らしいです。ヤマト様やサガ帝国の初代皇帝も、勇者召喚で世界を救うために呼ばれた方だそうですよ。素敵ですよね」

　勇者は、召喚されるのか。やっぱり日本人なのかな？　王祖さんは大和として、初代皇帝さんは、嵯さ峨がとか佐賀なのかな。聖剣の名前がエクスカリバーとかクラウソラスだった理由は、この辺にありそうだ。

　そのサガ帝国とやらが、元の世界へ帰還する鍵になりそうだ。忘れないように交流欄のメモ帳に書いておこう。

「六六年周期という事は、次にいつ頃魔王が襲ってくるかわかるのですか？」

「それが、もう魔王がいつ襲来してもおかしくない頃合いのはずなんですけど、未だに魔王が現れたっていう話が無いんです」

　ふむ、とっくに復活しているけど、情報伝達がイマイチで伝わっていないとかありそうだよね。

「単に復活の情報が届いていないとかじゃないんですか？」

「シガ王国やサガ帝国の都市なら、緊急用の報知魔法道具があるので、魔王が出現したらたとえ都市が滅んでも伝わるはずなんです」

　ほう、そりゃ凄すごい。

「それに、魔王が出現する前には、各神殿の巫女みこ様さまに神託が降りるので、事前にわかるんですよ」

　それは本気で凄いぞ。やるな神様！

「魔王に限らず、大きな災害のある時は神託があるんですけど、一昨日の星降りの事は、どの巫女様にも神託が降りなかったそうなんです。『竜の谷の結界壁』の向こうなので、神託が降りなかったのかもしれません」

　ああ、あの結界か。別の神様の神域だから、関知しないとかそんな理由だろう。

「魔王って、やっぱり魔物を率いて襲ってくるんですか？」

「それが、魔王によって違うみたいです。自分だけで戦う魔王も居たそうですが、魔物や魔族の大群を率いて戦いを仕掛けてくる事が多いそうです。人族や亜人を率いる魔王も居たそうですね」

　ふ～ん？　色々なんだな。

「でも、魔王の配下で怖いのは『魔族』ですね。下級でも、この間のワイバーンと同程度の強さがありますから」

「下級なら弱そうに聞こえるのに強いんですね」

「魔族は魔法か魔法の武器でしか傷つけられないので厄介なんです」

「下級というからには、中級や上級もいるんですか？」

「はい、中級は都市一つを簡単に滅ぼせると言われています。目安としては、騎士団や宮廷魔導師団が総出なら討伐できるくらいの強さですね。中級魔族は、魔法も効きにくくなって、弱い魔法じゃ傷つける事もできないんですよ」

　都市一個滅ぼすレベルで中級とか、そんなのと戦う勇者は大変だ。

　でも中級って事は、それ以上も居るんだよね？

「なら、上級は？」

「竜や魔王と一緒です。人間では勝てません。出会ったら、『どうやって倒すか』ではなく『被害を最小限にするにはどうするか』とか『どうやって逃げ延びるか』を考える相手なんですよ」

　さっき聞いた成竜並みだ。

　あれ？　何か忘れてる気がする。なんだっけ？　まあいいや、そのうち思い出すだろう。

　他にも気になっていた事を確認してみる。

「そうだ、魔王と竜ってどっちが強いんですか？」

「竜です」

　おお、即答だ。

「過去に出現した魔王の中でも、勇者様に勝っちゃった強い魔王が居たんですけど、その魔王を倒したのが竜なんです」

「それなら、勇者をわざわざ召喚しなくても竜に倒して貰もらったらいいんじゃないですか？」

「それは無理ですよ。だって、竜は、魔王や魔族と戦うのが楽しいだけで、決して人間のために倒してくれるわけじゃないんです。魔王の被害よりも、竜と魔王が戦った時の被害の方が大きいんですから」

　なるほど、竜が現れる前に神と勇者が協力して、魔王を倒すみたいな感じか。

　流星雨の破壊力を考えると、オレの今の立場って竜のポジションなんじゃないかって気がする。勇者が負けたら、遠くから人知れず流星雨で魔王を倒そう。

　だって、接近戦で魔王と戦うなんてヘタレのオレには無理だもの。




　まじめな話ばかりだと疲れるので、休耕地で草を食はむ羊を眺めながら、お互いの好きな食べ物の話や苦手な食べ物の話を楽しんだ。

　荘園を出た後は、城前広場にある美味うまいと評判のレストランに行こうと話していたんだけど、お昼にはまだまだ早いので内壁の奥は後回しにして西街へ向かった。

　西街にある錬金術の店に寄ってみたいんだよね。

「西街には、あまり裕福でない市民用の店だけでなく、食肉加工所や錬金術などのお店があります。他にもあるんですけど、その……」

　ゼナさんは、そこで恥ずかしがって口ごもってしまった。

　マップで見た限りだと、質屋、金貸し、風俗店なんかもある。奴隷商会があるのもこの通りだ。たぶん、風俗店というか娼しよう館かんとかがあるのを言えなかったんだろう。

　あまりつっこんで聞くと、セクハラになりそうだ。

　食品や日用雑貨などの生活必需品を売るエリアを越えると、いかがわしい感じのお店が増え始めた。

　色っぽいお姉さんやガラの悪そうなオッサンがウロウロしている。

　西通りの広場では沢山の露店が並び、鳥や家畜などのセリが行われていた。よく見ると家畜の脇わきに檻おりに繫つながれた奴隷の少年少女が並べられている。

　これまでも奴隷を色々見てきたけど、こういう扱いを見ると気分が悪いね。

　全員買い取って解放したい衝動に駆られるが、最後まで面倒を見る自信が無いので止めておく。

　広場の前では、商人風の男が奴隷市の告知をしていた。明日の夕方から三夜連続で行うそうだ。

　その広場を抜けると娼館が並んでいる。微妙に時代劇の吉原みたいな感じだ。

　やっぱＨなのは本職のお姉さんが一番だよね。嫌々エッチな奉仕を強要される奴隷より、性風俗に誇りを持ってるプロ相手の方がイイ。

　今夜は綺き麗れいなお姉さんの居るお店に行ってみよう！

　キャバクラっぽい店はあるのだろうか？　泡のお風ふ呂ろよりはＨな会話を楽しむ方が好きなのだが──おっと、恋人じゃないとはいえ、女の子と一緒の時に考えるような事じゃなかったね。反省、反省。




　外壁沿いには、等間隔で広めの公園があるんだが、その一つに沢山の人が集まっているのが見えた。

「ちょっと止めてください」

　人だかりの奥を見ていたゼナさんが、強い口調で馬車を止める。

「どうしました、ゼナさん」

「サトゥーさん、あれを見てください」

　ん？　アレは、いつぞやのデブ神官長じゃないか。

「悪魔の眷けん属ぞくに鉄てつ鎚ついを！　この聖石を眷属に打ちつける事で徳を積むのだぁああ！」

　人々の喧けん騒そうの間から、裏声になりかけたデブ神官長のカン高い声が聞こえてきた。

　遠征した東街で相手にされなかったから、今度は地元の西街か。

　でも、前と違って暴動寸前の雰囲気になっていないか？　巫女が小声で話していた「災い」ってこの騒ぎの事だったのかな？




「善良なる民よ！　先日の天罰ともいうべき星降りを覚えているか！」

「「「おおおおっ！」」」

「「「覚えているぞ！」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　半数以上はサクラか叫びたいだけの人じゃないか？

「さらに！　さらにだ！　昨日、伯爵様の城に魔王の幹部までもが襲ってきたのだ！」

「「「おお神よ！」」」

「「「勇者様お助けを!!」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　ん？　そんな事件があったのか？

　ゼナさんに視線を向けると困った表情が返ってきた。

「昨日、『黒い影が伯爵様の城の周りを飛んでいる』と衛兵の詰め所に駆け込んできた人が居たそうなんですが、見張りの兵や城に居た人々は、誰もそんな姿を見ていないんですよ」

「狂言なんですかね？」

「そんな事をする意味がわかりません。その人も、騒乱罪で城の地ち下か牢ろうに投獄されているくらいですから」

　厳しいな異世界。

「これは神のご加護が薄れているのだ！　徳を積め！　善良なる民よ！　徳を積む事で災厄から守られるのだ！」

「「「神官様！　救いを!!」」」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「徳を！！！」」」

　安いな民の皆さん。煽あおられ耐性が低すぎる。

「徳を積むのだ！　わかるか民よ！　徳を！」

「「「徳を！！！」」」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「教えてくれ!!」」」

　この街の人ってオレオレ詐欺とかネズミ講とかに簡単に騙だまされそうだよね。

「こいつらを見ろ！」

　デブ神官長がのけぞるように広場の奥を指差す。

「こいつら亜人は魔族のできそこないだ、いや魔王の眷属だ！　こいつらに聖なる裁きを与える事で徳が積める」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「コロセ！！！」」」

　おいおい扇動者アジテーター。

「待つのだ！　善良なる民よ!!　殺してしまうと王国の法を犯してしまう。待つのだ！」

「「「どうすればいいんだ神官様！」」」

「「「コロセ！！！」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　叫んでるだけのヤツが結構居るな。

「殺してはならん！　この聖なる石を悪魔の眷属にぶつける事で徳が積める」

「「「神官様！」」」

「「「石をくれ～！！！」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　デブ神官長の指差す先に視線を向ける。そこには三人の獣娘が居た。

　鎖でつながれた犬耳族、猫耳族、鱗うろこ族ぞくの娘達が身を寄せ合って怯おびえている。

「タダではないぞ！　身銭を切ってこそ徳が積めるのだ!!」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「徳を！！！」」」

　お、ちょっと声が減った。

「聖石は一つ銅貨一枚だ。今なら大盤振る舞いで大銅貨一枚で聖石五個を提供しよう！」

　応こたえる声が止む。

　民衆って現金だよね。

「どうした！　善男善女よ！　聖石には限りがあるぞ!!　徳を積むのは早い者勝ちだ!!」

「「「買うぞ！」」」

「「「売ってくれ！！！」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　限定に弱いんだ。

「こちらの弟子達から買うのだ！　並べ！　ちゃんと並ばねば徳は積めんぞ！」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「並べ！」」」

　デブ神官長、なんか精神操作の魔法を使ってないか？

　聖石を買った人々はその石を遠慮無く獣娘達に投げつける。そこにはなんの手加減も無い。

　げっ?!　マジか？

「もう見てられません！　ちょっと、行ってきます。サトゥーさんは、ここで待っていてください」

　ゼナさんが、颯さつ爽そうと馬車を降りて騒ぎの中心に駆けていく。

　見み惚ほれて出遅れた。

「「「亜人をコロセ!!」」」

「「「オオオオオオ！」」」

「「「魔族に鉄鎚を！！！」」」

　鱗族の娘が小柄な犬耳娘、猫耳娘を庇かばっている。

　民衆はヒートアップするが獣娘達を打つ石は疎まばらだ。

　獣娘達に向けて石を投げようと振りかぶる者が見えたので、掌てのひらの中で賤貨を弾はじいて聖石を撃ち砕く。周りの人への誤爆が少し怖かったが、投とう擲てきスキルのおかげか外れる気がしなかった。

　手の中で砕けた石を見て気味悪くなったのか、一時的に聖石を持つ人達の動きが止まっている。

　これでゼナさんが、魔法であの子達を守るまでの時間は稼げるだろう。

　獣娘達の前に割り込むのは簡単なんだが、後で同じ事をされたら意味無いんだよな……。

　獣娘を見ていると、いつものように詳細情報がＡＲ表示されていく。

　これは！

　見つけた情報を急いで咀そ嚼しやくする。




　獣娘を見つめて発見したのは、彼女達の主人の名前。

　それはデブ神官長とは違う名前だった。

　では彼女達の主人は何処に？

　考えられるのは主人がここに居ないか、デブ神官長に逆らえない立場か──デブ神官長の仲間か！
















　最近、情報のＡＲ表示しかしていなかった全マップ探査の本領を発揮する。

　主人の名前をマップで検索。

　いた！　広場の端。木箱の上に腰掛けて広場の騒ぎをニヤニヤと眺めているキツネ目の小男だ。

　ＡＲ表示される情報を検分する。

　小男の名前はウース。三九歳。スキル：「詐欺」「説得」「脅迫」。所有奴隷：「猫」「犬」「蜥蜴とかげ」。

　……ん？　奴隷は種族表示のみで名前は無いのか？

　いや、そんな事はどうでもいい。もっと情報だ！　まだ足りてない。

　所属：「セーリュー市、下級市民」。ギルド：「ドブネズミ」──これだ！　ギルド：「ドブネズミ」で検索！

　構成員五二名。この広場に居るのはウースを含めて一〇名。ウースとその後ろに居る護衛らしき大男を除くと八人が広場でサクラをやっているようだ。

　この場に居ない者も含めて、全員にマーキングしておく。




　さあ行動を開始だ！




[image: ]「暗躍」スキルを得た。




　だが、獣娘の虐待に動揺していたのだろう。オレは重大な情報を見落としていた。時は戻せないが、この時、最初の一歩を遅らせていたなら結果は違ったかもしれない。




　ゼナさんがデブ神官長の前まで辿たどり着いたようだ。

「非道なマネは止めなさい！」

「なんだね小娘！　キサマは魔族の味方か！」

　いつの間にか、『眷属』無くなってるよ。しかも反論しにくい返しするし、扇動者アジテーターの基本は押さえてるな。

「「「魔族の味方をするヤツも魔族だ!!」」」

「「「オオオオオオ！」」」

　ゼナさんが時間を稼いでくれてる間に、まず群衆の中のサクラをなんとかしよう。

「ごまかさないでください！　ザイクーオン神殿は王国の法を犯すのですか！」

「魔族を聖なる石で打ちよう擲ちやくするのの何処が悪いのダ？」

　なんて嚙かみ合わない会話だ。いや、デブ神官長はわかっていて論点をずらしてるのか。

　辻つじ馬ば車しやから降りて、群衆の中に分け入る。満員電車で培った経験と回避スキルの力で群集をすり抜けた。

「「「オオオオオオ！」」」

「そうだ！　その小娘にも石を投げてやれ！！！」

「「「オオオオオオ！」」」

　ゼナさんは事前に風防御ウインド・プロテクシヨンを使っていたようだ。自分だけでなく、獣娘達も守っている。さすがは領軍の魔法兵。

　さて群集が暴徒になる前に片さねば。

　ゼナさんでも大勢に押し寄せられたら危険だ。

　投石をしつつ周りを扇せん動どうしている男ドブネズミの隣に移動する。

　相手を無力化するために格闘スキルを最大まで上げる。スキルの恩恵か、どう攻撃すれば無力化でき、なおかつ殺さずに済むかわかる。

　ただの一撃で男ドブネズミを無力化した。

　一瞬の動きだったので、周りには気付かれていない。貧血を起こした友人を気遣うような演技をして、広場の外まで運んで、路地に捨てる。時間が惜しいので拘束はしない。




[image: ]「演技」スキルを得た。

[image: ]「拉ら致ち」スキルを得た。

[image: ]「暗殺」スキルを得た。




　拉致スキルは使えそうなので最大まで取得。暗殺スキルは取らない。取らないよ？




　広場の中央では別の神官服の青年が、ゼナさんに加勢してきた。

「亜人が魔族など、ザイクーオン神殿というか、貴殿が言っているだけではないか」

「ふん、博愛主義のガルレオン神殿の神官殿か。そんなに獣がいいなら打擲が済んだ後なら前でも後ろでも好きに使っていいぞ」

　うわっ、最悪なセクハラ野郎だな。

　ゼナさんが真っ赤──になってないな。意味がわからなかったのか。そいつは重畳。

「亜人をコロセ!!」

「魔族に鉄てつ鎚ついを！！！」

「「「オオオオオオ！」」」

　論争を行う舞台はゼナさん達に任せて、こちらは害獣ドブネズミ駆除だ。

　二人、三人と順調に昏こん倒とうさせて適当な路地に転がす。落ちてた酒瓶を手元に転がすくらいの手間は惜しむまい。

「わかっているんですか！　このまま民衆の不安を煽って暴動にでもなったら！　ザイクーオン神殿が反逆の首謀者になりますよ！」

「おろかな竜の威を借るトカゲめ！　魔族を殺すなと？　キサマこそ反逆者ではないか！」

「魔族をコロセ!!」

「その小娘も魔族が化けてるんじゃないか?!」

「「オオオオオオ！」」

　半分ほど駆除が終わった。

　群集の叫びもだいぶ減ってきたな。一人やけに大きい声で叫んでるヤツが居る。ドブネズミの一味じゃないみたいだが。とりあえずマークしておくか。

　駆除が終わってから接触しよう。

「同じ西街の皆よ！　不安なのは皆同じだ！　だが、それを弱者に押しつけるような卑ひ怯きよう者ものにはならないでくれ！」

「聞いたか民よ！　ガルレオン神殿はキサマらが悪だと！　徳を積もうと必死なキサマ達が悪だと！」

　デブ神官の煽あおりに民衆が応こたえるが、その声はだんだん小さくなっている。

「魔族をコロセ!!」

「ニセ神官め!!」

「オオオオオオ！」

　よし、あと二人。

　さっくり仕留めて路地に転がす。

　ウースを舞台に上げる前に、大声君に接触して最後の仕込みをしておく。




[image: ]「陰謀」スキルを得た。




「もう止めさせてください。いくら石を投げられても全て防ぎます！」

「キサマ、聖なる行いをジャマするか！　神に歯向かう愚か者メ！」

　デブ神官長が口角泡を飛ばす勢いで叫ぶが、応える民衆の声は疎らだ。その声も一つまた一つと消えていく。

　オレは後ろから、ウースの肩をポンと叩たたいた。

「アンタの出番だよ」

「な、なんだキサマ！　おいバンゼ！　こいつを潰つぶせ！」

　ウースは驚きつつ後ろの大男に顎あごで指示する。だが振り返った先に大男の姿が無く狼ろう狽ばいする。

「バンゼ？　どこ行ったあのウスノロめ！」

「大男なら女と何処かに行ったみたいだよ」

　本当は昏倒させて路地裏に転がしてある。

　ウースの鳩みぞ尾おちを爪つま先さきで蹴けり上げて悶もん絶ぜつさせ、舞台まで連れていく。

「皆、解散するんだ。このままだと本当に領軍が出てきてしまうぞ！　不安があるなら神殿に来い、いくらでも不安や悩みを聞いてやるぞ！」

「キサマ、聖なる行いをジャマするか！　神に歯向かう愚か者メ！」

　どっちも神官じゃん？

　彼らの真ん中にウースを放り投げる。

「おお、ウース殿！　キサマ！　聖なる行いに亜人奴隷を提供してくれた信心深き者になんという事を！　この背教者メ！」

　デブ神官長は、とりあえずスルーだ。

「ゼナさん、お待たせ。そちらの神官様もお疲れ様でした。この男が首謀者です」

「さすがサトゥーさん。身軽なだけはあります！」

「首謀者だと？」

　ちょっと誉めるベクトルがおかしいよゼナさん。

　訝いぶかしげな青年神官に笑顔で会釈しておく。名乗るより先にする事があるからね。

「ゼナさん、魔力に余裕があったら広場に声を届ける魔法を使って貰もらえませんか？」

「はい！　■■■■　■■■■　■■■　■■■　風の囁きウイスパー・ウインド」

　悶絶してるウースを両手で持ち上げてよく見えるようにする。

　ウースの体を遮しや蔽へい物ぶつにして、オレの姿が目立たないように工夫した。

「みなさん、見えますか。この男が黒幕です！　この男がザイクーオンの神官に奴隷を貸し与え、みなさんの不安を煽り、ただの石コロを聖石と偽って、みなさんの大切なお金を騙だまし取ろうとしたのです！」




[image: ]「断罪」スキルを得た。




「金かえせぇぇ！」

　群衆の中から一ひと際きわ大きい声が出る。その声に煽られるように「金返せ」コールが始まる。

「さらに彼の目的は別にあります！　小金が儲もうかるとザイクーオンの神官を利用した本当の目的は！　みなさんを扇動して伯爵に反逆させる事だったのです！　彼こそ悪魔崇拝者の一味だったのです！」

　詐術スキル絶好調！

　小金あたりまでは事実だろう。後ろの二つはただのこじつけ。

　実は、未だにこの男の目的がわからないので揺さぶりを掛けてみたんだ。




[image: ]「冤えん罪ざい」スキルを得た。




　聖石を売るのが目的だった場合、聖石が一〇〇個バラで売れたとして銀貨五枚。亜人奴隷三人の価格とは釣り合わない。相場スキルで見た価格は三人で銀貨六枚だ。あのまま続けていたら確実に奴隷達は死んでいたのは間違いない。

　ね？　計算が合わない。

「ソイツが魔族を陰から操っていたのかぁぁ！」

　あの大声野郎、デブ神官長に不利なように煽れとは依頼したが、ちょっとは空気読め。また暴動になるだろう。




　ん？　魔族？

　そうだ、思い出した！

　この都市に最初に来た時──




『クククククッ』

　両手を後ろに固定して吊つり上げていたウースが籠こもるような声で嗤わらいだす。

　完全に動きを封じられているはずのウースが、黒い腕を振りまわして反撃に出た。

　その毒爪はデブ神官長の体を引き裂く。




　──魔族が一人居たのを見つけていたんだった。




　体の重要な臓器を鋭い爪で引き裂かれたザイクーオンのデブ神官長は、内臓を撒まき散らして即死した。

　目の前で起こった無残な殺人に、リアクションが取れない。

　ショックのあまり、思わずウースの両腕を拘束していた手を離してしまった。

「こ、ごのうでは、なぅんどわ？」

　毒爪を振るった黒い腕は、ウースの胸のあたりから生えている。地面に膝ひざを付いたウースは、血を吐き出しながら自分の胸を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「魔族だ！　みんな広場から避難しろ！」

　一番に自分を取り戻した青年神官が、大声で周りの民衆に警告し、自分も毒爪から距離を取る。そして力強いバリトンの声で朗々と呪じゆ文もんを唱え始めた。

　広場にいた人達は、ウースの胸から生えた黒い腕を見て蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

　毒爪はウースの意思とは関係無く、別の生き物のようにこちらを攻撃しようとするが、ウースが腰を抜かしてへたりこんでいるために、爪が届かない。

「サトゥーさん！　その子達を連れて広場の外に！　私は応援を呼びに行きます！」

「わ、わかりました！」

　なさけない事に、ゼナさんに指示されて、ようやく自分がするべき事が思い出せた。

　とりあえず獣娘達の安全を確保しないと。何のためにデブ神官長と揉もめたのかわからなくなる。

　鎖を引き千切るために力を込めたら、先に杭くいがズボッと地面から抜けた。目もく論ろ見みとは違ったが、とりあえずこれで動かせるだろう。

「危ないから、早く避難しよう。鎖を外せないから三人一緒に丈夫そうな建物の陰にでも隠れてるんだ」

　だが、三人共、その場を動かない。どうも腰が抜けたのとは違うようだ。

「めいれいだから、ムリ～？」

　諦あきらめたような声で猫耳族の子が言葉を紡ぐ。その声が震えている。

「動いたらダメ、なのです」

「申し訳ありません。主人のウース様から『この場所から動くな』と厳命されているのです。動くと隷属の首輪が締まります。どうか、私達の事はお捨ておきください」

　犬耳族の子と背中に血を滲にじませている鱗うろこ族ぞくの娘が、諦めたように首を振る。

　助けは意外なところから来た。

「いけー！　魔族を倒せ！」

　先ほどまで獣娘達を石打っていた人達が、腕の生えたウースに向けて聖石を投げている。号令をしているのは、さっき買収した大声君だ。

　ゴキリと音がしてウースの首がヘンな方向を向いた──思わず目を逸そらしてしまう。

　しかし命の軽い世界だ。迷いなくウースごと魔族を殺そうとするなんて。

　……オレが平和ボケしているだけかもしれないけどさ。

「おおっ！　魔族が起き上がったぞ！　みんな隠れろ！」

　大声君の言葉に振り返ると、倒れたはずのウースだった死体が、体の関節を曲げずビデオの逆回しのように起き上がった。キョンシーみたいだ。

　その体からは黒い靄もやが漏れ出している。

　青年神官に視線を送ったが、まだ呪文の詠唱中だ。長すぎるよ。




『ムシケラ共よ、ジャマな宿主の頭を破壊してくれて助かった。ワテクシ感謝』

　どこか道化のような印象を受ける話し方のせいか、見た目ほどの恐怖を感じない。

「……■■■■　■■■■■　封魔の円陣サークル・オブ・アンチエビル！」

『小こ賢ざかしい。ワテクシ失笑』

　一心に呪文を唱えていた青年神官の魔法が発動し、腕魔族を封じる光の魔法陣を作り出す。

　失笑と言ってるわりに腕魔族は魔法陣から出られないようだ。青年神官は、続けて次の呪文詠唱を始める。

『ぐぬぬぬぬ。人間の喉のどでは魔法が使えぬ！　ワテクシ誤算』

　街の人達は、建物の陰からおそるおそる此方を覗のぞいている。

　ウースの体を引き裂くようにして、魔族の本体が出てきた。

　それは目玉から羽と腕が生えたような奇妙な生き物だった。見ているだけでＳＡＮ値が削れて行きそうだ。

『フシュルルルル～。コレデ喋しやべリやすクなた。ワテクシ感激』

　こっちは聞き取り辛づらくなったぞ。

　それに口も無いのにどこから喋ってるんだ？　目玉の表面をスピーカーみたいに振動でもさせてるのか。

　いや、そんな事はどうでもいい。

　きっとこれが、巫女みこさんの言っていた「災い」だ。さっきの暴動は前座だったに違いない。

　オレは、目玉魔族の方を向く。ＡＲ表示がウースから下級魔族に変わっていた。名前も出ているが普通の文字ではなく発音記号が並んでいる。

　目玉魔族を視界に入れたまま検索すると、ウースの死に伴って獣娘達も『主人なし』に変わった。これでこの子達も動かせるんじゃないか？

「……■■■　聖なる槍セイクリツド・ジヤベリン」

　青年神官から光の槍やりが飛ぶ。

『ワテクシ、笑止』

　目玉魔族が一声吼ほえると、闇やみ色いろの障壁が生まれ光の槍の進路が逸そらされた。

　やはり喋りやすくなっただけじゃなく魔法も使えるようになっていたか。

　もう一度、咆ほう哮こうを上げると、足元の魔法陣が破壊されてしまった。

『先ホドまデの騒ギ、恐怖、不安、偏見、傲ごう慢まん、ジツに好ましい！　ワテクシ満足』

　やばいな、今攻撃魔法が来たら、この子達を守れない。

　ここは、先制するか？　だが、一撃で倒せなかったら、この子達が危なくなる。

　目玉魔族から一際大きく長い咆哮が轟とどろく。

『故に、コノ地に我が主のために巣穴を創ル。嬉うれシかロウ？　ワテクシ勤労！』

　主?!　まさか魔王か？

　目玉魔族を中心に、黒い光の魔法陣が生まれる。

　マズイ。きっと何かの攻撃魔法だ。その場を離れるべく、三人を抱き上げる。

　青年神官も、広場に取り残されていた老人を抱えて避難を始めた。




　そこへ、タイミング悪く、ゼナさんに先導された領軍の兵士達がやってきた。

「サトゥーさん！　援軍です！」

　ゼナさんの体から湯気が上がっている。必死に走ってきてくれたに違いない。

　呼んで来た早さから考えて、彼らはデブ神官長達の起こした暴動を鎮圧に来た部隊なのだろう。ガチャガチャと金属音を鳴らして、兵隊さん達が大盾を構えて魔族を囲むように布陣する。

　努力に水を差すようで悪いが、緊急事態だ。

「ゼナさん！　魔族が何かやろうとしている！　避難して！」

　抱き上げた三人を避難させるか、ゼナさんへの警告を繰り返すか判断を迷っているうちに、事態はもっと迅速に展開してしまった。

　足元の地面が昭和の特撮のように歪ゆがむ。確かに硬い地面のままなのに、暗い紫色の光を放ちながら、歪み、ねじれ、引き伸ばされていき……閃せん光こうが世界を「黒く」染める。




　　　　◆




　光が収まると、そこは洞どう窟くつのような場所だった。

　床からうっすらと紫色の光が漏れているのでなんとか見える。地面はそのままなのに、それ以外が剝むき出しの岩肌になっているようだ。半径一〇メートルほどの空間で、壁の一つに出口がある。

　この場所に居るのは、抱き上げたままだった獣娘三人だけだ。

　ゼナさんはもちろん、近くに居たはずの目玉魔族も居ない。もちろん、ゼナさんが連れてきた領軍の人達もだ。

『ワテクシの主の迷宮にヨウコソ。マダ名前は無いガ、魔物ハ今から創っテあゲル。感謝スルガよイ。ワテクシ、勤勉！』

　どこかから目玉魔族の声がする。テレパシーとかではなさそうだが？

　猫耳娘が天井の一角を指差している。どうもそこにある風穴から声が聞こえているようだ。

『ワテクシの愉悦のタメ存分に恐怖シロ！　殺シ合え！　奪イ合うガいい。ワテクシ、奨励！』

　少し間をおいてから目玉魔族の声が続く。

『諦てい念ねんハ魂ガすかスかになる、ワテクシ嫌悪！

　故に全てノ部屋は、出口へト繫つなガルヨウニシタ。ワテクシ公平！

　希望の後ノ絶望を期待スル。ハゲメ餌ドモ！　ワテクシ激励！』

　……なるほど。

　ゲームでいうところの強制イベント「迷宮からの脱出ミッション」発生！　って感じか。




[image: ]称号「迷宮探索者」を得た。







　迷宮





〝サトゥーです。子供の頃に父親のコレクションだった迷宮モノのゲームに嵌はまったのが、ゲーム業界に進むきっかけだったような気がします。あのゲームで超レアアイテムのカタナを手に入れた時の感動は忘れられません。〟






　マップで確認するが「悪魔の迷宮、最下層」と表示されるだけで、通路は表示されない。

　……さすがに、そう都合良くないか。

　それにしても、シティアドベンチャーみたいな状況から、ダンジョンアタック物に急変なんて、テーブルトークＲＰＧだったらゲームマスターの頭を心配するレベルだよ。

　おっと、そんな事より獣娘達が不安そうにしている。

　まず、こっちのフォローが先だな。

　やはり自己紹介からだろう。

「オレはサトゥー。行商人だ」

「ねこ～」

「犬、なのです」

「蜥蜴とかげです」

　それは名前なのか？

　ウースだけでなく、それ以前の主人からもそう呼ばれていたらしい。

　犬耳娘と猫耳娘は子供の頃から奴隷だったらしいが、鱗うろこ族ぞくの娘は大人になってから奴隷になったらしくちゃんと名前があった。ただし長い上に擦過音の混じる発音しにくい名前だ。

　結局、呼びやすい名前を付けて欲しいと頼まれたので「ポチ」「タマ」「リザ」と付けた。ペット扱いするな！　と怒られそうだが、普通の名前を付けると呼び間違える自信があるので、迷宮を出るまでだし勘弁して貰もらおう。

　リザは蜥蜴のリザードからではなく、本名の最初の二文字をカットしたものだ。

　さて、脱出前に三人の治療からだな。

　鞄かばんからタオルと水袋、それに傷薬の軟なん膏こうを取り出す。マーサちゃん達のお土産用に買ったヤツだが、また今度買いなおせばいいだろう。

「この布と水袋の水で傷口を洗って消毒しろ。その後で傷薬を塗って布を巻いておけ。消毒した時の布を使うなよ？」

　真新しいタオルなどを渡された三人が、困惑している。

　そうそう、初めは普通に話していたが命令口調じゃないと、喋るたびに戸惑われるのでこんな感じになった。昔、親しん戚せきのチビ達の子守をしていた時分に戻ったようだ。

「どうした？　治療している間は後ろを向いておくから安心しろ」

　どうも羞しゆう恥ちではなく、上等な布や傷薬を奴隷に与える事自体が珍しいらしい。

「ありがと、なのです。後ろ向かなくて大丈夫、なのです」

「きれいな布。うれし～」

「その……薬や水は、若わか旦だん那な様さまのために取っておいた方が……その……良いのでは……」

　ポチとタマは貫頭衣の腰を縛っている麻あさ紐ひもを解くと躊ちゆう躇ちよなく裸になって、治療を始める。

　二人とも耳と尻しつ尾ぽ以外は、人族の幼児と見分けが付かない。

　ポチが茶髪のボブ、タマが白髪のショートだ。リザは腰まである赤い色の髪を、後ろで束ねている。

　リザは考えてしまうタイプなのか躊躇していたが、気にせずに使うように「命令」すると他の二人と同じように治療を始めた。

　リザも立派な尻尾と体の一部を覆うオレンジ色の鱗を目にしなければ、人族の女性と区別が付かない。

　見えた範囲では、オレンジ色の鱗は、尻尾の近くと首から肩、肘ひじから指先、膝ひざから爪つま先さきにかけて覆っているようだ。服の上から見た限りでは、胸がかなり残念サイズだった。

　治療が終わるのを見計らって、焼き菓子を三人に配る。焼き菓子といっても掌てのひらサイズのが一人三個だ。十分腹が膨れるはず。ゼナさんと食べ歩きした時にお土産用として買ったヤツだ。

　ポチがよだれを垂らさんばかりに見つめているが、誰も食べない。

「遠慮しなくていいから食べなさい」

　許可を貰ってからしか食べないのか。やっぱり、奴隷は虐げられてるんだな。

「おいし～」

「あ、甘くて、美味おいしくっ」

　ポチが咽むせたので水袋を渡してやる。

「取らないからゆっくり食べなさい」

　微妙に子守な気分だ。

「蜂はち蜜みつを使った焼き菓子なんて……」

　リザがなんか絶句しているが、焼き菓子一つで大げさだ。




　マップをもう一度確認する。やはりこの部屋以外は表示されない。

　魔法の効果がないのか、効果が切れたのか。

　メニューを開いて「全マップ探査」の魔法を使う。これでダメなら、地道にマッピングするしかないか。

　そんな懸念は、すぐに払ふつ拭しよくされ、「悪魔の迷宮」の全ぜん貌ぼうが表示された。この魔法とマップの組み合わせは、便利すぎる。まるでイージーモードだ。

　さて、全てが露あらわになった迷宮だが、平面表示だと把握しにくいので３Ｄ表示に切り替える。ＷＷなんかのウォーゲームだと高低差が重要なファクターになったりするので、３Ｄマップは必ひつ須すだったんだ。

　単に３Ｄというだけでなく、回転もできるので色々な角度から見る事ができる。
















　そうやって、立体で表示したマップだが、迷宮というよりアリの巣という感じに見える。木の根状に分岐した通路の先に部屋があり、そこからまた木の根状に通路が分岐している。

　立体交差したり他の部屋に繫がっていたり間道があったりするのは迷宮っぽい。




　ざっと検索すると、この迷宮の中には人間は一五九名。そのうち七名が亜人、残り一五二名が人族で約四分の一くらいが奴隷のようだ。暴動の鎮圧部隊は五〇名ほどで、三箇所に分断されている。

　ゼナさんもその集団の一つに居るようだ。マップ的には当分出会えそうにないが、兵隊仲間と一緒なら大丈夫だろう。

　むしろ、こっちに来て欲しかった。

　ガルレオン神殿の青年神官は、ゼナさんより離れた位置に居る。合流できるとしたら出口付近か。個人的には死んで欲しくない人材だが、放置しても生き延びそうだから会えたらラッキーくらいでいいだろう。

　連絡手段があったら、全員を地上に誘導できるのに。このやたら便利なメニューにも、プレーヤーチャット機能みたいなのは搭載されていなかった。




　それにしても、目玉魔族が検索に引っかからない。最深部にいかにもな部屋があるから、そこに居るのかと思ったんだが……。

　ヘタに先に倒して迷宮が崩落とかしたらシャレにならないから、こいつも放置だな。

　敵は一〇から二〇レベルの範囲の虫系の魔物が中心みたいだ。

　最初の検索では二〇匹ほどだったのが、検索しなおすたびに増えて、今では一〇〇を超えている。種類も蛙かえるやヘビなどが追加されていた。どの魔物も、「始原の魔物」という称号を持っている。迷宮生成直後に作られた魔物という意味だろうか？　前に見かけたワイバーンは、こんな称号を持っていなかったはずだ。

　ここは行き止まりの部屋のようだが、移動中に挟まれたらマズイな。三人にも武器を用意するか。

　よし、通路の陰で見つけた事にして、適当な槍やりや剣をストレージから出そう。

　そう決めて通路の方に向かうと、三人が慌てて追いかけてきた。

「捨てないで！　何でもするのです！」

「置いてかないで！」

「若旦那様、捨石にされてもかまいません、連れていってください。お願いします」

　必死に引きとめられてしまった。それでも誰も服を摑つかんでこなかったのは奴隷としての経験か調教か？

「不安にさせたね。通路の様子をみようとしただけだよ。見捨てないから安心して」

　なるべく優しく言う。そんな事言われても安心できないとは思うが、言わないよりはいいだろう。

　三人娘が残りを食べ終わるまで待っている間に、鞄から短剣と魔法銃を取り出して装備しておく。

　この魔法銃は、ハンドガンサイズで鉛ではなく魔力を弾丸として撃ち出す武器だ。威力調整が無段階でできる上に、最小威力だと魔力を一ポイントしか消費しないのでコストパフォーマンスが素晴らしい。

　オレの場合、魔力がだいたい秒間三ポイントの早さで回復するので、事実上無限に撃てる。ＦＰＳの初期武器並みの便利さだが、引き金を引いてからコンマ一秒の遅延があるので少し使いにくい。

　三人の中で戦闘系のスキルを持っているのはリザだけだ。

　彼女は「槍」スキルを持っている。流石さすがに鞄から槍を取り出せないので、先ほど取り出した短剣をリザに渡しておく。奴隷に武器を持たせるのが意外なのか、少し躊躇していたが押しつけた。

　オレが前衛を引き受け、リザには背後からの不意打ちを受けた時の対処を頼んだ。リザは自分が先頭に行くと言ったが後ろを任せる。

　レーダーがある以上、不意打ちなんて無いんだが、役割を与えておけば不安も少し紛れるだろう。

　オレ、タマ、ポチ、リザの順だ。オレが命令するまで戦闘に参加しないように強い口調で「命令」しておいた。レベルが二～三なので、ヘタに魔物の攻撃を受けたら一撃で死んでしまうだろう。

　実質、護衛ミッションだな。




　通路は足元も石壁と同じ材質になっている。

　当然発光していた石畳も無いので暗い。幸い数メートルおきに光る石柱があるので、洞どう窟くつの陰影が不気味なものの歩くのは問題無い。

　石柱は腰くらいまでの高さなのだが、イヤらしい事に、光は胸くらいまでしか届かないように工夫されているので天井は真っ暗だ。

　恐らく、不安を煽あおるための演出だろう。イヤな凝り方だ。

　通路が完全に真っ暗だと部屋に籠こもって出てこなくなるから、その対策でもあるのかもしれない。

「タマ、何か通路の先に見えたら小声で教えて。ポチ、何かヘンな臭いや物音がしたら教えて。リザ、後ろの警戒は任せた。でも後ろを気にしすぎて遅れないように」

「あい！」

「はい、なのです！」

「はいっ！」

　まだ不安そうだが、いい返事だ。




[image: ]「指揮」スキルを得た。

[image: ]「編成」スキルを得た。




　ふむ、たぶんパーティー関係のスキルだろう。役に立ちそうなのでスキルポイントを割り振ってみる。

　パーティーメンバーの適切な配置の知識なんかが脳裏に浮かぶ。他にも、互いの位置把握なんかにも補正がありそうだ。




　通路を進むとレーダーに敵影が映った。かなり先だ。

「通路の向こうから血の臭い、なのです」

　顔を暗くら闇やみの向こうに突き出して鼻をスンスンさせていたポチが、そう報告してきた。

　直線距離は近いけど、道なりに五〇〇メートルは先なんだが良くわかるな。

　ポチを誉めて頭を撫なでる。ペットみたいな扱いだが尻しつ尾ぽをパタパタ振っているから嬉うれしいんだろう。

　近づきながら敵をマップ経由で調べる。レベル二〇で特殊能力無し。攻撃は体当たりと嚙かみつき。一匹だけで次の部屋に居るようだ。

　ちょっと思いついて、三人のステータスをメモしておく。経験値欄があったのにはちょっと引いた。ほんと、……ゲームかよ。経験値は％表示なので具体的な数値はわからないが、次レベルまでの目安がわかるのは便利だ。

　マップ内の他の人の経験値は見えないみたいだ。パーティー限定なのか？　それとも何か条件でもあるのだろうか？




　部屋から漏れる明かりが見えてきた。

　三人を待たせて部屋を覗のぞき込む。こちらに気が付いていないのか、巨大な昆虫形の敵が「何か」を無心に食べている。だから……グロ耐性無いって言ったじゃん。

　オレも負けたら、あんな風に食われるんだろうか。レベル差から考えて負けそうにないとは思うが、気が進まない。

　物語の主人公達は、どうしてああも勇敢に戦えるのだろうか。

　風上から流れてくる血の臭いが、オレの惰弱な心を後ろ向きにする。このまま、救助が来るまで、さっきの部屋で籠ろう城じようしていてもいいんじゃないだろうか。

「若わか旦だん那な様さま、僭せん越えつですが、魔物が犠牲者を食べている間に後ろを通り抜けるか、背後から不意打ちを仕掛けるのが良いと思うのですが」

　リザが、おずおずと、そう切り出してくれた。リザだって怖いはずだ。現に、彼女の手足は小さく震えている。

　レベル一桁けたの女の子達でさえ、何をしたらいいか考えられるのに、後ろ向きになりすぎていたかもしれない。だいたい、こんな場所に救助が来るはずが無いじゃないか。




　接近戦は絶対無理だが、遠くから魔法銃で狙い撃つ作戦で行こう。岩をも砕くフルパワーの魔法銃なら、あの巨大な魔物だって倒せるだろう。

　咀そ嚼しやく音おんに耳を塞ふさぎ、魔法銃で狙そ撃げきした。もちろん、威力ゲージは最大にしてある。

　一発目は外れたが、虫の魔物は攻撃されたのに気が付いていないようだ。前に岩に撃った時と同様に、射撃スキルは手に入らなかった。

　魔法銃の弾は、僅わずかに光っているようで、暗い場所だとその軌道が見える。二射目で気が付かれてしまったが、弾道を補正して三射目は、ノテノテと体の向きを変える魔物に当てる事ができた。

　威力ゲージを最大にしていたおかげで、銃弾が命中した後脚は関節部分から千切れ飛んでしまった。そのまま、巨大なカマドウマの魔物を、接近を許す事無く連射して倒した。

　さっきの苦悩が、バカバカしくなるような圧勝だ。
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[image: ]称号「蟲むし殺ごろし」を得た。




　まったく、巨大カマドウマのくせに砂漠以外に現れるとは……。

「すごく、すごいのです」

「つよい～」

　魔法銃のおかげなので、賞賛の言葉がむず痒がゆい。

　ポチとタマは単純にはしゃいでいるが、リザは少し疑問に思ったようだ。

「変わった形の杖つえですが、若わか旦だん那な様さまは魔法をお使いになられるのでしょうか？」

「これは魔法の武器なんだよ。誰にも言わないようにね」

　一応、釘くぎを刺しておく。リザは神妙な面おも持もちで頷うなずいたが、ポチとタマは「あいっ」と嬉しそうに応こたえたので、迷宮を出る時にも言い含めておかなければ。

　カマドウマの千切れた後脚は、中ほどから先が竿さおというか槍のように見える。普通の昆虫とは違い途中からどこか人工物のような印象を受ける。

　そうだ、これで即席の槍ができないかな？

　まず後脚の棒状になっている場所を、魔法銃で撃って切断する。

　このままだと、足先の爪の部分がぐらぐら動くので、鞄かばん経由で木片と革かわ紐ひもを取り出して動かないように固定する。切断面から緑色の体液が出ていたので止血した時に使った布を再利用して縛っておいた。
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　相変わらず、イージーに手に入るな。

　先ほどの槍は一度敵を刺したら分解しそうなので、今度は武器作成なんかのスキルを最大まで獲得してから、もう一度槍を作る事にした。

　昆虫学や魔物学、それに武器作成スキルが与えてくれる知識を利用して、カマドウマのもう片方の後脚に短剣で切れ目を入れて、力ずくで引き抜く。

　うげっ、この感触は気持ち悪い。

　引き抜いた槍状の後脚を短剣で削る。この短剣も魔法の品らしく、領軍の兵隊さん達が使っていた武器とは比べものにならないくらい切れ味が鋭い。

　さっきは木片と革紐で補強した穂先を、今度は本体の一部を使って固定する。

　固定する時に接触面を削り生体組織同士を合わせる事で、魔物の旺おう盛せいな再生力を利用して融合させるらしい。死んだ生き物でできるのかは微妙だと思うのだが、スキルのもたらす知識通りに試してみたら、本当に融合したみたいだ。

　念のため、革紐で縛ってさらに補強しておく。

　ちょっとゲームちっくな感じもするが、最初の即席槍とは比べものにならないくらいの攻撃力の槍ができたので良しとしよう。




　完成したカマドウマの槍をリザに渡そうとして振り返ったのだが、リザはカマドウマの頭部と背中の接合部分に、短剣を突き立てて何か作業をしていた。

　……腹が減ったのか？

「リザ、そんなの食べたら腹を壊すぞ」

「ち、違います。魔物なら魔核コアを持っているはずなので、回収しようと思って……」

　魔核コア？

「魔核って何だい？」

「魔核はお金になります。魔物の中に必ずあるもので、行商人に渡したら色々なものと交換してくれるのです」

　リザの答えは聞きたい内容とは微妙に違ったが、Ｗｉｋｉレベルの回答を期待するのは間違いか。

　リザが魔物から緑色の血で汚れた玉を取り出す。拳こぶしくらいの大きさの赤い玉だ。濁った赤なのでお世辞にも宝石のような用途には使えないだろう。

　戻ってきたリザに、鞄から取り出した麻袋を渡す。さらに、あまり綺き麗れいでない余り布も渡して血ち糊のりを拭ぬぐわせた。

「魔核はこの袋に入れておけ。それと、この槍を使え」

　袋はポチに持たせ、カマドウマの槍をリザに渡す。リザの持っていた短剣はタマへ。装備の交換とか、まさにＲＰＧちっくだ。

　短剣を受け取ったタマが、鎖を持つ手を持て余している。首輪の鎖がジャマなのだろう。

　そうだ、これで切るか。

　リザを呼んで首輪に繫つながっている鎖を横に引っ張らせて、それを威力最小まで絞った魔法銃で撃ち抜いて切断する。

　ポチとタマのも同じように切る……が二人とも怖かったのか耳がペタンとなっていたので、ゴメンねと謝りながら頭を撫なでてやる。

　鎖は袋に入れて魔核の袋と一緒にポチに預けた。

「リザ、次の敵から魔核を回収する時はポチとタマに交互にやらせるから、場所とやり方を教えてやってくれ」

「はい、わかりました」

「わかった～、なのです」

「あい～」

　皆、やる気のようでなによりだ。

　あと、ちょっと気になったのでポチに問う。

「そうだポチ」

「はい、なのです」

「無理に『なのです』を付けなくていいぞ？」

「です付けないと折せつ檻かんされる、なのです」

　なるほど処世術かと思ったら刷り込まれていたのか。仮かり初そめの主人役だし、矯正しなくてもいいか。

「わかった、無理に付けなくても怒らないから、好きにしていいよ」

「はい、……なのです」

　カマドウマの犠牲になっていた誰かに手を合わせて、「南無～」と冥めい福ふくを祈ってから部屋を出る。一応、死者の名前だけはメモしておいた。

　戦闘前に確認した値と現在の値を比較したが、スタミナが多少変化しているくらいで他の値に変化は無かった。

　一緒に居るだけじゃ経験は貯たまらないのか、経験値の％表示に変化は無い。

　なら補給部隊や神官なんかはどうやってレベルを上げてるんだろう？

　三人のレベルが上げられるなら脱出までの道のりで人数が増えても埋没できそうだったが、そこまでイージーじゃないのか。

　ゲームっぽいし、ゲーム的なアプローチをしてみるか？

「タマ、足元にさっきの魔核くらいの大きさの石が落ちてたら一個拾っておいてくれ」

「あい！」




　この先で通路が分岐している。最終的に同じ部屋に繫つながっているが、片方は途中に部屋がある。どちらの通路を選んでも魔物が居るが、途中の部屋の魔物はレベル一〇のイモ虫が二匹。そして、その先の通路に生存者が居た。

　……助けるか。

「道が分かれてる～、にゃん」

　分岐点が視界に入ってすぐにタマから報告がある。ヘンな語尾でキャラ付けしなくていいのに。

　タマを誉めて頭を撫でる。くすぐったそうだ。

　ポチが羨うらやましそうにしているので優しくポンポンと頭を叩たたいてやる。

　二人共、胸の高さくらいに頭があるので撫でやすい。一一〇センチくらいか？　リザはオレより背が高い──一六五センチってところだ。

「右の道に行くぞ」

　通路を進んでいく。レーダーだと視界に入るはずなんだが？

「上に虫いる～、なのです」

　タマが警告する。今度はポチのマネか？

　さて、見えない敵をどうやって倒そう。

　……そうだ良い手がある。できるかどうかわからないが試してみるか。

　レーダーで大体の位置を把握して、そちらを見る。

　すると、ＡＲ表示で魔物の名前やレベルが表示された。

　やったね！　その表示の周囲を、パシュパシュと無差別に連射する。魔法銃の威力は最小のままだ。

　途中の一発が当たったらしく、ボタリとイモ虫が地面に落ちた。

「タマ、石をぶつけろ」

　タマが三つほど石を投げる。二発ほど当たり、イモ虫の体表で弾はじかれる。一発だけダメージが通ったようだ。

　イモ虫が、のそのそと近づいてくる。

「ポチ、タマ、下がれ。リザ、前に。オレの後ろからヤツを一度だけ突け！」

　オレは最小限の蹴けりで、イモ虫の体当たり攻撃を受け流しながら時間を稼ぐ。なんだか、ゴム鞠まりでも蹴ってるみたいな感触だ。

　その隙にリザが槍やりの石突きを叩きつける。穂先は固定が完璧じゃないので、しばらくは石突きを使うように命じてある。それでも、イモ虫の体力を少し減らせたようだ。

　それを確認してから魔法銃を数発ほど当てて、イモ虫の息の根を止める。

　そういえば、竜の谷の時と違って倒した魔物の死体が自動でストレージに回収されたりしないんだな。あの時も、最後の一匹を倒した後に戦利品ログがあったから、エリア全体の敵を倒すのが条件とかなのかもしれない。

「リザ、タマ、魔核コアの回収は任せた。ポチついてこい、この先にもう一匹いる」

　タマがポチに投石用の石を沢山渡している。タマ……いくつ拾ってた？




　部屋の中に居たのは、先ほどのイモ虫と同じ種類の魔物だ。

　さらに地面には、若い女と奴隷らしき少年の遺体がある。先ほどのカマドウマの時と違って食い荒らされていない。

「ポチ、部屋に入ったらヤツの側面から石を投げつけろ。石が無くなったらリザ達のところに戻れ」

　オレは無造作に部屋に入り魔法銃を撃つ。

　ポチは指示通り石を近くから連続で二個投げつけた。ちゃんと命中したものの、石をぶつけられたイモ虫がポチの方を向いて毒液を吐き出してくる。

　ポチのピンチに少し肝を冷やしたが、素早くイモ虫の側頭を蹴って方向をズラせた。思ったよりも力が入ってしまい、イモ虫はその蹴りで頭を陥没させて動かなくなる。ちょっと、足裏に伝わる感触が気持ち悪い。

　なんとか毒液がポチにかかるのは回避できたのだが、毒液に驚いたポチが通路へと逃げ出してしまった。

　しかも、来た方向と反対側の通路へ、だ。

　テンパって道を間違えたのだろう。

「ポチ、止まれ！」

　オレはすぐ追いかける。イモ虫を迂う回かいした分遅れた。

「うわ～来るな、来るな～！」

　うん？　誰だ？　ポチの声じゃない。通路に居た男か！

　レーダーで見る。位置がヤバイ。

「ポチ、止まるんだ！」

　ダッシュで近づいて襟えり首くびを摑つかんで持ち上げる。

　湾曲した通路の向こうに男の後姿が見えた気がしたが、追いかける前にレーダーから男の光点が消えてしまった。

　それにしても若い男は何故逃げたんだろう？

　ポチを魔物と間違えたか？

　それともさっきの部屋でイモ虫の犠牲になっていた二人に負い目があったか……。

　何にせよ、オレが思っている以上に、この迷宮は危険な場所のようだ。この子達の安全には、もっと気を配らないとね。

「若旦那様！　大丈夫ですか！」

「だいじょぶ～？」

　リザとタマが走って追いかけてきた。

「ああ、大丈夫だよ。さっきの部屋に戻って魔核コアを回収しよう」

「ごめんなさい、なのです」

　ポチが耳をペタンと倒して謝ってくる。尻しつ尾ぽも股またの間に入っていた。ポチの失敗に腹を立てたりしていないけど、またパニックになったら命が危ないし、叱っておいた方がいいだろう。

「ポチ、さっきみたいに危なかったら、逃げてもいい。だけど慌てたらダメだ。わかったな？」

「……はい、なのです」

　反省して萎しおれたポチの頭を、ポンポンと叩いて励ましてやる。




[image: ]称号「調教師テイマー」を得た。




　調教なんて失礼な。教育と言って欲しい。




　部屋に戻ると、リザとタマが巨大イモ虫を解体している姿が目に入った。どこかシュールだ。

　死んでいた二人の名前をメモしつつ、彼らの遺体に何か役に立ちそうなものが残っていないか調べるべきか迷う。どうにも遺体に触る踏ん切りが付かないので躊ちゆう躇ちよしていたら、リザが気を利かせてポチに調査を命じてくれた。

「服も剝はぐ、ですか？」

「靴は取ってくれ。服はそのままでいい」

　ポチが聞いてくるが流石さすがに服はいらないだろう。今さらながらに獣娘達は靴を履いてないのに気が付いたので、靴だけ回収するように命令した。

　ポチが回収したものを渡してくる。少年奴隷の遺体には何も残っていなかったが、女性の遺体には小銭入れと指輪やネックレスなどの宝飾品が残っていた。

　ストレージに遺品フォルダを作成し、その下に名前フォルダを追加してそこに遺品を入れておく。遺族が居たら後で渡してやろう。思いついて二人の髪を一房切って遺品に追加しておいた。

　回収した靴サンダルはポチとタマに履かせる。

　一番体格のいいリザには次まで待って貰う。この先にある巨大長虫の部屋には、さっきの若い男の靴が残っているはずだからそんなに待たせないだろう。




　威力が弱くても攻撃させてみる試みはどうやら成功のようだ。タマとリザは一レベル、ポチは二レベルも上がっていた。

　どうも彼女達のスキルは、レベルが上がると勝手に覚えるらしく、ポチには投とう擲てきスキルが、タマには採取スキル、リザは解体スキルが付いていた。

　いや、リザのスキルに違和感がある。

　槍は白く表示されているのに、解体はグレー表示になっている。ポチやタマのスキルもグレーだ。

　オレのスキル表示と同じだと仮定するなら、まだ有効化アクテイベートされていないんだろう。有効化されれば一気に戦力強化されるんだが、オレからは情報が見えるだけで、家庭用ゲームのようにパーティーメンバーのスキル構成を弄いじる事はできないようだ。

　出口まで一〇〇部屋以上あるし、おいおい解き明かしていくか。

　オレは獣娘達を連れて、次の部屋に向かった。




　　　　◆




　あれから六部屋くらい過ぎたが、未だに生きた人間には会っていない。遺体を何度か見かけたくらいだ。

「ご主人様、魔核コアの回収が終わりました」

「よし、小休止する」

　水袋から一口水を飲んでリザたちに回す。

　いつの間にか『若旦那様』から『ご主人様』に呼び方が変わってた。そっちの方が呼びやすいみたいだから、放置しておくか。

　リザが水袋の栓を抜こうとして取り落とし、落ちた水袋から水が零こぼれて水みず溜たまりを作る。

「も、申し訳ございません！　ご主人様！！！」

　リザが必死に水袋を拾う。手元がおぼつかないようだ。

　そういえば、さっきの戦いでポチとタマも投擲の命中率が悪かったな。

「疲れたか？」

「申し訳ございません！　大切な水を零してしまいました。いかようにも罰してください」

　大げさな──いや、リザは本気で大失敗したと思っているようだ。

　無限に水の出てくる水袋だって言ってなかったっけ？　さすがに、そろそろ気が付いてもいいと思うんだが。

　そんな事よりも、体調を確認してやろう。

「リザ、水はまた手に入れればいい。それより体調が悪いんじゃないか？」

「申し訳ございません。先ほどから体が重く、思うように動かせません」

　ポチとタマは水を飲む元気も無いようで、ペタンと地面にヘタリ込んでいる。

　一応確認するが、状態異常は無い。スタミナの残量も少ないし、疲れによるものだろう。

「小休止ではなく一いつ旦たん、休憩にする」

　ポチとタマを抱え上げて、順番に水を飲ませる。

　お菓子は残っていないので、ストレージにあったスライス済みの干し肉を取り出す。

　最初の戦利品の中にあった保存食から、比較的美味おいしそうなモノを選んだ。天あま鹿じかという聞いた事の無い種類の動物の干し肉だったが、鹿って付くし大丈夫だろう。

　三人とも眠気に負けそうな感じだが、お腹は減っているのか、鼻先に干し肉を突き出すと指まで齧かじりそうな勢いで喰くらいついてきた。

「うまうま～？」

「美味おいしいのです！」

「ああ、干し肉っ。嚙かむほどに旨うま味みが口に広がります。至福です」

　いや、そこまで美味しいものでもないと思うんだけど。

「干し肉？　おいし～」

「美味しいのです！　肉は最強なのです！」

　リザは、最初の一切れをまだ口の中でモゴモゴと咀そ嚼しやくしている。どれだけ肉好きなんだよ。

　干し肉は何十キロもあるので、適当な分量を三人に配って食べさせる。

「食べ終わったら、三時間ほど眠れ」

　ポチとタマは、幸せそうな顔でオレの近くで丸まって眠りに就いた。リザは二人を守るような位置に座る。

「野営なら私が」

　そうリザが申し出てきたが、とても起きていられないような顔だ。眠るように再度命令したら、ようやく遠慮がちに横になって眠りに就いた。

　三人が寝ている間に彼女達のステータスを観察する。

　休憩し始めてから一時間半ほどで、グレーだったスキルが白く変わった。

　どうも睡眠中にレベルアップを体に反映しているような感じだ。

　まったく、迷宮モノの古典名作のようだ。馬小屋以外だと老化しそうで怖い。

　それにしても、三人は何故レベルアップでスキルが増えたんだろう？　オレみたいに、何かの行いですぐに覚えるのは一般的じゃないんだろうか？




　さらに幾つもの部屋を突破した。前の休息の時は三レベルほど上がった状態で限界に来たみたいだから、あと二部屋ほど突破したら休憩した方が良さそうだ。

「止まって！」

　タマが間延びせず警告するのは珍しい。

　でも前方に敵は居ないが？

「どうした？」

「地面が～ヘン？」

　疑問形で聞き返された。何かがヘンだが、何がヘンなのかはわからないといったところか？　じっと見つめると、確かに地面の質感が違う。

　違いを目で理解するより前に、ＡＲ表示で「罠わな：生命吸収ドレイン」と表示された。

　そりゃ迷宮なんだし罠くらいあるよな。ここまで罠が無かったので意識から消えていた。

「よくやったタマ──そこに罠があるらしい。注意しろ」

「あい！」

　タマの頭と猫耳を撫なでてやる。セリフの後半はポチとリザに向けての警告だ。

　三人を下がらせてから、罠のある場所に石を投げてみたが発動しなかった。罠の名前から考えて生き物にしか反応しないんだろう。

　発動範囲までは表示されないので、端を通って安全かはわからない。獣娘の誰かに踏ませてみるのは論外だ。

　マップで確認しても迂回路は無い。

　生命に反応するなら魔物を誘導できないだろうか？

　幸い、この少し先の部屋には、ネズミの魔物が数匹居るようだ。石を遠投して、音で誘い出してみるか。

　タマから石を貰もらって、三個ほど連続で投げてみる。

「ネズミ、来た～」

　タマからの報告を受けて、三人を下がらせる。ここのネズミはレベル一〇と弱いが二～四匹の群れで行動する。罠を突破するヤツも居るかもしれないので、少し距離を取った。

　罠よりかなり奥でネズミが黒い火花に捕まる。結果的に三匹のネズミは全て別々の罠にかかった。この通路には三つも罠がしかけられていたようだ。




[image: ]「罠解除」スキルを得た。

[image: ]「罠利用」スキルを得た。

[image: ]「罠発見」スキルを得た。




　罠系のスキルは、色々と役に立ちそうなので、すぐにスキルポイントを割り当てて有効化アクテイベートしておいた。
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　リザの渾こん身しんの突きが巨きよ大だい蛙がえるの口内に放たれる。

　側面から飛びついたポチが棍こん棒ぼうで叩たたいて注意を引き、その反対側からタマが短剣を蛙の大きな目に突き立てて止とどめを刺した。

「よし！　良くやった！」

「はい！」

「あい～」

「なのです！」

　初めて三人だけで魔物を仕留めたのを誉める。

　相手が単体のレベル一〇で、特殊攻撃が舌での拘束のみだったので試しにやらせてみたが、結構余裕がありそうだった。やはり獣人の戦闘力は、同じレベルの人族より高いのだろう。

　この広間は今までの部屋の三倍近い広さ高さがある。これだけ広いなら他にも敵が居そうなものだが、レーダーに映る赤い光点は無い。

　この広間の端には家があった。正しくは縦半分にスッパリと切り取られた家だ。恐らく迷宮が創られた時に巻き込まれた家だろう。残念ながらレーダーに人影は無い。

　リザが巨大蛙を解体し、ポチとタマは出口を警戒している。

　今回はリザが解体当番か。スキルの事もあるのでローテーションで役目を交代させている。

「ポチ、タマ、あの家を調べに行くよ。ついておいで」

　マップで確認したが、周辺に敵は居ないので警戒は不要だろう。オレは二人を連れて家に向かう。




　家の中には生者も死者も居なかったが、色々なものがあった。どうやら資産家の隠れ家っぽい場所のようだ。

　家の中に入ると自動で照明が点灯した。魔法仕掛けかな？　取り外せそうだったので、一つ取ってみたのだが、ほどなくして消えてしまった。据え置き専用なのだろう。

　まず目についたのは、壁に掛けられた儀礼用の小剣シヨート・ソードが二本。ＡＲ表示で確認してみると、意外にちゃんとした攻撃力がある実用的なものだった。これは手頃なサイズだし、ポチとタマに使わせよう。

　ベタな事に、壁掛けの絵の背後に隠し金庫があったので、魔法銃で鍵を撃ち抜いて中を確認する。金貨の入った袋と宝石の他に竜鱗粉ドラゴン・パウダーという名前の魔法の素材が、小瓶に何本も入っていた。

　持ち主は錬金術士か？

　それを裏付けるように、別の場所から回復用の魔法薬ポーシヨンが何本も見つかったので、間違いないだろう。

　他には、本棚に魔法書が数冊と魔法の巻物スクロールが一本見つかった。

　巻物の使い方がわからないが、一緒に置いてあった本のどれかに説明がありそうだ。獣娘達の仮眠中にでも読み解いて、使い方を調べてみよう。

　嵩かさ張ばらない宝飾品は回収したが、美術品など大きなものは放置した。ストレージに無限に入るけど、無意味に収納すると整理が面倒だ。

　美術品の中に二つほど剝はく製せいの台座だけが残っていた。

　どうでもいいが修繕中だったのだろうか？　ファンタジー生物の剝製なら見てみたかった。




[image: ]「発掘」スキルを得た。

[image: ]「宝物発見」スキルを得た。

[image: ]「宝箱開錠」スキルを得た。




　台所では点火魔具テインダー・ロツドを発見した。魔法の品はコレだけだったが、フライパンと片かた手て鍋なべ、食器四人分などを麻袋に入れて持っていく事にした。

　水の満たされた水瓶があったので、他の人達と合流した時に備えてストレージから取り出した普通の水袋にも水を補充する。

　他には、徳とつ利くりくらいの素焼きの小瓶が沢山あったので、油を入れて即席の火炎瓶を作ってストレージにしまっておいた。

「こっち、干し肉の匂い！　なのです～」

　ポチが歌いだしそうな声で報告してきたので、そちらに向かう。崩れた家具の向こうに食料庫があるようで、ポチとタマが顔を擦りつけるようにして家具の隙すき間まに潜り込もうとしている。

　危ないので後ろに下がらせて、順番に家具を動かして進入するスペースを作る。

　食料庫には、大きな黒パンの塊三つとチーズ、燻くん製せい肉にくの塊があった。他にも上等そうなワインの入った樽たるがあったので、二人が肉に気を惹ひかれている隙にストレージに回収しておく。

「ポチ、タマ、味見するかい？」

「あい～」

「するのです！」

　ＡＲ表示で腐っていないのを確認して、チーズと燻製肉を一切れずつポチとタマに与える。

「びみびみ～」

「はう～、美味おいしくて幸せなのです！」

　ポチとタマが尻しつ尾ぽだけでは足りないのか、握り締めた手までブンブンと振って嬉うれしさを表現している。

　オレもチーズを一欠片かけら食べてみたが、なかなか旨うまい。チェダーチーズのような濃厚な味だった。

「残りはリザと一緒に食べよう」

「リザよろこぶ～」

「そうなのです！　リザにも食べさせるのです！」

　食料の入った袋はタマに、武器や小物の入った袋はポチに持たせ、俺は水瓶とたらいを抱えて二人と一緒にリザの待つ広間に戻る。

　外に出ると、魔核の回収は完了していたようで、リザがこちらに向かってくるところだった。

「ご主人様、お願いがあるのですが……。火を起こしたいのですがいいでしょうか？」

「地下で火？　理由はなんだい？」

　リザがおずおずと申し出てきたので理由を尋ねてみた。

「その蛙の肉を焼いて食べたいな……と。すみません」

「謝らなくていいが、食えるのか？」

「はい、大丈夫です。昔、同じ種類の巨大蛙を解体して食べた事があります。内臓には毒があるのですが、それを避ければ大丈夫です。ただ焼かないと中毒の危険があるので……」

　リザは少し口ごもってから、そう答えた。

　地下だが空気は流れてるし、かなり上ってきたから酸欠の心配も無いか。

「よし、許可する」

　リザがポチとタマに蛙の足の肉を解体してくるように指示して、自分は袋から木片と木き屑くずを出して並べていく。なるほど、こんな時のために途中の部屋で木片を見つけるたびに回収してたのか。

　リザが火打石で火を付けようとするのを止めて、さっきの点火魔具テンダー・ロツドを使って火を付ける。

　こういう点火具って、仕組みはともかく誰にでも使えるように作ってあるんだね。

　リザに、家から回収してきた調理器具と食器を渡しておく。




　ほどなくポチとタマが腿もも肉にくを頭上に掲げ持って戻ってきた。

「にく～」

「なのです～」

　さっきの燻製肉より嬉しそうだ。野生の血が滾たぎるのだろうか？

　リザは肉片を切り分けて、フライパンの上に並べて焼き始める。

　まずは脂の多い身を載せてフライパンに油を馴な染じませてから、その脂身を皿に除よける。その後に本命の部位を焼き始めた。鶏とり肉にくを焼いたような匂いがしてくる。匂いだけなら実に美味しそうだ。

　待ちきれないのか、ポチとタマが目を細めて鼻をスンスンとさせている。

　やがて蛙肉が焼き上がり、リザが焼けた肉を木き串ぐしに刺して、こちらに差し出してきた。

　やっぱ、食べなきゃダメ？　ダメだろうな～。

「ありがとうリザ」

　覚悟を決めて食べる──鶏肉っぽい淡白な感じだが、正直味が薄い。塩のみの味付けなら仕方ないか。家の中に調味料を探しに行くのも面倒だ。ストレージの中を探してみたが、胡こ椒しようは無かった。

　オレが食べるのを見つめる三人。

　そうか許可待ちか。

「見てないで食え。ちゃんと食って休養を取らないと迷宮脱出まで保もたないぞ！」

　許可を受けてポチとタマがフライパンの上の肉を食べ始める。リザも焼くだけでなく、ちゃんと食べている。たまに骨が付いた肉が混ざっているのか、ポキポキと凄すごい音が混じっているが、みんな美味しそうに食べていた。

　オレはそれを横目に黒パンとチーズと燻製肉をもそもそと食べる。

　いや、美味しくてもカエルは、ちょっとね……。




　それから三〇分ほど解体、焼く、食べるのサイクルを繰り返し、燃料が尽きたところで宴会は終了した。

　リザの提案で、念のため一塊ほどの肉を布に包んで持っていく事にする。

　前と同じなら、あと二、三戦したら体調を崩しそうなので、満腹の間に休息を取らせる事にした。これで三回目の休憩だ。

　持ってきたたらいで三人に行水をさせ、家屋の中で見つけた新しい服に着替えさせてから眠らせた。

　戦いですぐ汚れるだろうが、清潔にして眠る方が気持ちいいだろ？

　だいぶオレに馴染んできたのか、ポチとタマがオレの膝ひざを枕にして眠り、リザは枕にこそしないが、オレの直ぐ傍かたわらで丸くなっている。

　そうだ、三人が眠っている間に、回収してきた魔法書を調べようか。

　ストレージに収納してある魔法書を確認すると、「閲覧」という項目が増えていたので選択する。どうやら、ゲームと同様にストレージに収納したまま本が読める機能が使えるようだ。

　そういえば今まで疑問にも思わなかったが、メニュー画面は暗い場所でも明瞭に見える。網膜に直接投影されているのか、頭の中で合成されているかの、どちらかだろう。

　ひょっとして──そう閃ひらめいて検索してみたら、ゲームと同じく開いている書物の文字列検索が可能だった。なんて便利なんだ！　まさにＯＣＲ要らずだ！

　巻物スクロールの事は、魔法書の一つに数行だけだが説明が記載されていた。

　それによると、巻物は広げて持ち、魔法名を読み上げるだけで使えるらしい。

　先ほど発見した巻物は、「小火弾フアイア・シヨツト」という火系の攻撃魔法が使えるようだ。これは火魔法使いが、最初に覚えるランクの初級攻撃魔法らしい。

　この発見のおかげで、皆が寝ている間、読書で時間を潰つぶせるようになった。
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　さらにもう一度休息を挟み、迷宮の出口までの行程の八割強を踏破した。

　ポチとタマの装備は、例の隠れ家で見つけた儀礼用の小剣シヨート・ソードと小盾バツクラーに変わっている。

　装備の変更はそれだけだが、レベルは三人とも一三まで上昇した。スキルはポチが「片手剣」「投とう擲てき」「索敵」「解体」、タマが「片手剣」「投擲」「採取」「解体」、リザが「槍やり」「刺し突とつ」「料理」「解体」を取得している。

　最初に比べたら雲うん泥でいの差と言っていいほどの戦力強化だ。

　状態異常攻撃の無い敵ならば、五レベルくらい格上の相手でも三人だけで倒せるようになっている。盾役が居ないので、複数の敵だと同レベルくらいじゃないと危ないが、大したものだ。




　通路の先に、スライムを見つけた。国民的なゲームに出てくる水滴系のヤツでは無くアメーバのような、粘液質の古典的なスライムの方だ。

　せっかくなので、火魔法の巻物を使ってみよう。

　魔法書の記述通りに「小火弾フアイア・シヨツト」の巻物を使用した。指先ほどの小さな火の弾丸が出現し、子供の投げるボール程度の速度でスライムに向かって飛んでいく。

　スライムに命中した火の弾丸は、粘液の表面を少し焼いただけで消えてしまった。スライムの体力ゲージも確認してみたが、ほんの少し削っただけみたいだ。レベル一〇のスライム相手でこれでは、使いものにならない。

　小火弾フアイア・シヨツトを使った時に、火魔法スキルを取得したから良しとしよう。

　使用可能な魔法の一覧にも小火弾フアイア・シヨツトが追加されていた。

　もっとも、魔力効率から考えても、魔法銃の方が遥はるかに使い勝手がいいみたいだし、小火弾フアイア・シヨツトの魔法の事は無いものとして扱おう。点火道具が無い時には役立ってくれそうだ。

　オレの落胆を勘違いしたのか、リザがアドバイスをくれる。

「ご主人様、僭せん越えつですがスライムを倒す場合は、核を狙います」

「どれの事だい？」

「少し色が違う場所が、核なのです」

　魔核コアとは別なのか。そういえば半透明なのに赤い魔核が見えないから、スライムは魔物じゃないのかな？

　そんな事よりもリザの指し示す場所をよく見ると、確かに拳こぶしの半分ほどの大きさの色の濃い場所がある。

「スライムは核さえ狙えば──」

　オレ達が暢のん気きな会話をしている間にも、ずりずりと接近していたスライムを、リザが槍の一突きで倒してしまう。

「──このように容易に倒せます」

「でばんなし～」

「しぼんで溶けちゃったのです」

　スライムに攻撃する気マンマンだったポチとタマが、出番が無くてガッカリしていた。いや、ポチはスライムが水みず溜たまり状になったのが残念みたいだ。水溜りに向けて小剣をツンツンと突いている。




　それにしても、前々回の休憩から生存者どころか遺体も見かけなくなってきている。大きな集団は健在だが、小集団は一部を除いて魔物に排除されてしまったのだろう。

「その壁～ヘン？」

　タマが部屋の壁に違和感を感じる場所を見つけた。

　隠し扉のようだ。マップで確認すると確かにその裏側に通路がある。

　だが、少しおかしい。マップの表示を回転させて、俯ふ瞰かん視点で確認してみる。

　その通路は一五メートルほど上の部屋から真下に三〇〇メートルほど垂直に続いている。縦穴というか、直径三メートルはあるから落とし穴の罠わなの類たぐいか？

　ゲームとかだったら、深部へのショートカット用のエレベーターでも設置されそうな場所だ。

　迂う闊かつに近寄ると危ないので、タマに黒炭で印を付けておくように指示しておいた。

　この部屋を出た先に十字路があり、その正面奥にある部屋に生存者が三人ほど居る。一時間前の休憩時にもそこに居たから安全地帯に引きこもっているみたいだ。

　あと五部屋ほどで出口なんだが、マップが無いとわからないから仕方ないだろう。




「みんな止まれ！」

　レーダーに映った敵を示す赤点が、凄い速さで近づいてくる。一体だけのようだし、さっきの部屋で迎え撃とう。

　戻りながら敵の情報を調べる。

　死獣アンデツド・ビースト、不死族。弱点：聖属性。立体機動と疾走のスキルを持っている。

　続く情報を見て少し驚いた。

「レベル四〇……だと？」

　これまで見たどの敵よりも強い。迷宮の掃除屋か?!

　大昔のゲームみたいだな。時間切れでプレーヤーを殺すためだけに登場する異常に強い敵とか。

　三人を急がせて、なんとか接敵前に部屋に戻れた。皆には部屋の隅に避難していて貰う。さすがにコイツはヤバイ。ヘタに戦わせたら、一撃で殺されてしまうだろう。

　ソイツが通路からゆったりと姿を現す。体長五メートル、体高二メートルの巨体で、額にルビーのような赤い角が付いた漆黒の豹ひようのような魔物だ。

　──死獣が視界から消える。

　慌ててレーダーで確認するが位置は変わっていない。

　上からの衝撃！　跳躍から天井を蹴けっての体当たりか?!

　両肩にヤツの足が圧おし掛かり、背中の下で部屋の床にヒビが入っていくのを感じる。迷宮に入った時に苦痛耐性をオンにしていなかったらヤバかったね。

　それにしても、アンデッド系の癖に素早いとは！　ヘタに立体に飛び回られては獣娘達をカバーできなくなるかもしれない。両手でコイツの足に、指をめり込ませて拘束する。

　──何かのスキルの影響か、さっきの隠し扉が気になる。

　死獣には痛覚が無いのか、指で足を穿うがたれてもものともせずに嚙かみつき攻撃を仕掛けてきた。

　こんな巨大な牙きばで嚙まれるのは遠慮したいね。

　ヤツの腹を押し上げて、巴ともえ投なげの要領で壁に叩たたきつける。

　死獣は壁に着地し──反撃しようと足に力を込めて──そのまま壁を突き破って落下していった。

　罠利用スキルがあって助かったよ。




　　　　◆




　さて、生存者達と合流するか。

　十字路を越えると地面に白い粘糸が張られていた。

「ネチャネチャ～」

「足がくっつくのです」

「蜘く蛛もの糸でしょうか？」

　部屋に近づくほど厚みを増す蜘蛛の糸を、ポチとタマに小剣で切り開いて貰もらう。

　部屋には七つの繭のようなものがある。生存者はそのうちの三つに居るようだ。蜘蛛が居ないうちに救出するか。

　オレたちが繭に近づくとそれに気が付いたのか中の人がもがき出す。

　一応、助ける前に中身を確認しておこう。

　ニドーレン。奴隷商人、四〇歳、レベル：一一、「交渉」「調教」「算術」スキルあり。

　ジン・ベルトン子爵。貴族、三三歳、レベル：一五、「火魔法」「炎魔法」「社交」スキルを持つ。領軍の魔法使い関係の顧問をしている人みたいだ。

　残り一人は無職の若者だった。レベル三でスキルは持っていない。ニートか？

　子爵は戦力になりそうだが、どうして貴族があんな広場に？

　とりあえず、手分けして助け出す事にした。オレが子爵を、リザには商人を、ポチとタマは若者を担当して貰う。

　幾重にも被害者を包む繭を半分ほど剝むいたところで、下方から蜘蛛が接近してくるのをレーダーで捉えた。先ほど死獣を始末したのと同じような縦穴がココにもあるようだ。

「敵だ！　ポチ、タマ、リザ、救助を一いつ旦たん中止して迎撃準備！」

　獣娘達は迅速に武器を構え迎撃準備を整える。さすがに連戦続きで連携も慣れたものだ。

　要救助者達の顔が隠れたままだったのは不幸中の幸いだ。やかましくなくていい。

　蜘蛛が床の穴から這はい出してくる。

　まずオレが頭に小石をぶつけ意識を奪う。続けてリザが蜘蛛の頭を串くし刺ざしにして動きを止め、ポチとタマが胴体の継ぎ目を小剣で突き刺す。

　初撃で死んでくれていれば楽だったのだが。頭を貫いても即死しないとは、さすが魔物だ。

　振り上げられた蜘蛛の前肢をリザが水平にした槍で受け止め、その隙にポチとタマがチクチクと小剣で蜘蛛の体力を削っていく。

　時間がかかりそうだったので、こっそり小銭を指で弾はじいて心臓を撃ち抜いて始末する。リザの一撃にタイミングを合わせておいたので、誰にも気が付かれていないはずだ。

　魔核コアの回収はタマに任せて、他のメンバーは救助に戻った。

「助かったぞ。私は王祖ヤマト様の代から続く名家、ベルトン子爵家の当主をしている、ジン・ベルトンだ。ここから出られたら褒美は期待しろ！」

「ありがとうございます、子爵様。私は行商人のサトゥーと申します」

　お互いの自己紹介が終わったあたりで子爵を助け終わった。水袋を子爵に渡し、他の人達の救助を手伝いに行く。

「助けてくれて、ありがとさんです。商人のニドーレンと言います。お嬢さん方には嫌われそうですが奴隷を商あきなっております」

「駆け出し行商人のサトゥーと申します」

「行商人、ですか？　てっきり冒険者かと思いました」

　ニドーレンに水を差し出しながら聞く。

「冒険者という職業は初めて聞きましたが、どのような者達なのですか？」

「はい……ああ！　シガ王国で言うと『探索者』ですか。迷宮で魔物を倒し、魔核や財宝を得る、実入りもいいですが、常に死と隣り合わせの危険な稼業ですな」

　なるほど、そんなゲームみたいな職業もあるのか。

「ちっ、獣人が触るんじゃねぇよ。その短剣を寄越せ、オレが自分でやる」

「ダ、ダメなのです。この短剣は、ご主人様のなのです」

「なんだと！　獣人が偉そうにっ！」

　ポチが助けようとしている若者に絡まれているので、助けに行く。

　しかし、偉そうなヤツだ。あの金髪には見覚えがある。前に、東街で薪まきを運んでいたポチを蹴飛ばしたヤツだ。

「ポチ、戻っておいで」

「はい、なのです」

　怒鳴られて、ちょっと涙目のポチを受け止めて頭を撫なでる。ぐりぐりとお腹に顔を擦りつけるのがくすぐったいが、したいようにさせてやろう。

「おいっ、さっさと助けろよ！」

「悪いけど、助ける気が無くなった。そのまま、そこで魔物に食われるといい。片手は自由になったんだ、自力で脱出すればいいさ」

　もちろん、本気じゃない。ただの脅しだ。

　ポチを泣かせたんだ、少しくらい肝を冷やして貰わないとね。

「おい、シャレになんねぇぞ！　とっとと助けろよ！」

「黙れ、平民。それ以上騒いで魔物を呼び寄せるなら、我が炎で骨の芯しんまで消し炭にしてくれるぞ」

　なおも、立場を弁わきまえずにがなり立てる若者を、ベルトン子爵が一喝した。

　若いのに大した迫力だ。やはり、普段から使用人に傅かしずかれてる人間は違う。

　静かになった若者を救出する役目は、ニドーレンが担当する事になった。自前の細い短剣を器用に扱って糸を切っていく。途中、彼が若者の耳元で何かを囁ささやくと、ぶつくさ言っていた若者が黙った。

　年の功ってヤツかな？

　感心しつつ、タマが回収してきた赤い魔核コアを受け取る。

「ここの魔核は等級が高いですな。これだけ赤い魔核は、めったに出回りません」

　ニドーレンによると魔核は精製して魔法の品を作るのに使われ、等級が高いほど魔力運用の効率が良く、高度な魔法道具が創れるらしい。

　獣娘達に残りの繭からの遺品回収を任せ、その間に助け出した人達に食料を渡す。もちろん蛙かえる肉にくじゃない方だ。子爵は粗末な品に文句を付けつつも空腹故か健けん啖たん家かぶりを発揮していた。

　幾つかの安物の武具が犠牲者達の繭から見つかったので、ニドーレンと子爵に渡す。若者もニドーレンに諭されて大人しくなっていたので、念のため護身用に武具を与えておいた。これで少しは戦力が増えたと考えていいだろう。




　結果的に、その目もく論ろ見みは甘かったと言わざるをえない。

「このような雑ざ魚こ共どもに使う魔法は無い。我が魔法は強敵にこそ相応ふさわしいのだ」

「自分の身を守るのは、なんとかしてみせますが、戦力としては数えんとってください」

　子爵は、何かと理由を付けて魔法を使わないし、ニドーレンも清々しいくらい戦力外だと宣言して戦闘には参加しなかった。

　ニドーレンはともかく、子爵の魔法には期待してたんだけどな。

　それよりも困ったのが、若者の方だ。青銅製の小剣ショート・ソードと丸盾を手に入れて気が大きくなったのか──

「へん！　獣人のガキが戦えるならオレの方が何倍も強いぜ！　武器さえあったら、あんな蜘蛛なんかに遅れは取らなかったんだ！」

　──と宣言して魔物に突撃し、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくでなぎ払われていた。

　相手はレベル一〇ほどの骨兵士スケルトンが一体だけだったので、止とどめを刺される前にポチが割り込んで、骨兵士の棍こん棒ぼうを小盾バツクラーで受け止めて若者を助けた。

「リザ、頼む」

「はい」

　オレの命を受けて、リザの槍やりが唸うなる。一撃目で骨兵士の体勢を崩し、二撃目で武器を持つ腕を払い、三撃目で頭骨を破壊する。

　元から眼球など無かったはずなのに、頭を失った骨兵士は前が見えないかのようなデタラメな攻撃を仕掛けてくる。そこにポチとタマが参戦し、獣娘達の骨兵士退治は一方的に終了した。

　それにしても、骸骨系の魔物は初めて見たけど、どうやって動いているんだろう。魔核が動力源なのかな？




　倒れて呻うめき声をあげている若者を介抱する役はニドーレンに頼んだ。

「大丈夫ですかな？」

「ちっ、骨の魔物があんなに強敵だとは思わなかったぜ」

「これは肋ろつ骨こつが折れているかもしれませんな」

　悪態を吐く若者をスルーして、奴隷商人の見立てを聞いた。肋骨が折れたって事は、移動させない方がいいんだろうけど、どうしたものか。

「痛ぇ、俺はこのまま死ぬのか？」

「ポチが助けなかったら、棍棒で頭を割られて即死だったろうね」

　命の恩人のポチに、さっきの詫わびどころか、礼の一言も無いからね。弱音をフォローする気も起きないよ。

「くそっ、くそっ、くそっ！　俺は生きるんだっ。こんなところで死んでたまるか」

　口の端から血を零こぼしながら、若者が怨えん嗟さの籠こもったセリフを吐く。

「ふむ、自分で歩く事ができぬのなら、捨て置け。今は鎮圧に来ていた軍の連中と合流する方が重要だ。平民よ、蛮勇の果てに死ぬのだ。自業自得と諦あきらめるが良い」

　うぉ、子爵さん、クールだな。オレと違って、本気で言ってるよ。

　ポチとタマが下から「どうにかしてあげて」オーラを出して見上げてくるので、仕方なく奥の手を出す事にした。

「この薬を使ってください」

「これは？」

「魔法薬ポーシヨンです」

「魔法薬だと?!」

　なぜか魔法薬という言葉に驚かれてしまったが、錬金術士らしき人の隠れ家で見つけたモノなので、効果のほどは保証できない。

　ポチとタマの優しさに感謝するがいい。もし、二人が懇願しなかったら、きっとこの薬は出さなかったと思う。

　若者が、恐る恐る薬を口に含む。結果は、驚くほど急激なモノだった。

　さっきまで呻いていた若者が、魔法薬を飲んで一分もしないうちに「治った！」と言って立ち上がったのだ。まさにゲーム並みの速攻性だ。ちょっとばかり気持ち悪い。

「中級の魔法薬は、一本金貨三枚はする高級品ですぞ？　それを見知らぬ若者に飲ませるとは、いやはや、変わったお方だ」

　奴隷商人が、相場より少し高めの金額を告げると、血色の戻っていた若者の顔がまた青くなってしまった。

　別に料金を請求するつもりは無いけど、特にフォローはせずに放置した。




　　　　◆




　前方の喧けん噪そうが聞き耳スキルで鋭敏になった耳に届く。

　ゼナさんの居る集団がスライムと交戦中のはずだ。しかし、スライムを掃討もせずにスライムのひしめく広間に入ったのだろうか？　いくらなんでも不用心すぎる。

「せんと～」

「あっちから戦う音が聞こえるのです！」

　ポチとタマにも聞こえたようで、音の方を指差して報告してきた。

　オレは、それに頷うなずき、子爵達に先行する事を伝える。

「この先で誰かが戦っているようです。我々が先行するので、みなさんは後方を警戒しつつ後を追ってください」

　子爵が何か言おうとしたが、耳を貸さずに駆け出した。

　ゼナさんは負傷していないようだけど、魔力の残量が少ないので心配なんだよ。




　ゼナさん達が居る広間の入り口から、チュニック姿の男達が転がり出てきた。

「うわっ、来るな！」

「あづい、やげるっ、ああ、死にたくねぇ」

　最後の男は、スライムにのし掛かられるように押し倒される。男は手を必死に伸ばして助けを請うが、周りの男達は腰を抜かして後じさるばかりで助けるアクションを取る者は居ない。

「ポチ、タマ、袋から松たい明まつを出して」

「あい～」

「はいなのです！」

　オレは二人が出した松明に点火魔具テンダー・ロツドで火を付ける。オレも火の付いた松明を一本受け取っておく。

「これでスライムを牽けん制せいして、あの人から引き剝はがせ。リザは、スライムの核を狙って始末しろ。倒したら、後始末は彼らに任せて追いかけてこい」

　三人の返事を確認して、広間の中に駆け込む。

　獣娘達だけを残していくのは心配だが、スライムの倒し方を知っているリザが一緒だから楽勝だろう。松明もあるしね。

　レーダーに表示されるゼナさんのマーカーを頼りに、スライムと混戦を続ける人達の間を駆け抜ける。

　居た！　巫女みこさんを庇かばった女神官さん達をさらに庇って、果敢に長ちよう杖じようでスライムを殴るゼナさんの姿が見えた。杖つえで戦ってるって事は、ついに魔力が枯渇したのか。

　遠距離から、小銭でスライムの核を狙そ撃げきしようと思ったが、角度が悪い。下手したら後ろの女神官さんに当たってしまう。

　スライムが長杖を絡め取るようにしてゼナさんを押し倒す。

　ゼナさんから苦く悶もんの声が上がった！

　今、行きます！

　走りながら外がい套とうの留め金を外し、ゼナさんを覆うスライムの上に被かぶせて外套ごとスライムを引き剝がす。

　ゼナさんの短い悲鳴と布の破れる音を残して、スライムを後方に捨てる事に成功した。火で牽制しながら、出番の少なかったナイフを投とう擲てきしてスライムの核を破壊して倒す。

「大丈夫ですか？」

　振り向いて安否を問う──危うく言葉に驚きが乗るところだった。

　不ふ埒らちなスライムのせいで、ゼナさんのブラウスが大きく裂けてしまっている。おまけに胸帯まで溶けてほどけてしまっていた。

　まあ、つまり、ゼナさんのささやかな女性らしさを隠すものは何も無かったわけだ。

　本人は難を逃れたばかりで、まだその事に気が付いていないようだ。

　ガン見するのも悪いので、鞄かばん経由でストレージから清潔な布を取り出してゼナさんの前を隠してあげる。

「キャッ、ありがとうございます──サトゥーさん?!」

　オレが渡した布で胸を隠し、そこで初めてオレの存在に気が付いたゼナさんが、驚きの声を上げて抱きついてきた。

　せっかくの布が、落ちてますよ？

「サトゥーさん！　よくぞ、ご無事で！」

　そこまで親しい間柄でもないと思うんだが、可愛い女の子に抱きつかれるのは大歓迎だ。再会を喜んでいるのは、オレも一緒だしね。

　ゼナさんが我に返るまでの間、柔らかい感触を楽しみたいところだが、周りが阿あ鼻び叫きよう喚かんなのでＴＰＯをわきまえよう。
















　ゼナさんの後ろで守られていた巫女さんが歩み寄ってきた。

　あれ？　そういえば、どうしてパリオン神殿の巫女さんが、こんな場所に居るんだろう？　西街に往診に行くとか言っていたから、その帰りにでも迷宮騒ぎに巻き込まれたのかな。

「ゼナ、再会を喜ぶのは後になさい。まずは、魔物の撃退を優先しましょう」

「あ、ご、ごめんなさい。私ったら」

「いえいえ、再会を喜んでくれて嬉うれしいですよ」

　巫女さんに指示されて、女神官さんが足下に落ちていた布を拾ってゼナさんに渡してくれている。

　恥ずかしそうに、わたわたとブラウスの前を合わせつつ布を受け取るゼナさんを愛めでながら、巫女さんに視線を移す。

「先ほどの手際を拝見するに、あの魔物の弱点をご存じなのですね？」

「はい、スライムには核があるので、そこを突けば倒せます」

「さすが、サトゥーさん、身軽なだけじゃなくて博識なんですね！」

「いえ、リザに教えて貰もらったんですよ」

「じょ、女性の方ですかっ？」

　ゼナさんがリザの名前を聞いて詰め寄ってきた。そういえば、迷宮の中で名付けたからリザの名前を知らないんだった。

「浮気を問い詰めるのは、後になさい。スライムの核というのは見分けるコツがあるのですか？」

　巫女さん、浮気って。事実無根の上に、人聞きが悪すぎます。

　まあ、その辺の誤解は後で解こう。

「はい、色が違いますし、松明を近づけると嫌がって核を遠ざけようとするので、核があるという事を知っていれば見分けられるはずです」

「ゼナ、『風の囁きウイスパー・ウインド』は使えますか？」

「すみません、魔力が尽きていてしばらく無理です」

　オレの無駄に潤沢な魔力を譲渡できたらいいんだけど。それにしても魔力の回復量は個人差があるのか、この娘達の魔力は枯渇したまま回復していく様子が無い。

　おっと、解析は後だ。大声を出したら何か伝達に便利なスキルが手に入らないかな？

　肺一杯に空気を吸い込んで、腹に力を入れて叫ぶ。

「スライムの核を狙え！」
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　職業柄、大声を出す機会が少ないせいか少し声が裏返ってしまったが、ちゃんとスキルが得られた。スキルを割り当てて、もう一度、スライムの核を狙うように叫び、補足説明を付け加える。

　短い説明だったのに、兵隊さん達にはちゃんと伝わったらしく的確にスライムを排除し始めた。彼らが優秀なのもあるだろうけど、叫び声に指揮スキルあたりが相乗効果を発揮していたのかもしれない。

　近くの物陰に隠れて接近していたスライムは、追いついてきたリザ達がサクサクと倒してくれた。

　兵隊さん達は大丈夫そうだけど、幾つかの民間人グループが追い詰められていたのでリザ達を連れて救助に向かう。離れる前に、女神官さんに松明を一本預けておいた。彼女達の周囲にスライムは居ないが、念のためだ。

　ポチとタマが松明で牽制してリザが槍やりで突くという必勝パターンで、スライムを着実に始末していく。

　オレの役目は、獣人達の出現に驚く人達に声を掛けて安心させる事だけだった。

　いやはや、楽でいいね。




　スライム達の始末が大体終わったところで、ゼナさん達の居る場所へ向かう。

　いつの間にか、ニドーレンやベルトン子爵達も広間に到着していたようだ。彼らも知り合いを見つけて再会を喜んでいた。

「サトゥー殿、先ほどの助勢を感謝します」

「いえ、間に合って良かったです」

　ゼナさん達の居る場所に戻ると、周囲を警戒していた女神官さんに礼を言われた。

　巫女さんとゼナさんは、座った状態で目を閉じている。

　瞑めい想そうでもしているのかな？

　おそらくだけど魔力を回復しやすい体勢なんだろう。さっきよりも明らかに魔力が回復している様子だった。

　静かに瞑想するゼナさんと巫女さんの横顔を愛でつつ、周りに視線をやる。

　迷宮に閉じ込められた領軍兵士五〇名の内七割強がここに居る。七名ほどが死亡し、五名が他の集団と一緒に居るようだ。

　領軍の兵士達だけでなく、さっき通路に転がり出てきた人達のような民間人も二〇人ほど一緒らしい。

　もう一人の女神官さんが、巫女さんの傍に怪我人を集合させている。なんでも範囲回復魔法を使うらしいので、オレ達は少し離れた場所に移動した。

　魔力が多少回復した巫女さんが、長々とした呪じゆ文もんを唱える。

　二、三分もかかる詠唱だったので、ヒマそうなポチとタマが、大きな欠伸あくびをしている。

　眠いのかな？

「……■■■　範囲回復エリア・ヒール」

　呪文が完成すると、巫女さんを中心に周囲の人達に円えん錐すい状じように柔らかい光が降り注ぐ。光源はどこなんだろう？　気になって少し光に触れてみる。
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　おお、触っただけで取得できてしまった。さすがにイージーすぎる気がする。

　ほとんどの人は今の魔法で治ったみたいだ。

　巫女さんは、この範囲回復魔法で魔力が枯渇したようなので、お供の女神官さん達が追加で治癒が必要な人に回復魔法を掛けて回っている。




　瞑想を終えたゼナさんが、手て櫛ぐしで髪を整えながら話し掛けてきた。

「でも、本当に無事で良かったです」

「ええ、この子達のおかげで助かったんですよ」

　喜んでくれるゼナさんに、改めて獣娘達を紹介した。

「ああ、あの時の亜人の子達ですね」

「ポチ、なのです」

「タマ～」

「リザと申します」

　ポチとタマは人見知りしたように最小限の自己紹介をして、オレの後ろに隠れてしまった。

「地上ではお嬢様に投石から守っていただき、まことにありがとうございました。お嬢様の魔術が無ければ、私もこの子達も生き延びる事はできなかったでしょう」

　リザは暴動の時に守られたのを覚えていたようで、最敬礼をしてゼナに感謝の言葉を捧ささげる。

「かんしゃ～」

「ありがとう、なのです」

「うふふ、どういたしまして」

　リザの言葉でゼナさんの事を思い出したのか、ポチとタマがオレの後ろから出てきてペコリと一礼した。その後すぐに、オレの後ろに隠れてしまったのはご愛あい嬌きようだ。

「そうだ、サトゥーさん！　この先が出口に通じているかもしれないんです」

「そうなんですか？　それは魔法で？」

「はい、『風の道パス・フアインダー』っていう空気の流れを調べる魔法があるんです！」

　ゼナさんがヒソヒソ声で、オレに教えてくれた。

「でもですね、空気の流れで判断するので、人が通れる道があるかはわからないんです。今、斥候が調査に向かっているので、もう少し待っていてください」

「はい、朗報を待ちましょう」

　その斥候が出発した直後に天井からスライムが落ちてきて、先ほどの事態になったそうだ。

　待つ間、周囲を観察する。民間人達は部屋の隅で集まって休憩していた。

　子爵は鎮圧部隊の隊長らしき騎士さんと何か話しているようだ。今度こそ炎魔法を役立てて欲しい。

　この先の広間を抜けたら後は出口までの長い回廊が続いているだけなのだが、その広間にちょっと問題があった。

　出来の悪いゲームマスターが作ったかのような、回避不能位置にある殺人部屋モンスター・ハウスだ。

　三〇体のレベル一〇から一五の骨兵士スケルトンは、兵士達や子爵の魔法でなんとかできそうなのだが、三体ほど難敵がいる。

　レベル三〇の骸骨騎士スケルトン・ナイト、骸骨戦士スケルトン・ウオーリア、死鎌骸骨スケルトン・デスサイズの三体だ。

　特に死鎌骸骨は、即死攻撃を持っているようなので油断ならない。ゲームみたいに悪霊を退散させる浄化ターン・アンデツドの魔法でもあれば楽そうだ。

　攻略するのは、それが使えそうな巫女みこさんや女神官さん達の魔力の回復待ちかな。




　広間の調査に出かけていた斥候が帰還し、先ほどオレが調べたのと同じ情報を隊長さんに報告している。隊長さんが、領軍の幹部や巫女さん、子爵を交えて戦術を打ち合わせていた。

　待つのに疲れたポチとタマがうとうとしていたので、オレの膝ひざの上で仮眠を取らせる。リザも、オレの横で休息を取らせた。

　そして隊長さんの説明の後、戦闘が始まる。オレ達は蚊か帳やの外だ。

　彼らは子爵の魔法で骨兵士の体力を削り、ゼナさんの魔法で敵をばらけさせてからこちらの広間まで釣り出して各個撃破する戦法を選んだ。

　通路を利用する事で、少数対多数になるようにするらしい。

　巫女さん達三人は兵士の後ろから浄化ターン・アンデツドの魔法で援護するそうだ。

　民間人達は、一つ手前の小部屋まで移動させられ、兵士以外の戦える人材──狩人かりうどや商人の護衛達が、通路を徘徊する魔物ワンダリング・モンスターから守るという事になった。

　オレ達も一緒に小部屋に避難したのだが、今は外に出ている。

　さっきの若者の仲間らしき亜人嫌いのヤツラの愚痴や罵ば声せいで、獣娘達が傷つくのがイヤだったからだ。

　奴隷商人のニドーレンやその友人達が、そういったヤツラを窘たしなめてくれたのだが、あのピリピリした空気の中に居るくらいなら戦場の近くの方がマシだ。

　さすがに命を救われたからか、あの若者本人は獣娘達を悪く言っていない。消極的だが、罵声の方向を逸そらそうとしていたようだが、あまり役には立っていなかった。

　ニドーレン達に礼を言ってから小部屋を出て、戦場になっている広間の出口付近で待機する事にした。




　ここからだと広間の中が良く見える。

　骨部屋との間は直線通路なのか、骨部屋で吹き荒れる炎らしき赤い光が微かすかに見えた。

「来るぞ！　槍隊構え！」

　分隊長らしき人の指揮で、兵士たちが槍やり衾ぶすまを作る準備をする。

　そこに魔法で先制しに行っていた子爵とゼナさんの二人が、順に部屋に飛び込んできた。少し遅れて軽装備の騎士さんが戻ってくる。彼の後ろには骨兵士達が一杯だ。

　重装備の騎士二人が通路の前に壁を作り、骨兵士達の進撃を止める。

「槍そう兵へい！　突くな、叩たたけ！」

　分隊長さんの指示で、無数の槍が骨兵士達に振り下ろされ着実に骨兵士の体力を削っていく。

　そこに神官さん達の浄化魔法が撃ち込まれ止とどめを刺す。

　なんでも、相手の体力が減っている方が、レジストされにくいそうだ。

「デカイのが二匹来るぞ！　キゴーリ隊長、お願いします！」

「応！　ボーザ、一匹任すぞ」

「任せろ隊長！　血が滾たぎるぜ！」

　一番レベルの高い大剣持ちの隊長さんと、二番目にレベルが高い戦せん斧ぷを上段に構えた重戦士が、骸骨騎士スケルトン・ナイトと骸骨戦士スケルトン・ウオーリアを担当するようだ。

　前線を突き破ってきた二匹の大型スケルトンを彼らが受け持ち、前線から離れた場所で戦いを始める。

　隊長さんの大剣を骸骨騎士の盾が防ぎ、骸骨戦士の棍こん棒ぼうとバトルマニアの重戦士の戦斧が激しく打ち合う。

「……■■■　風縛バインド・エア」

　やや劣勢にあったバトルマニアの重戦士をサポートするために、ゼナさんが骸骨戦士の動きを阻害する魔法を掛けている。

　子爵は、腕組みをして偉そうにしているが、手出しをする気は無いようだ。

「■■　浄化ターン・アンデツド！」

　そこに巫女さんの浄化魔法が放たれる。雑ざ魚こスケルトンはバラバラの骨に戻って地面に転がったが、大型スケルトン達にはレジストされてしまった。

　それでも怯ひるませる事ができたらしく、形勢は少し好転したようだ。

「くっ、この黒いのに注意しろ！　コイツの大おお鎌がまは盾を突き抜けるぞ！」

　前線で喧けん騒そうと血ち飛沫しぶきが上がる。

　死鎌骸骨スケルトン・デスサイズは、他の雑魚骨と同じ背丈の真っ黒なスケルトンといった姿をしている。武器の大鎌は、死神が持つような戦いに向かない形状だが、騎士の盾を突き破り、甲かつ冑ちゆうを紙のように切り裂いている。

　前線を構築している騎士達は、デスサイズよりも一〇レベル以上も低い。このまま放置すれば、前線が崩壊する事になりそうだ。

　ポケットから取り出した小さな賤貨を、手の中で弄もてあそぶ。

　デスサイズが大鎌を振り回し、槍兵達が距離を取った瞬間に賤貨を投とう擲てきする。狙いはデスサイズの足首の関節だ。投擲スキルと狙撃スキルのサポートのおかげか、二〇メートル先の小さな目標を確実に撃ち抜く。

　大鎌を振り切った瞬間を狙ったので、デスサイズはその勢いのまま地面に転倒する。戦っている兵士達からは、勢い余っての転倒に見えたはずだ。

　騎士や兵士達はそのタイミングを逃さず、メイスや槍の石突きの連打で、大鎌を持つ腕の関節を破壊する事に成功した。

　そこに間髪入れず、巫女さんの浄化魔法が決まり、デスサイズが白い骨片に砕けて地面に散らばる。

　そこからは苦戦しつつも犠牲者を出す事無く、骨達の始末をする事に成功していった。




　避難していた人達に続いて、オレ達も骨部屋に進む。

　そこは、先ほどの広間の数倍ある広い空間だ。だいたい体育館を二個くっつけたくらいの広さがある。

　周囲はむき出しの岩肌がのぞいており、床は天然の岩を敷き詰めたような起伏のある地面のために歩きにくい。

　天井は暗くて見えないが、一五メートル程度の高さはありそうだ。

　地上に戻るための通路には、重厚な金属の大扉が立ち塞ふさがっている。鍵が閉まっているようで、誰も開錠できなかったようだ。

　騎士さん達は棍棒やメイスで破壊しようとしていたが、騒音をむなしく響かせるばかりだ。

　ポチとタマが両手で耳を塞いで、困り顔で身を竦すくませている。

　騒音がしばらく続いていたが、やがて諦あきらめたらしく、魔法に頼る事に決めたみたいだ。

「ベルトン子爵かゼナの魔法で破壊できないか？」

「我が炎なら造作もないが、ここは若者に功を譲ろう」

「わ、私の魔法ですか？」

　魔法を使いたがらないベルトン子爵が、ゼナさんに話を振る。

　ゼナさんの気鎚エア・ハンマーは、大扉の周りの土を巻き上げただけで効果が無かった。空気は軽いから対物効果の低い魔法系統なんだろう。

　後で慰めてあげよう。

　続いて子爵の火炎の舌フレイム・タングが発動したが、大扉を焦がしただけで終わった。

　そんな陰いん鬱うつな大扉前と違い、マイペースなタマがローブの裾すそを引っ張って報告してきた。

「ご主人さま～、あの壁、ヘン」

　タマが指差す方を見ると確かに違和感がある。

　マップを確認すると隠し扉のようだ。前に蜘く蛛も部屋の手前で死獣アンデツド・ビーストを叩き落とした縦穴の上端が、この部屋だったらしい。

「よく、見つけたね」

　タマの頭を撫なでて猫耳を弄いじる。ポチが寂しそうだったので、もう片方の手で撫でてあげた。もちろん、犬耳も弄った。

　そんな事をしている最中に、レーダーに新しい敵影が映る。

　ところが、その敵影のある方を探索していた兵士や商人達から悲鳴ではなく歓声が上がった。

　どういう事だ？　訝いぶかしげにそちらに視線を送りつつ、マップで敵影の正体をチェックする。

「おい宝箱があるぞ！」

「おお！　迷宮では時折、宝箱が湧わくと言うぞ」

「俺だ！　俺が見つけたんだ」

　そんな浅ましい主張は、ヤツの声と共に悲鳴に変わった。




『ホホホホーホ、コンナに大勢でやってクるとハ、ワテクシ感激！』

　現れたのは、オレ達を迷宮の底に引きずり込んだ目玉魔族だ。居ないと思ったらミミックのマネ事か！

「総員配置に付け！　円陣ではなく三方に陣取れ！　ヤツは魔法を使うぞ！　ベルトン子爵とゼナの二人は前衛に防御魔法を！」

　隊長さんが、素早く陣形を指示する。ゼナさんが風防御ウインド・プロテクシヨンや気壁エア・クツシヨンの魔法を順番に展開していく。巫女みこさん達は魔力を使い切っているのか、部屋の隅に素早く退避している。

「やはり出たか、魔族め！　悪いが火魔法には守りの術は無い。豪炎柱ブラスト・ポールの魔法を使う。時間を稼げ！」

　ほう、魔法を使いたがらない人だと思ってたけど、魔族戦に備えて魔力を温存していたのか。内心で謝りながら、ベルトン子爵を少し見直した。

　魔族が咆ほう哮こうを上げると、目玉魔族の周りに黒い玉が出現する。黒い玉はゆっくりと目玉魔族の周囲を回りだし、手を出そうとする騎士達を退ける。

『人の魔法は遅い、ワテクシ退屈』

　巨大な目を瞬かせる。

　ん？　なんだ？　一瞬ヘンな感じがした。
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　視線をログにやると、そんなメッセージが増えていた。周囲を見回すと目の正面にいた人達の状態が「魅了」になっている。

　オレの横にいた獣娘達も、レジストできずに「魅了」されてしまったようだ。

「ご主人さま！　大変なのです！　肉が一杯なのです！」

「にく、まるかじり～？」

「ポチ、タマ！　ご主人様のために、一匹でも多く狩るのですよ！」

　きっと兵士達が、ローストチキンや牛の丸焼きにでも見えているんだろう。

　幸せそうなところを悪いが、素早く掌しよう打だで気絶させ、抱え上げて部屋の隅に避難させた。この場所なら岩の陰だから、魔族が何か大きな魔法を使っても大丈夫そうだ。

　魅了された兵士が、それ以外の兵士達に襲い掛かっている。数に差があるので、壮絶な殺し合いにまでは発展していない。

　今、目玉魔族と直接接近戦をしているのは、隊長さんとバトルマニアの重戦士の二人だけだ。大剣や戦斧は、黒い玉が受け止めてしまうので魔族に届いていない。

　ゼナさんは、少し離れた場所からサポートの魔法を使っているが、魔力の残量が余り無いようだ。

『愚かなヒトよ、殺しアエ！　ワテクシ、愉快』

　その喧騒が楽しいのか目玉魔族が嘲ちよう笑しようする。嘲笑の最後に咆哮が入り、目玉魔族の体が赤黒い光を帯びる。

　そして、ようやくベルトン子爵の詠唱が完了し、目玉魔族の足元から炎が吹き上がる。

「魔族よ！　いつまでも人族が貴様達に蹂じゆう躙りんされるだけの存在だと思うな！」

　長ちよう杖じようを構えて決めゼリフを言う子爵を嘲あざ笑わらうように、目玉魔族は平気な様子で炎の中をヒラヒラと飛んでいる。ＡＲ表示で、「火魔法ダメージ七五％カット」と出ているので、直前に防御系の魔法を使っていたんだろう。

　アイツ自身も言っていたが、子爵が魔法を唱え始めてからでも対抗魔法が間に合うのだろう。ズルイやつだ。

『熱い！　アツイ！　素敵に熱い！　ワテクシ常とこ夏なつ』

「なんっ、だと?!　中級魔法が効かないだと?!」

『効いているゾ？　効いているのダヨ、人間。ワテクシ親切』

　確かに目玉魔族の体力は減っているが、ほんの僅わずかだ。

『ああ、ゼツボウが心地ヨイ！　ワテクシ至福』

　このままだと損害が出るのは時間の問題だ。

　ゼナさんは、下級魔族がワイバーン程度の強さと言っていたけど、コイツの方が確実に強い気がする。

　ここは目立ってもいいから戦うべきだな。

　人間離れした力を振るったらセーリュー市を追われる事になるかもしれないけれど、ゼナさんを見殺しにするわけにもいかない。




　その決意に水を差すように、隣の部屋に避難していた人達からの悲鳴が聞こえた。

　通路に目をやると、転がり出てくるニドーレン達の姿と血まみれの死獣の姿があった。

　しまった！　前方に集中しすぎていてレーダーのチェックが疎おろそかになっていた。

　悔やみながらも足元の石を拾い上げて、死獣の横顔にぶつける。

　一撃で始末しなかったのは、コイツを利用するためだ。

　ヤツは、虚うつろな眼がん窩かをオレに向け、その手に掛けようとしていた中年男性を無視してこちらに飛び掛かってきた。

　ゼナさんの驚く顔が、視界の片隅に入る。

「サトゥーさん?!」

　オレは死獣の突撃を両腕で受け止め、その勢いのまま例の隠し通路のある壁に激突する。

　壁は脆もろくも崩れ、オレと死獣は諸もろ共ともに暗くら闇やみに吞のまれる。

「ゼナ！　持ち場を離れるな！」

「イヤッ、離して！　サトゥーさんが、サトゥーさんがぁぁ」

　ゼナさんがオレの名を絶叫する声を背に受け、奈な落らくの底に沈んでいった。

　ごめんなさい、ゼナさん。後で、叱られますから。




　ここは隠し扉の裏にある縦穴だ。三〇〇メートル下まで落ちると戦場への復帰が面倒なので、一五メートル下の小部屋に手を引っ掛けて転がり込む。

　普通なら手の骨が折れるだけで、決して成功しないようなアクロバティックな行動だが、レベルの上がったこの体なら無理なく実行できた。

　オレと一緒に転がり込んできた死獣を、久々に取り出した聖剣で斬りつける。

　やはり青い光は出なかったが、凄すさまじい切れ味を発揮して死獣をなんの抵抗も無く真っ二つにした。聖剣を抜いていると、微ダメージを受けるので納刀する。

　この小部屋で変装しよう。

　ローブを野暮ったいモノに着替え、極彩色の外がい套とうを羽織る。この外套にはフードが付いているので顔が隠せそうだが、少し心こころ許もとない。

　ストレージを探ってみると、手頃なモノがあった。

　マーサちゃんと一緒に買った竜面だ。この銀色の仮面は、去年の流行はやりだったらしいから持ち主を特定される事も無いだろう。一緒に買った金髪のカツラも被かぶっておく。

　よし、これで完璧だ。

　オレは、戦場に向かうべく風のような速さで通路に駆け出した。




　骨広間の手前の広間では、魔族が呼び出したのか雑ざ魚こい魔物が押し寄せていて、狩人かりうどや護衛達が必死で入り口を守っていた。

　通路に出ている人が居ないのを確認して、ストレージ内にある岩を取り出して投げる。

　圧倒的な質量が魔物達を蹂躙する。




[image: ]称号「無慈悲なる者」を得た。




　一撃で魔物達の掃討が完了したのをレーダーで確認し、呆あつ気けにとられる狩人や護衛達の間を駆け抜けて骨広間に向かう。

　骨広間では、魔族との戦闘が継続していた。

　この数分の間に数人の兵士達が重傷を負っていたが、ゼナさんは無事のようだ。部屋の隅に隠した獣娘達も気絶したままだが、ちゃんと無事だ。




　子爵の魔法だと思うが、魔族の周りを取り囲むように炎が吹き荒れているので接近戦ができない。ストレージから取り出した石を巨大な目玉の中心に投げつけた。

『グボゥ？　ナニモノぼわ？　ワテクシ驚きよう愕がく』

「騎士達よ。魔族の始末は任せろ」

「ふざけるな！　貴様のような怪しげな銀仮面の者の手助けなどいらん！」

　あらら、拒否されてしまったか。

　正体がバレないように、お祭り用の銀仮面を被ってきたのが仇あだになってしまったようだ。

　目玉魔族が咆哮を上げると、ヤツの前に半透明の黒い板のようなものが生まれる。

　軽く石をぶつけてみたが、黒い板の手前で勢いを無くして地面に落ちてしまった。たぶん、対空防御系の魔法だろう。

『キサマ何者ダ？　ただの石で魔族に打撃を与えるトハ、ワテクシ困惑』

　続く咆哮が黒い槍やりを生み出す。

　あの咆哮は魔族の魔法詠唱なんだろうか？

　飛来する黒い槍を、軽々と回避する。けっこうな速度で飛んでくるが、回避スキルがタイミングを教えてくれるのか、なんとなく回避できる。

　オレに気を取られていたのか、子爵が放った「炎の槍フレイム・スピア」の魔法と巫女さんの「聖なる槍セイクリツド・ジヤベリン」の魔法が、魔族の側頭部に突き刺さり魔族の体力を大きく削る。

　さらに、反対側からは、隊長さんの大剣とバトルマニアの重戦士の戦せん斧ぷが叩たたきつけられた。

　戦斧はダメージを与えられないが、隊長さんの大剣は魔法の武器だからか、目玉魔族の体力を削っている。

『ああ、人族に倒さレル？　倒さレル?!　ワテクシ無念』

　目玉魔族の足元に魔法陣が生まれる。

「何か仕掛けてくるぞ、全員防御姿勢を取れ！」

　隊長さんの警告で、兵士達が近くの岩陰に隠れる。

　ゲームだったら、ここで相打ち覚悟で攻撃を重ねるシーンだが、現実では被害を減らすのを優先するみたいだ。ここで魔族に突貫するのは、爆発寸前のダイナマイトの導火線を消しに走るような行為なのだろう。

　それでもオレは、この隙に止とどめを刺すべく腰帯に差した聖剣を抜いて駆け寄る。だが、頭上から落ちてきた何かに進撃を阻まれ地を這はった。




[image: ]「闇やみ魔ま法ほう：魔族」スキルを得た。

[image: ]「闇耐性」スキルを得た。




　くそっ、さっき兵士達の攻撃を止めていた黒い玉か？

　スキルゲットはラッキーだったが、それよりもあの魔法陣がヤバそうだ。転んだ時に聖剣を手放してしまったので、素手で黒い玉を殴り飛ばす。

　魔族を中心に黒い魔法陣が天に伸び──

『アア、あるじサマ！　ワテクシ渇望』

　──魔法陣から湧わき出すように漆黒の巨人が出現した。




　　　　◆




　それは正に悪魔としか言えない存在だった。

　雄羊の角、赤黒く光る眼、てかてか光る漆黒の肌。二対四本の腕には、銀光を放つ鋭い鉤かぎ爪づめ。背には赤い筋が入ったコウモリの翼が伸び、尻しりには針の付いた二ふた股またの尻しつ尾ぽが生えている。全長七メートルの巨きよ軀くで宙に浮かんでいる。

　こいつはレベル六二の上級魔族、風雷闇の三種の魔法と格闘スキルを持っている。さらに種族固有の能力として、「飛行」「石化の吐息」「毒」「自己再生」「眷けん属ぞく創造」の五つがあった。

「馬鹿なっ?!　中級魔族の召喚だと?!」

『否定スル。ヒトよ。ワガハイ不快』

『あるじサマは魔王の側近！　神にも近き魔族の君主デーモン・ロード！　ワテクシ訂正』

「信じられん。上級魔族、なのか?!」

　新しい魔族の出現に驚愕していた子爵や隊長さんが、上級魔族と聞いて絶望に染まった顔をして膝ひざを付いている。耐えているのはバトルマニアの重戦士と巫女みこさんだけだ。

『迷宮の設置とワガハイの召喚ゴクロウでアッタ、ワガハイ慰労』

　上級魔族が目玉魔族を摑つかみあげて──

『アア、あるじサマの一部に戻レル！　ワテクシ歓喜』

　──そのまま齧かじり付いて食べ尽くす。

　突然の惨劇が終わると、ヤツの顔の横に目玉だけの顔が生える。

　合体なのか？　進化やレベルアップしていないのを幸いと考えよう。

『雑魚どもヨ、恐怖せヨ！　強者ヨ、立ち向かってくるがヨイ。ワガハイ選別』

　ヤツの声に重なって、咆ほう哮こうが聞こえた。あの新しい顔が詠唱をしているらしい。

　台風なんて目じゃないほどの風が広間に吹き荒れ、兵士達が壁に叩きつけられる。

　オレは風の中を駆け抜け、ゼナさんや巫女さん達が壁に叩きつけられる前に順番に受け止めて行く。

　男達は自力で耐えろ。さすがに全員は無理だ。




[image: ]「風魔法：魔族」スキルを得た。

[image: ]「風耐性」スキルを得た。




　上級魔族の魔法に耐えている間に、二種のスキルを手に入れたので耐性スキルにポイントを割り振っておく。




　岩に刺さっていた聖剣を拾い上げ、上級魔族と対たい峙じする。

　ヤツは自分に立ち向かってくるオレの姿を嘲あざけるように睥へい睨げいし、オレの持つ聖剣に気が付くと見下すような表情を改めた。

『まさか勇者がイルとハ。神の啓示でも受けたか?!　ワガハイ立腹』

　ヤツはオレに話しかけながらも、バックグラウンドで魔法を使う。なかなか、ズルイ技だ。

　ヤツの体に漆黒のオーラが浮かぶ。支援魔法の一種らしい。

　でも、ズルさではオレも負けていない。ＡＲ表示で、ヤツの魔法の効果を確認する。どうやら強化魔法のようだ。「物理ダメージ九〇％カット」というふざけた効果らしい。

『油断大敵！　ワガハイ全力』

　上級魔族がまた吼ほえる。爪や角、尻尾に漆黒のオーラが瞬く。ＡＲ表示では「物理攻撃力三〇〇％アップ」と出ている。

　おいおい、どこまで強化する気だ。

　このまま見ていたら、どんどん不利になるので行動を起こす。

　剣だとヤツの足しか狙えないので、最大威力に設定した魔法銃で狙い撃つ。

　殆ほとんど見えないはずの弾丸をヤツは体を捻ひねって回避し、その巨体からは想像できないような速度で襲ってきた。

　ヤツが、赤い残光を曳ひきながら右手の毒爪を振り下ろす。切り裂こうとしてくるのをスウェーバックで避け、バカげた筋力を頼りに無理な姿勢で斬り上げる。

　だが、それでは、ヤツの体表を掠かすめるように浅く斬り裂く事しかできない。魔物退治で大分慣れたつもりだったけど、まだまだ腰が引けているみたいだ。

『ドウシタ勇者？　聖剣も碌ろくに使えヌのか？　ワガハイ落胆』

　オレが付けた僅わずかな傷は、瞬く間に回復してしまう。

　やはり、巫女さんが言っていたように「勇者」の称号が無いと、聖剣は十全の能力を発揮できないのだろうか？

　ヤツの攻撃を回避しつつカウンターで攻撃するが、魔法銃の弾丸は避けられ、聖剣は浅く斬り裂くばかりで、なかなかダメージが与えられない。

　それに痺しびれを切らしたのか、ヤツは接近戦に織り交ぜて、雷撃を落としてきた。

　避けるヒマも無く雷撃がオレに命中する。




[image: ]「雷魔法：魔族」スキルを得た。

[image: ]「雷耐性」スキルを得た。

[image: ]「麻ま痺ひ耐性」スキルを得た。




「痛いてて、手足がピリピリする」

　強いて言えば正座をした後の痺れに、静電気のピリッと来たのを足した感じだ。自分の体力ゲージを見ると五ポイントほどダメージを受けている。

　ヤツが毒爪を振るってきたのを避けようとするが、痺れが残っていて一瞬出遅れた。聖剣で受け流すも、少し肩を掠めてしまう。




[image: ]「毒耐性」スキルを得た。

[image: ]「疾しつ病ぺい耐性」スキルを得た。

[image: ]「腐敗耐性」スキルを得た。




　どれだけ、状態異常攻撃の塊なんだ。でもまあ、抵抗レジストできたのか体に異常は無い。

　ヤツから距離をとりつつ、耐性スキルにポイントを割り振る。

『頑丈なヤツメ！　ワガハイ感嘆』

　だが、魔法や状態異常攻撃を難なくレジストしてきたせいか、少し油断があったようだ。

　ヤツの吐く灰色のブレスを、左半身に喰くらってしまった。

　体の表面がうっすらと石化していく。ストレージから取り出したマントで石化ブレスの続きを防ぐ。




[image: ]「石化耐性」スキルを得た。




　少し焦ったが、石化したのは服と体の表面だけらしく、手をニギニギと開け閉めすると手に付いた石せつ膏こうが剝はがれるように石化した部分が剝がれ、下から綺き麗れいな色の肌が出てきた。

　まったく、レベル差があって本当に良かった。

　ヤツは石化がオレに効いていないのに驚いていたが、闇の弾丸や風の刃やいばを牽けん制せいに使って、オレが空中に逃れたところを鉤爪で殴ってきた。

　しまった、格闘ゲームでも空中に逃げるのは悪手だっけ。

　石化で脆もろくなっていたローブが引き裂かれ、肩が剝むき出しになってしまった。

　ダメージ自体は受けているようだが、自己治癒スキルが怪我を負うたびに回復してくれる。おかげで、ローブに血ち糊のりが付いているものの体力は満タンだ。

　それでも、血を流しすぎても大丈夫だという保障も無いし、自己治癒スキルを過信しないように注意しよう。




　オレを摑もうと不用心に伸ばしてきた腕を、千歳一遇のチャンスとばかりに聖剣で斬り飛ばす。

　あれ？　物理ダメージ九〇％カットじゃなかったっけ？

　だが、ヤツは失った腕をすぐに再生させてしまう。斬った腕は、粘土細工を変形させるように下級魔族に変化した。

『良く斬れる聖剣のようダガ、ワガハイを斬るほどに眷属が生まれるゾ？　ワガハイ忠告』

　腕魔族は、隊長さん達に襲い掛かっていく。そいつは魔法スキルを持っていなかったので、隊長さん達でも、なんとかなりそうだ。少しでも楽に戦えるように、魔法銃でソイツの両足を狙そ撃げきしておいた。

『いかに優れた剣士だろうト、聖剣の力を使えぬキサマにワガハイは倒せヌ。ワガハイ笑止』

　巫女さんが言ってたヤツか。「勇者の振るう聖剣でしか魔王は倒せない」って。まったく、上級魔族も、魔王と同じルールなのか？

　だが、魔法は二種類しか無い。

　下級の魔法は効かないってゼナさんが言っていたから、小火弾フアイア・シヨツトはダメか。

　流星雨は威力が強すぎて論外だ。アイツは倒せるかもしれないけど、ゼナさんや獣娘達まで巻き添えだ。セーリュー市の人達やオレ自身も無事では済まないだろう。

　そんな事を考えて気が逸それていたせいか、上級魔族の鉤爪を避けたところに襲ってきた尻尾に跳ね飛ばされて地面を転がり、対角方向の壁に激突する。

　衝撃に朦もう朧ろうとする頭を振って立ち上がる。

　このままじゃ、ジリ貧だ。

　聖剣は斬れるが、斬ってもすぐ回復する上に、敵が増える。

　魔法は威力が強すぎるのと弱すぎるヤツの二種しかない。

　魔法銃は避けられる。




　ん？　避けられる？




『ワガハイ追撃』

　そこに上級魔族の飛び蹴げりが襲ってきた。

　何トンもある重量がオレに激突し、そのまま床を削り迷宮の壁へと押しつけられる。

　くっ。まったく苦痛耐性が無かったら、痛みで気を失っていたかもね。

「……■■■　気鎚エア・ハンマー」

「……■■■■　炎の槍フレイム・スピア」

「■■　聖なる槍セイクリツド・ジヤベリン」

　そこに、ゼナさんや子爵、それから巫女さんの魔法が上級魔族に叩たたきつけられる。

　レジストされて、殆どダメージらしいダメージは与えられなかったようだが、隙を作ってくれたら充分だ。手に持っていた聖剣も魔法銃も落としてしまったが、ストレージには予備の魔法銃がまだある。

『惰弱な魔法デ、我が楽しみをジャマするトハ！　ワガハイ立腹』

　ヤツはオレの腹を足で押さえたまま、近くの岩を持ち上げてゼナさん達に投げつけようとしている。

　させないよ？

　ストレージから予備の魔法銃を取り出して、ゼロ距離で撃つ。もちろん威力ゲージは最大だ。

『ぐぬぬウ、ワガハイ油断』

　一撃目が命中したが、ヤツは岩を投げるのに固執せずに素早く離れてしまったので、二発目以降は回避されてしまった。魔法銃は弾が出るまでのコンマ一秒のタイムラグが憎い。

　だが、与えるダメージはヤツの体力の一％も行かない。魔法銃のダメージは刀傷より再生速度が遅いようだから、連続で当てられればなんとかなりそうだ。

　小火弾フアイア・シヨツトで牽制して、至近距離から魔法銃を当てる作戦でいこう。オレの魔力回復速度は優れているようで、流星雨でも使わない限り枯渇の心配も無いからね。

　少しでも威力を上げるために、回収したばかりの聖剣をしまって長ちよう杖じようを出した。子爵やゼナさんも杖つえを使っていたし、きっと威力が上がるのだろう。

『使えヌ聖剣を諦あきらメタカ。ワガハイ刮かつ目もく』

　ヤツはどちらにでも逃げられるように、オレから距離をとって中腰で構えている。

　オレは魔法欄から小火弾フアイア・シヨツトを選択する。

　くらえ！




　轟ごう！




　視界が白く染まり、耳が聞こえなくなるほどの轟音が響き渡る。

　回復した視界には、上半身の半分が炭化して蒸気を上げている上級魔族と、その後方で半球状に溶けた迷宮の壁だった。壁はまだ赤々と溶岩のように燃えている。

　ナニコレ？

　──そうだ、忘れていた。

　流星雨だって、アイコンで使った時と魔法欄から選択して使った時で何十倍も威力が違った。なら、他の魔法だってそうなのだろう。

　熱い蒸気の風がこちらに押し寄せてきた。下手へたに吸うと喉のどを焼かれそうなので息を止める。

『マサカ、あれほどの体術を使うモノが魔法使いトハ！　ワガハイ理解不能』

　岩の陰から子爵が、「あれは上級魔法の紅蓮槍クリムゾン・ジヤベリンに違いない！」とかなんとか言っている。

　違います、超初級の小火弾フアイア・シヨツトです。

　しかし、こうまで威力が強いと、逆に使い辛づらい。あと三発も当てれば勝てるが、ヤツもそれは理解しているようで、オレが撃てないようにゼナさん達が背後に来るような位置取りをし始めた。




　悪いけど、ワガハイ君。

　キミはもうチェックメイトなんだよ。




　オレは再び長杖を収納し、聖剣に持ちかえる。

　そう、さっきの魔法の事を思い出した時に、一緒に思い出した事がある。




　オレは、地を駆け、岩を蹴けりヤツに接近する。




　──魔王を倒すには勇者の振るう聖剣が必要だ。




　ヤツが苦し紛れに放つ石化のブレスを、ストレージから出した天幕で防ぎ、ヤツの股また下したに滑り込む。




　──上級魔族は、魔王の側近にして「神にも近き」魔族の君主デーモン・ロード。




　石になった天幕がブラインドの役目を果たしてくれた。

　その陰から、天井に向けて小火弾フアイア・シヨツトを放ち、周囲の耳目を奪う。




　──だが、オレには聖剣はあるが勇者の称号が無い。




　レーダーを頼りに地を蹴り、未だに赤く燃える天井を蹴りつけ方向転換する。ちょっと熱い。




　──だから有効打を与えられない。




　三角とびの要領で、死角から空を舞うヤツの翼に斬りつけ、飛行手段を奪う。




　──本当にそうか？




　再生が完了するまでが勝負だ。




　──称号を思い出せ。お前は何を持っている？




　オレは称号と剣を変更し、新しい翼を生やすために一瞬動きの止まった上級魔族の脳天に、唐から竹たけ割りの斬ざん撃げきを叩きつけた。

　光を吸い込むような暗黒の刃やいばが、漆黒の魔族を斬り裂く。斬った端から黒い塵ちりが吹き上がり、上級魔族の体が崩壊していく。

『ナンダ、その剣は?!　……ワガハイ……敗……北』

　その言葉を言い終わるのを待って、黒い塵は霞かすみのように透けて消えてしまった。

　まるで幻影を斬り裂いたような抵抗の無さに少し不安になったが、ログを見る限り、ちゃんと倒せたようだ。

　周りが呆あつ気けにとられているうちに剣を鞘さやに収め、オレはこの場を立ち去る。

　オレがヤツを倒したのは、今考えれば簡単な事だった。

　勇者の称号と聖剣が、「神にも近き者デミゴツド」を倒せるなら、「神ゴツド」を殺せる「神殺し」の称号と神剣に同じ事ができないわけが無い。

　まあ、そういう事だ。




　さっきの小部屋に戻り、着替えてから縦穴を登る。迷宮の壁は普通の岩より硬いので、手がかりを作るのが大変だ。

「ごしゅじんさま～」

　あと五メートルほどの所まで登った頃、上から命綱を付けたタマが降りてきた。たぶん、オレの救助の為だろう。開口部からはリザとポチが覗のぞいている。

「出迎えご苦労様」

「あい！」

　タマを肩車して、そのまま壁を登りきる。

「ポチとリザもありがとう」

「ご無事でっ……」

「良かったのです！」

　リザが感極まったように泣き出してしまったので、真新しいハンカチを鞄かばんから出して渡してやる。それに釣られたのかポチとタマもオレの首に抱きついて泣き出してしまった。

　はいはい、無事を喜ぶ涙なら、好きなだけ泣いていいよ。

　こちらに駆けてくるゼナさんに、軽く手を振って応える。とじこめられてからまだ二日も経たっていないのに、随分と永ながく迷宮に居た気分だ。

　いつの間にか称号が増えていた。



















[image: ]称号「迷宮踏破者」を得た。

[image: ]称号「悪魔と踊る者」を得た。

[image: ]称号「魔族殺し［上級］」を得た。

[image: ]称号「勇者」を得た。




　最後の称号は、もう少し早く欲しかったよ。







　地上へ





〝サトゥーです。ちょっとした手違いと幸運で、高級ホテルのスイートルームに泊まった事があります。小市民だったので、緊張してしまって余り楽しめませんでした。「過ぎたるは及ばざるがごとし」とは良く言ったモノです。〟






　オレは、ポチとタマの二人と手を繫つなぎながら、出口へと続く螺ら旋せん階段を上っている。民間人の中では一番最後だ。例のバトルマニアの戦士とその部下数名が、先ほどの広間で扉の番をしている。

　外に出たら荷物検査があるかもしれないので、人目の無い場所に居る間に格納鞄ガレージバツグと普通の鞄を交換しておく事にする。ポチが持っていた魔核コアも三割ほどの数に減らして、残りは格納鞄経由でストレージに移動しておいた。

　他の人達が倒した数と比べると多すぎるから、こうやって調整しておいた方がトラブル防止になりそうなんだよね。

「外に出たら何か美味おいしいものでも食べようか。何か食べたいものはあるかい？」

「にく～？」

「肉がいいのです！　おっきな肉が馬車に載ってたのを見たのです！」

　本当に肉好きな子達だな。

　獣人だからかと思ったけど、よく考えたら子供って肉が好きだよね。

　でも、ポチの言ってる「おっきな肉」って、やっぱりワイバーンの事なのかな？　できれば違う肉に誘導して回避したいものだ。

「ポチ、タマ。肉は確かに素晴らしいものです。ですが、一介の奴隷が肉をねだるなど、分不相応です」

「ぶんふそ～？」

「リザの言葉は難しいのです」

「贅ぜい沢たくという事です」

　リザが二人を窘たしなめてくれてるけど、露店とかならそんなに高くないはず。

　この間の猪いのしし肉にくのステーキとかでも大銅貨数枚だったからね。

「迷宮からの生還祝いだから、肉料理にしようか」

「やった～」「なのです！」

「ご主人様が、そう仰おつしやるのなら。このリザ、肉の最後の一欠片かけらまで味わってみせます！」

　オレと手を繫いだままポチとタマがジャンプして喜びを表現している。

　後ろをついてくるリザを振り返ると、真剣な表情で握り拳こぶしをして誓うようなポーズをとっていた。

　いや、そこまで真剣にならなくていいからね？




　迷宮の出口から差し込む日の光が眩まぶしい。

　両足を揃えてピョンと光の中に飛び出したポチとタマに、引っ張られるように迷宮の外に出る。

　外に出たオレ達を待っていたのは、先に脱出した人々の不安顔と喧けん騒そうだった。

　その理由は周りを見回しただけで、ある程度理解できた。

　この出口の周囲は、学校の校庭くらいの広さの更さら地ちになっている。更地といっても真っ平らではなく、出口を中心に渦巻き状に溝ができているようだ。おそらく、迷宮ができた時に、広場や周囲の家々を巻き込んだ痕こん跡せきに違いない。

　そして、出口を囲むように、土ど囊のうで固定した馬ば柵さくに守られた陣地が作られ、その馬柵の間には、抗竜塔で見かけたような大砲が並んでいる。その大砲の後ろには大型の弩いしゆみを装備した弓兵たちが待機していた。

　もちろん、砲口が向いているのは、迷宮への入り口──つまり、オレ達の居る方向だ。

　ポチとタマだけじゃなく、リザまで不安そうにしているので、事情を知ってそうな人のところに聞きに行く。

「それがですね、私達の中に『魔物が化けている者が居ないか』とか『魔物由来の病にかかっている者が居ないか』を調べるまで、ここで待機を命じられているんです」

　なるほど、検疫は必要だよね。

　オレが事前にチェックした範囲では、全員魔物じゃないし、病にも毒にもおかされている者は居ない。もっとも、オレはそんな証言をするつもりは無いが、証言したとしても誰も信じないだろう。

　周囲を囲む兵士達を確認してみたが、鑑定系のスキルを持つ者は居ないようだったので、調べる方法のある人間か機材が到着するまで待つしかないね。

　幸い脱出メンバーの中に巫女みこさんや神官さんが居たので、重傷者の心配はいらなそうだ。軽傷の者は放置されているが、骨折や重篤な裂傷を負っていた者は治癒済みで地面にマントを敷いて寝かされている。

　そうだ、魔法薬ポーシヨンがまだ三本ほどあるし、軟なん膏こうも未使用のが一個残っているから提供しよう。マーサちゃん達のお土産は、今度改めて買いに行けばいいだろう。

　見知らぬヤツに貰もらった薬なんて使いたくないだろうから、ゼナさんを間に入れて怪我人の治療に使って貰った。

　待っているのがヒマだったのか、座ったオレの膝ひざの上でタマがだらーんと仰あお向むけに寝そべったり、ポチがオレの肩に這はい上がったりしていた。

　あまり騒ぐと不安そうな周りの人に絡まれかねないので、適当なところで止めさせて、オレに寄りかからせて少し眠らせた。リザは槍やりを持ったまま歩ほ哨しようのマネ事をしていたので、横に座らせて休憩させる。




　一時間ほど待った後に、数台の馬車が到着して、検疫作業が始まった。一人ずつ順番に馬柵の向こうに呼んで、例のヤマト石に触らせチェックするそうだ。

　隊長さんや巫女さんに続いて魔法兵のゼナさんが呼ばれていった。

　兵隊さん達のチェックが先らしいので、オレ達は最後の方だ。

「じゃあ、先に行くけど、向こうで待ってるからね」

「あい～」

「はい、なのです」

「了解いたしました」

　不安そうな顔の三人にそう告げて、馬柵の向こうに進む。待っていた文官風のお姉さんに荷物を預けてヤマト石のあるテーブルに向かう。

　やっぱ、迷宮突破しておいて、レベル一でスキル無しのままだとマズイか？

　メニュー画面の交流タブを操作する。獣娘達がレベル一三なので、ちょっと低めにレベルを一〇に。スキルは商人っぽく「値切り」と「相場」。戦闘系スキルが無いと不自然か？　ついでに「投とう擲てき」と「回避」も入れておこう。

　係員っぽい人に促されるままに、ヤマト石に手を置く。ヤマト石の向こうに座る女性文官さんの胸の谷間に視線が行きそうだったが、懸命に耐えた。

　ヤマト石に表示される文字を読み、設定した情報に更新されているのを確認する。

「凄すごいですね。兵士や探索者でもないのに、その年でこのレベルとは、なかなか苦労していらっしゃるみたいですね」

「それほどでもありませんよ」

　ヤマト石の左右に立つ警備係の化粧の濃い女性騎士さんが感心してくれたが、日本人らしく謙けん遜そんしておく。




「──だから、槍をお渡しなさい！」

「これは、ご主人様が私のために作ってくださった、私の半身にも等しい大事な槍です。片時たりとも、手放す事はできません」

「お前の意思など関係ないと言っているのです！」

　後ろで言い争う声が聞こえたので振り返ると、リザが槍を預けるのをイヤがって揉もめているようだ。

「リザ、後でちゃんと返して貰うから、今はこの人に預けて」

「ご、ご主人様がそう仰るのであれば……」

　オレが説得するとリザは渋々とだが、槍を係員のお姉さんに預けてくれた。

　彼女の名前と所属を交流欄のメモ帳に記入しておく。すぐに返して貰えるならいいんだけど、マップで見る限り、先に行った面々が馬車で城に護送されているっぽいんだよね。

　投獄されて口封じに処刑とかは、さすがに無いと思うけど、事態を収拾するまで軟禁とかはありそうだ。

　普通に考えて街中に迷宮発生とか上級魔族出現とかはレアケースのはずだもんね。




　後ろで小さく喚声が上がった。

　リザがレベル一三と奴隷にしては高いレベルな事と、四つもスキルを持っている事に驚いているようだ。

　リザは表情が読めないのでわからないが尻しつ尾ぽが微妙にピクピクと動いている。ちょっと得意なのかもしれない。

　魔核コアの入った袋を素直にお姉さんに渡して、ポチとタマがこっちに駆かけてきた。子供だからか二人セットだ。

　ヤマト石に手が届かないので、リザに後ろから抱き上げられている。手足をぶらーんとさせて楽しそうだ。

　ポチが、ヤマト石の担当官の人に言われて手を乗せる。リザの時よりも大きな喚声が上がった。一〇歳でレベル一三は凄いのだろう。スキルも四つあるし。

　ポチが尻尾をブンブン振っている。こっちを見て鼻をスピスピさせているから、きっと誇らしいのだろう。

　最後はタマだ。ポチと同じくリザに抱えられている。手足をぶらーんとさせるのがやってみたかったのか、すごく嬉うれしそうに脱力して死体のふりをしている。

　タマのステータスが表示された時の喚声はポチの時より低かった。凄さはポチと同じだが、似たステータスが三人目だと驚きも薄れるのだろう。タマが、ちょっと不満そうだ。

「亜人奴隷をあれだけ鍛えるのは苦労しただろう？」

「それほどでもありませんよ。彼女達は優秀ですから」

　苦労したのは事実だが、優秀だったのもまた事実だ。彼女達が居なかったら、死ぬ事は無いにしても、罠わなに嵌はまったりしてイヤな目にあっていたのは間違いない。

　オレ達四人は、兵隊さんに促されて馬車に乗り込む。先に検査を終えていた数人も一緒のようだ。幌ほろ付つきの馬車で、前後の出入り口には剣を持った兵士が乗り込んでいる。

　この馬車には顔見知りが居なかったので、特に会話する事も無かった。

　獣人を嫌っていた人も居たので、ポチやタマにも大人しくしてるように言い含めてある。不安は人を攻撃的にさせるからね。

　結局、重苦しい空気のまま、馬車は伯爵の城に到着した。残念ながら、馬車の外は見えないように出入り口に布が掛かっていたので、景色を楽しむ事もできなかった。




　馬車から降りると、またもや兵士の人達に囲まれて移動になる。

「ど、どこに連れていくんだよ」

「そうだ！　ワシらは死ぬ思いで迷宮から帰ってきたんだぞ！」

　チンピラ風の若者と強こわ面もての中年男性が兵士の人に食って掛かる。これだけ武装した人達に囲まれているのに、大した度胸だ。

「お前達は、これから数日の間、地ち下か牢ろうに入って貰う。これは伯爵様のお決めになった事だ。逆らう者には反逆罪が適用される。治安維持のために、黙って従え」

　おお、軟禁かと予想していたが、貴族の権力を舐なめていたかもしれない。いきなり牢屋を体験する事になるとはね。

　せっかくセーリュー市を上級魔族の魔の手から救ったのに、その報酬が「地下牢へ、ご招待」とかやるせないにもほどがある。正体を隠してたんだから、文句も言えないけどさ。

　反逆罪云々が効いたのか、それ以降は誰も逆らう事無く兵士に付いていく。後で聞いた事だが、反逆罪が適用されると、本人だけでなく係累にまで咎とがが及ぶらしい。

　地下牢は薄暗く少し寒い。粗末なベッドさえ無く、石の床の上に直接寝るらしい。薄い毛布を一枚渡されるだけらしいので夜は凍えそうだ。それにもまして、トイレが遮しや蔽へい物ぶつの何も無い場所にある壷つぼだというのが辛い。

　もうちょっと、プライバシーに気を遣って欲しいよね。

　なかなかハードそうな場所だが、結果的にオレ達が、この地下牢で一晩を明かす事は無かった。

「おい、サトゥーというのはどいつだ？」

「私です」

「ついてこい。お前は別の場所だ」

　地下牢に不似合いな文官風の男が、オレを呼びにやってきた。

　おっと、こんな場所に獣娘達を置いていくのは勘弁して欲しい。交渉スキルさんに活躍して貰おうか。

「この子達は、私の奴隷です。場所を移すなら、この子達も同行させてください」

「ふむ、私の受けた命令は、貴様を連れてこいと言われただけだ。亜人奴隷の事など聞いておらぬ」

　ここは黄金色のお菓子の出番かな？

　金貨は流石さすがに多すぎるので、「そこをなんとかならないでしょうか？」と訴えながら、そっと銀貨を案内役の文官に握らせた。




[image: ]「贈賄」スキルを得た。

[image: ]「説得」スキルを得た。




　銀色のお菓子は、なかなか効果が高かったようだ。男の態度が急に軟化する。

「……とはいえ、貴様の奴隷を連れてくるなとも命令されていない。とりあえず、連れていってかまわん。ただし、向こうで追い返される事になっても知らんぞ」

「はい、それで構いません」

　その時は、オレを呼び出した人を説得すればいいよね。

　役に立ちそうなので、新しく取得したスキルにポイントを割り振っておく。やりすぎると悪徳商人フラグが立ちそうだ。




　案内された先に待っていたのは、見知らぬ老紳士だった。

「はじめまして、サトゥー様。私わたくし、ベルトン子爵家で家令を務めております。デシャンと申します」

　う～ん、セバスチャンじゃなかった。

「はじめまして、デシャン様」

「サトゥー様、どうか私の事はデシャンと呼び捨てになさってください」

　こんな立派な老紳士を、呼び捨てとかハードルが高い。

「手配が遅れてお詫わびのしようもございません。子爵様の恩人を地下牢に入れさせてしまうなど。私どもの不徳の致すところでございます」

「いえ、おかげで地下牢で宿泊せずに済みました。それに地下牢なんてなかなか見られませんから」

　しきりに詫びるデシャン氏に、城の奥にある迎賓館の一つに案内される。しかし、この城の敷地は広い。オレが通ってた大学のキャンパスくらいある。

「こちらの部屋をお使いください。部屋付きのメイドが居るはずなのですが」

　デシャン氏が、入り口の傍のテーブルに置かれていた鈴を鳴らすと、奥の部屋から二〇代後半のメイドさんが出てきた。

　メイドさんといってもアキバ系でもビクトリア系でもない。いわゆるメイド服ではなく、普通に女官っぽいワンピース姿をしている。

　エプロンドレスやホワイトブリムは、まだ普及していないのか。味み噌そや醬しよう油ゆより、そちらを普及させるのが日本人の義務だと思うのだが。いや、違うか。でも、残念だ。

「私はこれで失礼させていただきますが、何かご要望があれば遠慮なく部屋付きのメイドにお申し付けください。これは些さ少しようですが旦だん那な様よりの感謝の印しるしです」

　デシャン氏から小さな袋を受け取る。中は貨幣ではなく小石のような粒が入っている。恐らく宝石だろう。これで中が飴あめだったら、それはそれで面白い。

　断るのも失礼なので、子爵への返礼の言葉を託しておいた。

　本人に言うのが筋なんだろうけど、お礼の品を家令さんに預けるくらいなんだから、きっと面会できないくらい忙しいに違いない。子爵といえば伯爵の次くらいに偉い爵位のはずだ。

　でも、オレの記憶が確かなら、地方領主のところに他の爵位持ち貴族が住んでいるのって珍しかったはずだ。階級が似ているからって、迂う闊かつに中世ヨーロッパあたりと同一視しないようにした方が良さそうだ。

　デシャン氏は、メイドの女性に後を任せて退出してしまった。

「では、お部屋をご案内いたします」

「はい、お願いします」

　オレはメイドさんの後ろに付いて説明を聞く。

　ポチとタマは、リザから静かにしておきなさいと厳命されていたので、リザの両りよう脇わきにぬいぐるみのように抱えられている。指を伸ばした両手の掌てのひらをクロスさせるようにして、口を押さえるポーズがとても可愛い。

　家令さんもメイドさんも気軽に部屋と言っているが、このエントランスホールだけで八畳くらいはあるし、延べ床面積二〇〇坪くらいの洋館だ。ホテルのスイートルームとかだったら、一泊で数ヶ月分の給料が飛びそうなレベルだ。

　リビングには絨じゆう毯たんではなくフェルトっぽいものが敷かれ、柔らかそうな革張りのソファーが数脚置いてある。ソファーには、幾つかの布張りのクッションも置いてあって、なかなかダラダラとできそうだ。

　この部屋は三〇畳くらいで、部屋の端には煙突の無い暖炉っぽいものがある。

　オレが興味深そうにしていたからか、メイドさんの補足説明が入った。

「これは、火石を利用した魔法道具なのです。こちらの銅板に触れて魔力を流すと、暖炉内の火石が熱を出します。温度を調整したい時は、呼び鈴をならしていただければすぐに参りますので、お気軽にお呼びください」

　おお！　ファンタジーっぽい。

　天井のシャンデリアも蠟ろう燭そく立たてが付いていないから、魔法の道具に違いない。ＡＲ表示では「光降るシャンデリア」となっていた。夜が楽しみだ。

　続いて二〇畳くらいの応接間に案内される。

　ここも調度品は先ほどのリビングと同ランクくらいの高級品が並んでいたが、こちらの方がシャープな家具が多いせいかフォーマルな印象を受ける。

　その隣には食堂があり、大人数で同時に食事が取れそうな大きなテーブルが置いてあった。御み影かげ石いしのような黒くてツルツルした触感の石のテーブルだ。

　メイドさんは説明を省略したが、リネン室やメイドさんの控え室、給湯室も応接間の近くにあるようだ。

　エントランスにあった階段を上った先には、リビングと同じ広さの主寝室がある。そこには天てん蓋がい付きのキングサイズのベッドがででーんと鎮座していた。実にフカフカだ。

　ポチとタマが飛び込みたそうにしていたが、リザがしっかりホールドしていたのでメイドさんが柳りゆう眉びを逆立てる事はなかった。ナイス、リザ。

　ここと隣接した小部屋が、使用人や護衛の部屋なのだそうだ。そちらの小部屋は、硬いベッドにシンプルな木のイスがあるだけの質素な部屋だった。グレードの違いが極端だ。

　トイレは各階にあるが、門前宿と同じく汲くみ取り式だった。トイレットペーパー代わりの品が藁わら束たばではなく藁半紙なのが、少し上等か。

　残念ながら、風ふ呂ろ場ばは無いようだ。

「どうかされましたか？」

「いえ、風呂場は無さそうだなと思って」

　ひょっとしたら、という期待を籠こめて言ってみた。

「お風呂が、お好きなのですか？　でしたら、下男に浴槽を運ばせますので、夕方にはご用意できると思います」

　浴槽を運ぶのかっ！　凄すごいな下男の人。

「すみません、大変そうな事を頼んでしまって」

「いえ、他にもご要望があればなんなりと」

　オレ自身は特に要望などは無かったのだが、後ろからきゅるる～と可愛いお腹の音が聞こえた。ポチかタマかわからないけど、そろそろお昼の時間だもんね。

「では、昼食のご用意をしてまいります。何かお嫌いなものがあれば承りますが？」

「いえ、特に好き嫌いは無いので大丈夫です」

　メイドさんは一礼して、部屋を出ていった。

　ポチとタマは、リザに抱えられたままスヤスヤと眠っている。とすると、さっきのお腹の音はリザか。少しリザの頰に朱が差しているけど、気が付かなかった振りをする事にしてあげた。




　テーブルに並べられた食事を見て首を傾かしげる。

　大小七つほどの皿が並べられ、冷めるのを防ぐためか銀製の半球形の蓋ふたが載っているのはいいのだが、なぜに一人分？　これも亜人差別なのか？

「あの、この子達の分は無いのですか？」

「使用人の方達の分は、別室に用意しております」

「この部屋に運んで貰もらえませんか、一緒に食事を取るのが我が家の仕し来きたりなのです」

　もちろん、口からでまかせだが、一人寂しく食事なんてイヤだよ。

　ファーストフードは別だけど、ご馳ち走そうはやっぱり多数でわいわい言いながら食べるのが好きなんだよね。

　獣娘達の前に並べられた皿は、深皿のシチューと黒パンのみ。メイドさんに頼んで取り皿を用意して貰って、オレの皿を四等分して皆と分け合って食べた。

「うん、さすがお城の食事だけあって美味おいしいね」

「びみびみ～」

「シチューのお肉が大きくて美味しいのです！」

「まったくです。この歯を押し返す弾力が堪りません」

　え～っと、オレの皿にはそんな肉は入っていないんだが？　オレの皿に入っている肉と違って、何か黒っぽい肉みたいだ。

　ＡＲ表示で確認してみると、オレの皿は子羊の肉だったが、皆の皿はワイバーンの肉だった。迷宮から出る時に、ポチが言っていた肉だ。三人とも嬉うれしそうに食べているし、ヘンな文句は付けないでおこう。

　美味しい食事のお礼を言った後に、今後の食事は、グレードを落としてもいいから四人全員同じ内容にして欲しいと頼んでおいた。

　毎回、オレの皿から分けるのも面倒だからね。




　待望のお風呂だが、人が一人入れるくらいの大理石っぽい石の浴槽を下男の人が四人がかりで運んできた。

　さらに、別の場所で沸かしたお湯を、何人もの下男だか奴隷だかの男達が何往復もして運んでいる。なかなか、大おお事ごとみたいだ。

　てっきり生活魔法とかで、ちゃちゃっとお湯を生み出すのかと思ったよ。

　用意を開始してから一時間も経たってから、入浴準備が完了した。

　ちょっと労働させた人達に悪いが、今さら遠慮しても仕方ない。後でチップをはずもう。

「みんなも、一緒に入るかい？」

「あい！」

「一緒なのです！」

　興味深そうに浴槽を見ていたポチとタマを誘う。小学生くらいの年齢だし一緒でも問題無いだろう。

　一応、湯ゆ着ぎというのもあるみたいだが、風呂は裸で入らないとね。

「まずは、お湯に浸かる前に汚れを落とそうね」

　元気良く返事をする子供達に石せつ鹼けんの使い方を教えてあげる。

「あわわ～白いのが広がっていく～？」

「うにゅうにゅなのです！」

「ですが、汚れは良く落ちるようです。──どうされました、ご主人様？」

　いつの間にか、リザが自然にポチとタマに混ざっていた。

　石鹼の泡で大事なところが隠れているが、高校生くらいの彼女が一緒だと、ちょっと淫いん靡びな感じがする。彼女の胸元もポチやタマ並みにペッタンコだけど、背中から腰のラインがなかなかヤバイ。

「水が温かいのです」

「ヘン～？　でも、気持ちいい～」

「体を洗うのに、お湯を使うとは！　贅ぜい沢たくですが素晴らしいですね」

　まだ湯船に浸つかってないが、お風呂はなかなか好評だ。特に、リザが嬉しそうにしている。

　長年の奴隷生活だったせいか、なかなか垢あかを落としきるのが大変だ。おかげで、お湯が少し冷めてしまった。

　そこで、メイドさんにお湯を足すように頼む。

「■■■　■　■■■■　加熱ヒート」

　メイドさんが室外から持ってきたお湯を追加して水量を調整した後に、生活魔法でお湯を加熱してくれた。

　追い炊きは魔法でやるのか。

　きっと、お湯を全て入れ替えるよりは効率的なのだろう。

　いや、今追及するべきはそこじゃない。

　どうして、魔法を使うのにそんな格好なんですか？　と問いたい。さすがに全裸じゃないが、半裸といっていいような湯着姿だ。彼女はスタイルがいいので、濡れたら先端が透けて大変な事になるに違いない。湯気が別の意味で仕事をしそうだ。

　お湯を沸かしなおしてくれた彼女にお礼を言いながら、遠まわしに聞いてみた。

「はい、いつご奉仕を命じられても良いように、この姿で待機しておりました」

　はあ、そうですか。

　凄く惜しいが、奉仕の方は遠慮しておく。

　獣娘達が一緒じゃなかったら、エロイ方向に走るところだった。危ない危ない。

　全員一緒に入れるほど大きな浴槽じゃないので、順番に風呂に浸かって温まる。

　リザはお風呂が気に入ったらしく、控えめにもっと浸かっていたいと言うので、ポチとタマを連れて先に上がる事にした。

　柔らかなタオルで二人を拭ふいてやる。ワンピース姿に戻っていたメイドさんが、オレの体を拭いてくれようとするが、やんわりと断った。

　そういう奉仕には慣れてないんだよね。




　夕飯には、大きな鳥の丸焼きとかが付いた豪勢な皿が並んでいる。見た目はローストチキンっぽいが、鶏ではなくシガ双ふた尾お鳥どりという種類の鳥を調理したモノだった。

　丸焼きから身を切り分けるのが難しかったので、ヘンに見み栄えを張らずにメイドさんに頼んだ。彼女は、実に鮮やかな手並みで肉を切り分けてくれる。

　獣娘達は、骨付き肉の部分がお気に入りだった。

　今さらだけど、子爵には感謝だな。牢ろう屋やとは比べものにならない好待遇だ。

　そういえばニドーレン達は、牢屋なのか。出してやったりはできないだろうけど、待遇を良くする事はできないだろうか？

　食事の後にメイドさんに相談したら、上等な食事や毛布を配るくらいはできるそうだが、備品を勝手に使うのは彼女の権限の範囲外なので、子爵から予算を出して貰う必要があるそうだ。

　カネの問題か。それなら、ストレージから出すか。

「どのくらい必要なのですか？」

「一人だけなら銀貨一枚もあれば充分ですが、十人近く居るとの事ですので全員となると金貨二枚ほど必要になります」

　なんだ、それだけでいいのか。オレは、ポケットから金貨を二枚取り出して彼女に渡し、牢屋の人達の待遇改善をお願いしておいた。




「わ～い」

「フカフカなのです！」

　ポチとタマがベッドで跳ねる。

　子供ってベッドを見るとトランポリンみたいにしたがるよね。

　リザもベッドの端に腰掛けて、控えめにベッドの反発を楽しんでいる。

　みんなそれぞれのベッドで寝るはずだったのだが、ポチとタマが一緒がいいと上目遣いでお願いしてきたので、全員一緒に眠る事になった。

　リザだけ一人というのも寂しいもんね。

　オレは、体が沈み込むようなベッドに身を横たえる。

　迷宮に居た時は、獣娘達の安全確保のためにずっと起きていた。徹夜に慣れているのもあったけど、スタミナが多いせいか眠らなくてもさほど辛つらくなかったんだよね。

　それでも疲れは着実に溜たまっていたみたいで、ベッドに身を委ゆだねて気を抜くとうつらうつらとしてくる。

　湯たんぽのように体温の高いポチとタマを抱えて、久々の安眠を楽しんだ。




　軟禁生活は、わりと充実していた。

　迷宮内で手に入れた魔法の入門書や錬金術の入門書を読んでいると、時間なんてあっという間だ。

　ヒマを見ては魔法の呪文を練習したが、あの無理ゲーっぽい詠唱は一度も成功していない。

　獣娘達は、ヒマな生活に慣れていないのか、うずうずしていたので、中庭で小剣シヨート・ソードの素振りや簡単な組み手をさせて発散させてやった。

　活字が足りなかったので、メイドさんに本を買ってきて貰ったりした。あまり現金を出しても怪しいので、子爵さんから貰った宝石を代金に充てた。

　ポチやタマのために絵本も買ってきて貰ったのだが、文字が読めない二人のためにオレが朗読する事になってしまった。

　なんだか、子供ができたみたいな気分だったよ。




　それに軟禁されているからと言って、誰も面会者が居なかったわけではない。文官らしき人が二度ほど訪れている。

　一度目は、迷宮内での事情徴収と預けていた荷物の返却に来た。

　その時に聞いた、「迷宮での拾得物は、回収した人間に所有権がある」という話に少し驚いた。

　だって、迷宮内で殺して奪い取ったら、その人のものになるじゃないか。

　それを疑問に思って質問してみた。

「大丈夫ですよ、ヤマト石の賞罰欄で判定されますし、迷宮都市なんかだと迷宮出口には重犯罪者を見抜く『断罪の瞳ひとみ』というギフトを持つ人が配置されていますからね。セーリュー市にも、各門にそのギフトを持つ衛兵さんが居ますよ」

　便利そうなギフト──先天性のスキルの事らしい──だが、ウリオン神の敬けい虔けんな信徒の家系にしか発現しないモノらしい。

　ウリオン信徒なら数百人に一人くらいの確率で与えられるスキルなので、各都市に数人は居るそうだ。

　他の神様の信徒は、どんなギフトが貰えるのか気になる。

　やっぱり神様には「オン」が最後に付くみたいだけど、竜神アコンカグラだけ名前のルールが違うのは何か意味があるんだろうか？




　少し思考が逸それたが、彼女の話はまだまだ始まったばかりだ。

　荷物と一緒に預けた魔核コアは、領政府が強制的に買い取るとの事で一方的に対価の貨幣が入った小袋を渡された。これは、領内で魔物を狩った場合の取り決めなので迷宮でも例外ではないと言われた。

　少なくとも相場相当の金額が入っていたので文句は無い。

　文官さんの語り口調からして、魔核は常時不足している資源っぽいモノのようだ。ストレージ内にある魔核を処分する時は注意しよう。

「この魔物の肉は、安全が確認できないので没収させていただきます。この槍やりも魔物の部位でできているので、市内への持ち込みが許可できません」

　リザが超反応で振り向いた。

　め、珍しくリザが怒ってる？

　リザ怖い。怖いって。ほらお姉さんも笑顔が引きつってる。

　肉は防疫を考えたら妥当だと思うけど、槍の事は気に入っているみたいだから交渉してやろう。

「その槍は高性能なので、鑑定スキル持ちの人に危険があるか調べて貰もらえないでしょうか？　もちろん鑑定費用はこちらで負担しますので、安全が確認されたら返却して欲しいのですが？」

「わ、わかりました。手配しておきます。鑑定後に安全が確認されたら、他の武器と一緒に城からお出になる時に返却いたします」

「はい、よろしくお願いします」

　そうだ獣娘達の事を相談しなくては。

「あの質問があるのですが──」

　獣娘達の所有権について聞いてみた。

「なるほど、主人が亡くなった奴隷を迷宮で保護して、外まで連れ出したわけですか？」

「はい、そうです」

　リザも頷うなずく。ポチとタマはリザの足にもたれ掛かってクタッと脱力している。退屈なんだね？

「それならば、この亜人奴隷達はあなたのものです」

「そうなんですか？」

　そりゃ、買い取って奴隷から解放してやろうとは思ってたけど。

「迷宮で主人を失った奴隷は、その主人を殺して奪ったのではない限り、迷宮での拾得物と同じく拾った人間のものになります。なので法的にも慣習的にも、その奴隷達の主人はあなたになります」

　お姉さんは、証書に使っていた紙にサラサラサラ～っと何かを記入してこちらに差し出す。

「その奴隷の所有権があなたにあるという公的な仮証書です。市内でしか通用しないので、早めに奴隷商会か役場で正式に奴隷の所有契約を行ってください」

　城内で処理できないのか聞いてみたが、扱う部署が違うので無理だと言われた。異世界でもお役所は縦割りみたいだ。

　この時に、迷宮内で確認した死者の名前を告げて遺髪などを預けておいたので、二度目はその結果報告だった。

　迷宮出口の仮設駐屯所の壁に張り出したところ、遺族が名乗り出てきたので遺髪は無事に手渡せたそうだ。遺品は遺族が希望するものだけを買い取らせたと、対価に受け取ったお金を渡された。税金は引いてあるそうだ。

　無償で良かったと文官さんに告げたら、こんな返事が返ってきた。

「受け取っておいてください。無償だと遺族を騙かたる不ふ心こころ得え者が出るのです」

　なるほどね、世せ知ち辛がらい話だ。

　受け取るのが心苦しいなら、養護施設に寄附するか、神殿に寄進すればいいと助言された。

　なるほど、それはいいね。寄付先は、今度ゼナさんに相談してみよう。




　軟禁されて五日目に、ゼナさんが巫女みこのオーナさんと連れ立って面会にやってきてくれた。

　メイドさんの淹いれてくれた「青あお紅こう茶ちや」という、突っ込みどころの多そうな名前のお茶を飲みながら情報を交換する。

「では、ゼナさん達は、軟禁状態から解放されたんですね」

「はい、魔法使いが不足しているので、軟禁からはすぐに解放されたのですが、それからずっと迷宮の出口にある仮設駐屯地で働いてたんです」

「それは大変ですね」

　迷宮から脱出した直後だったのに、そのまま勤務だったらしい。見た事無いけど伯爵のヤツって鬼畜だな。

「私は迷宮を調査する部隊との連絡係なのでそれほど大変じゃないんですけどね。本職の魔法使いさん達は、迷宮が都市の下に延びないように結界を張るために魔力が枯渇するまで頑張っているそうです」

「忙しいのは魔法使いだけではありませんよ。我々神殿も、建築された石碑の聖別の儀式をしていたのです。この三日ほどは寝るヒマもありませんでした」

　オーナさん、そこまで大変だったのなら、ゼナさんに付き合ってこなくても神殿で休息を取れば良かったのに。

「迷宮前の陣地も仮設の塀で覆えましたし、町の噂話も吟遊詩人さん達に小出しにして上手うまく納められたようなので、サトゥーさん達も近日中に解放して貰えるはずです」

　良かった。ここは居心地がいいけど、ちょっと飽きてきたんだよね。

　吟遊詩人には広報員みたいな人もいるらしい。ゲームとかだと支援魔法要員だったりするから、新鮮な感じがする。




　解放されたのは、ゼナさんが来訪してから三日後だった。

「サトゥー殿！」

　城の正門に向かう途中で、同じく解放されたニドーレン達が居た。

「牢ろう番ばんから聞きました。サトゥー殿が温かい食事や敷物を差し入れてくださったそうで、私ら一同感謝しております」

　ニドーレンの言葉で、オレの存在に気が付いたのか周囲の男達も口々に礼を言ってきた。途中から牢屋の食事がいかに旨うまかったかという話に変わったが、待遇がちゃんと改善されていたようで良かった。

「ありがとよ、西街の食事よりも豪勢だったよ」

「まったくだ。さすがに酒は付けてくれなかったけど、牢屋の中で肉入りのシチューが出るとは思わなかったぜ！」

「ありゃあ旨かったな。もう何日か居たかったくらいだ」

「西街に戻って話しても誰も信じてくれないぞ」

「ちげぇねえ」

　そう言って男たちが豪快に笑う。牢屋に入れられてたのにヘコたれない人達だ。このタフさは見習いたい。




　ニドーレンが、お礼代わりに獣娘達の契約手続きを無料でしてくれると言うので、彼の待つ奴隷市場へ向かっているところだ。

　一緒に行きたかったのだが、辻つじ馬ば車しやの御者が獣娘達の乗車を拒否したので、オレ達は歩きで向かう事になった。

　南の公爵領や南西の迷宮都市なら、もう少し扱いがマシらしいので、そちらに引っ越した方がいいかもしれない。




「おい、そこの犬耳族」

　また、ヒマなヤツが絡んできたのか、とうんざりしながら振り向く。そこには、迷宮で蜘く蛛もから助けた金髪の若者の姿があった。

　そういえばニドーレンと話している時も何か言いたそうにしていたっけ。

「何か用かな？」

「アンタじゃない。そっちのガキに用があるんだ」

　あれだけ助けられて、まだ罵ば声せいを浴びせる気か？　忘恩の輩やからにしても酷ひどいな。

　思わず睨にらみつけてしまったが、ヤツはオレを見ていなかった。その向こうにいた体格の良い荒くれ者と目が合ってしまったのだが、そいつは慌てて目を逸らして路地裏に消えてしまった。

　なぜだ。脅迫スキルまで手に入るし。解せない。

　オレがそいつに気を取られている間に、若者は言いたい事だけポチに告げて──

「助けてくれてありがとう。蹴けって悪かった」

　──去って行った。

　小さい声だったが、オレも、ポチ達にもはっきりとそう聞こえた。

　彼の獣人嫌いが直るとは思えないが、少しでもマシになってくれたのなら良いのだが。

　誇らしげな顔で見上げてくるポチの頭を、思いっきり撫なでてあげた。尻しつ尾ぽが千切れそうだ。

　横から抱きついてきたタマも一緒に撫でる。リザは、横で二人を見守るように頷うなずいていた。お母さんかっ。



















　そしてニドーレンのところで、獣娘達の主人として正式な契約を結んだ。

　すぐにお暇いとまするつもりだったのだが、奴隷オークションで売れ残った者達を見て欲しいと懇願されたので、お義理で付き合う事にした。

　獣娘達は奴隷にしたけど、すぐに解放するつもりだし、新しい奴隷を買う気なんて無い。それより、観光ガイドさんを雇いたい。




　ニドーレンが紹介する奴隷達は、オークションで売れ残るだけあって、実に癖のある奴隷達ばかりだった。

　適当に奴隷達の説明を聞き流しながら、ようやくあと二人のところまで紹介が終わる。

　次の娘を見てニドーレンの奴隷商人としての技量を見直した。

　なるほど、今まで癖のある奴隷達を連続で紹介していたのは、この娘を引き立てるためか！

　その少女は、前に中央通りで見かけた和風美少女。

　一四歳と幼いが、実に可か憐れんで儚げな美び貌ぼうだ。ロングストレートの黒髪は、ミネラルウォーターのＣＭに抜ばつ擢てきされそうな清純さを主張している。オレがロリコンなら、確実に手を出しただろう。

「ル、ルルと申します」

　掠かすれるような小さな声で、自分の名前を告げる。恥ずかしがり屋なのか、一ひと言ことだけしゃべってまた顔を伏せてしまった。

　せっかくの美少女顔が黒髪に隠れてしまう。

　ニドーレンが、ルルのフォローを口にするが、その内容に耳を疑ってしまった。

「醜い娘ですが、礼儀作法のスキルを持っておりますので──」

　この子が醜いだと？

　この子が不細工だったら、世界中の九九％以上の女性は不細工になってしまうよ？

　美少女を褒ほめる特殊な言い回しかと思ったが、彼の話を聞く限りそういうわけではないようだ。

　美的感覚の違いなのだろうか？

　ニドーレンに許可を貰って、彼女の髪や頰に触れる。

　別に彼女の魅力に負けてロリコンにクラスチェンジしたわけじゃない。ちょっと確かめたい事があったのでその確認だ。

　彼女の耳元である言葉を囁ささやいたが、彼女は知らない言葉を聞いたように困惑していた。

　ひょっとしたらと思ったが日本人じゃないようだ。




　続いて紹介されたのは、前にルルと一緒に運ばれていた紫髪の幼女アリサだった。

　一一歳と幼いが、ゆるふわ髪の北欧系の顔立ちをした美幼女だ。

　先ほどのルルほどではないが、これだけの美形が売れ残ったのは例の不吉な称号のせいに違いない。

　アリサは、つぶらな瞳ひとみで懇願するように見つめてくる。

　ガン見と言ってもいい。

「サトゥー殿、申し訳ありません。普段は不吉な紫髪など些さ末まつに思えるほど利発な娘なのですが、サトゥー殿の魅力に参ってしまったようでして……」

　ニドーレンがヘンなフォローをしながら幼女を促す。

　無い、そのフォローはいくらなんでも無いよ。思わず苦笑してしまう。

　しかし、称号ではなく髪の色で売れ残ったのか？

　確かに紫色の髪は珍しいと思うが、どう不吉なんだろう？

「はじめまして、佐藤様」

　子供らしい声だが、オレの名前を呼ぶ発音が少し違った気がする。

「私はアリサと申します。国を失い奴隷の身とあいなりましたが、この世界の知識を貴方あなた様さまの望みのままにお伝えしましょう。きっと、色々な役に立ってみせます」

　幼い声に似合わぬハキハキとした物言いだ。就活の学生みたいな売り込みに感じるのは気のせいだろう。

　さすが不吉な称号持ちでも元王女だけあって、自分を売り込みながらも上品な微笑みを崩さない。ただ、「色々な」のあたりに何か含みを感じた。

　さすがに小学生くらいの子供に性的な要求をする気は無いよ？

　髪の色はともかく、さっきの「この世界」という言い回しや「アリサ」という名前が気になる。

　オレはニドーレンに許可を貰もらって、先ほどルルにしたのと同じ事をアリサにしてみた。

「ぎゃー、取って、蜘蛛はダメなの！　もう、最悪よ！」
















　先ほどの澄ましたお姫様然とした態度は消し飛び、普通の女の子のような反応が返ってきた。

　そう、オレは彼女達の耳元で「蜘蛛が髪に付いているよ」と日本語で囁いたのだ。

　アリサがどんな漢字を書くのかわからないが、彼女はオレの同類に違いない。




　ルルとアリサ。

　馬車に揺られる二人を見た時から、彼女達の「ご主人さま」になるのは、決まっていたのかもしれない。







　あとがき




　この本を手にとっていただき、ありがとうございます！

　そして、この本をお買い上げいただいた貴方には、最大級の感謝を！




　はじめまして、愛あい七ななひろです。

　ＷＥＢ版から本作をご贔ひい屓きにしていただいている方も、紙面でのご挨拶は初めてなので、やはりこの挨拶が相応ふさわしいかと思います。

　本作『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』は、小説投稿サイト「小説家になろう」で二〇一三年三月三日から連載を始め、半年強の毎日更新を経て現在は毎週一話のペースで投稿が続いている作品です。

　幸いな事に多くの読者の方の支持を得、たくさんの感想に叱しつ咤た激励されて連載を続けていたおかげで富士見書房様の目に留まり、書籍化という望外のお話をいただいて本書が生まれました。




　ＷＥＢ版から本書を構築するに当たって、注意した事が三つあります。




　まず、最初の一つが「ＷＥＢ版の読者が満足できる本」です。

　ＷＥＢ版の読者の方が居たからこそ書籍化できるのです。せっかく買っていただいても、本棚に積まれるだけでは悲しすぎます。

　なので、改稿するだけでなくＷＥＢ版を読んでいるからこそ楽しめるシーンを幾つも追加しました。もちろん、身内受けになっては意味がないので、ちゃんと新規の方には普通に伏線として読める内容になっています。

　きっと、ＷＥＢ版の読者の方は、沢山のシーンで主人公や作者にツッコミを入れたくなるに違いありません。

　なので、是非とも積まずに読んでみてください。




　二つめは、「新規の読者の方が書籍版だけを読んでも楽しめる本」です。

　当たり前ですが、一巻からＷＥＢ版の知識を前提とするような本はハードルが高すぎるので、「小説家になろう」のお約束を知らない人が楽しめるように説明を追加し、増えすぎた説明や冗長で重すぎるシーンに大おお鉈なたを振るってスリムにしてあります。




　三つめは「読み終わった後にもう一度読みたいと思わせる本」です。

　読み終わって面白いと感じた方は、ぜひ、もう一度読み返してみてください。きっと、読み流した部分に小さな伏線が詰まっています。




　こういった事を念頭に置きながら、ＷＥＢ版で不評だった箇所を修正したり、ＷＥＢ版で好評だった箇所を強化したり、とグリグリと改稿していった結果、七割以上が新規書き下ろしになってしまいました。残り三割も加筆修正してあるので、ＷＥＢ版そのままの箇所を探す方が難しいと思います。

　完全新規シーンもたっぷりあるので、購入を迷っている貴方にもお勧めです。




　そんな感じで、苦労も楽しみつつ進めていた執筆作業ですが、平坦な道のりではありませんでした。

　本業の繁忙期を避けて書籍化作業をする予定が、本業のマスターアップが延長になったために、本書の仕上げ作業とガッチリと重なるという試練が待っていたのです。

　本業のデスマーチにはすっかり慣れましたが、いつもと一味違う修羅場に、そのまま異世界に招かれそうになったのは秘密です。

　あまり苦労話を続けても楽しくないので、この辺にしておきます。




　最後に謝辞を。




　担当のＨ氏を始めとする富士見書房の皆様、素敵なイラストを描いていただいたＳｈｒｉさん、そして印刷流通製本などに関わっていただいた全ての方に感謝を！




　そして、読者の皆様、本作を最後まで読んでいただき本当にありがとうございます！

　また次巻でお会いしましょう。
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